

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　筋骨隆々の男が軽々と吹き飛ばされ、洞窟の岩肌に身体からだを激しく打ちつけた。

「リョウマ！」

　前線で両りよう刃ばの剣を構えた男は叫んだ。しかし返ってくるのはうめき声だけ。

「アイナ、リョウマに回復魔法を」

　水色の髪の少女はひざまずき、呪文を唱えはじめる。

「リジィ、氷の魔法を──」

「もう魔力が……。ごめん、ケイン」

　眼鏡をかけた女が申し訳なさそうに言った。

「くっ」

　泥と血に汚れたケインの顔が悔しげに歪ゆがんだ。

　視線の先には魔物がいた。長身のケインの倍はあろうかという背丈の、そしてリョウマよりもずっと頑強そうな体たい軀くの魔物。その身体は黒々とした剛毛に覆われており、剣撃を弾はじくばかりか、リジィの魔法さえも通らない。

　赤く光る目の下、割けたように開く口から、うなり声と唾液がこぼれる。

　ライカンスロープ、ワーウルフ、ルー・ガルー。呼び名はさまざまあるが、変わらないのは半狼半人の魔物であること、そして、いまのケインたちにはとうてい太刀打ちできない相手であるということだ。

　簡単なクエストのはずだった。ダンジョンを住すみ処かにし、町にやってきては悪事を働くゴブリンを退治する、ただそれだけの。

　いくら奥に進んでもゴブリンの一匹にも遭遇しない時点でおかしいと気づくべきだった。ゴブリンたちは高位の魔物が現れ、住処を捨てて逃げ出したのだ。あるいは、ライカンスロープの腹のなかに収まったか。

　アイナが悲痛な声をあげる。

「血が止まらない……！　リョウマが……リョウマが……！」

　万事休す。

「いや……」

　ケインは腹の底に力を込め、しぼり出すように言った。

「ふたりはリョウマを外へ」

「ケインは」

「時間を、稼ぐ」

「ダメだよ！　そんなの……そんなの！」

　アイナは涙声で叫んだ。

「アイナ」

　静かな、しかし有無を言わさぬ響きでケインは言った。

「頼む」

　なおもなにか叫ぼうとするアイナを、リジィが制する。

「このままではみんなやられる。これが……最善の方法」

　呆ほうけたような顔をして、アイナはリジィを、倒れるリョウマを、ライカンスロープを見て、ケインに目をやる。そしてぐっと奥歯を嚙かみしめた。

「助けを、呼んでくるから。それまで……」

　ケインは「ああ」と歯を見せて笑った。

「お前、鈍くさいからな。帰ってくるより先に、俺がこいつを倒してしまうかもな」

　アイナはぼろぼろと涙を流しながら、それでも無理に笑顔を作る。

　アイナとリジィは、両側からリョウマに肩を貸し、出口のほうに身体を向ける。

「あ……」

　アイナの短い声。

「どうした、早く逃げ──」

　ちらと顔を振り向けた。

　出口への通路に立ち塞がる影がある。それはライカンスロープだった。最初の一体より少し小柄な、恐らくはメスの個体だった。

「二体目……!?」

　このダンジョンにはライカンスロープのつがいが居着いていたらしい。

　アイナは完全に凍りついてしまっている。気丈に振る舞っていたリジィはついに心が折れ、「もう無理、もう無理……」とすすり泣きながらぶつぶつつぶやいている。

　メスのライカンスロープが腕を振りあげる。ケインは目をつむった。

「すまない、みんな……」

　どさり、となにかが地面に落ちる音。

「……っ！」

　最悪の場面を思い浮かべながら、ゆっくりと目を開けた。

「え……？」

　そこには予想だにしない光景が広がっていた。

　アイナたちはまだそこにいる。生きている。

　ライカンスロープは悶もだえるように身体を揺らし、咆ほう哮こうをあげている。

　振りあげた腕、その肘から先が地面に落ちている。断面からは止めどなく鮮血が吹き出していた。咆哮は苦痛の叫びだった。

「なん、だ……なにが……!?」

　アイナたちの前に人影があった。フードを深くかぶっていて顔は見えないが、若い男のようだ。

　男が腕を広げる。すると右手が白く輝きはじめた。

「なんなんだよ、それ……？」

　ケインは思わず驚きよう愕がくの声をあげていた。

　光を放ったのは右手だけではなかった。左手もまた、同時に輝いている。青く、青く。

　信じられないできごとだった。つまり、これは──。

「ふたつの魔法を、同時に発動させてる……？」

　リジィの声。彼女の驚きも無理はなかった。それは言うなれば、ふたつのまったく別の言語をひとつの口で同時に話すようなものだった。

　右手の白く輝く光は風の魔法。左手の青い輝きは水の魔法。

　彼は左右の拳を胸の前で叩たたきつけた。そして唱える。

「混合魔法マツシユアツプ」

　白と青の光が混じりあう。ふたつの拳が突きだされる。

「犀利なる水の刃アクアキヤリバー」

　混じりあった光からシュと音をたて、白く薄い絹のようなものが勢いよく放たれる。

　ライカンスロープの咆哮が止まった。頭がぐらりと揺れ、首から上だけが地面に落ちる。すっぱりと斬られた断面から血が噴水のように溢あふれた。両足が力を失い、膝をつき、ばたりと倒れる。何度か痙けい攣れんしたあと動かなくなった。

　フードの男は顔にかかった血を不快そうに拭った。

「同時発動……あまつさえ、混ぜた……？」

　リジィがうわごとのようにつぶやいた。ケインはぐびりとつばを飲みこむ。そんな話、神話ですら聞いたことがない。

　その場にいる者たちは──フードの男を除き──皆一様に動転し、言葉を失った。

　その沈黙を咆哮が破る。つがいを殺されたライカンスロープは怒り狂い、地面を蹴ってフードの男に襲いかかる。

「混合魔法マツシユアツプ『滔々たる焦熱の奔流ボルケーノ』」

　男は動じることなく、抑揚のない声で詠唱した。

　赤と黄の光が胸の前で混じる。

　炎の魔法と土の魔法が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、マグマと化してライカンスロープを飲みこんだ。ジュ、と焦げる音。赤々としたマグマの川はライカンスロープを溶かしながら、ダンジョンの奥へと押し流した。

　なにもかもが圧倒的だった。高位の魔物であるライカンスロープを赤子の手をひねるように倒してしまった。しかも、二体いっぺんに。

　男は何事もなかったかのようにフードを目深にかぶり直し、出口に足を向ける。

「あ、あんた、もしかして……」

　ケインの声に男は足を止めた。

「聞いたことあるぞ。冒険者が危機に陥ったとき、どこからともなく現れて、救う……。子供の夢物語かなんかだと思っていたが、まさか本当に……」

　フードの男はケインになにかを放り投げた。ケインは慌ててそれを受けとる。

「ポーション……？」

「ヒーラーの女に。魔力を引きあげるから、そこで寝ている男も回復させられるはずだ」

　男はケインの背後にいる仲間たちに目を向けた。その表情は苦痛に耐えているようにも見えた。

「彼らを信頼しているのか？」

「え？　あ、ああ、もちろん。──それより、どうすればあんたみたいに強くなれる？」

「俺みたいにはならないほうがいい」

　男はケインの言葉をぴしゃりと制した。ケインは紫色に輝く瓶に目を落とした。

「でも、その力があれば」

　顔を上げたとき、フードの男の姿はすでになかった。




　　　　○




「ただいま～」

　男──クノハは家に入るとフードを脱いで、うんと背筋を伸ばした。

「あ～、今日もいいことした～！」

　丸太をくり抜いた樋といからちょろちょろと水が落ちて甕かめに溜たまっている。クノハはじゃぶじゃぶと顔を洗い、ついでにのどを潤した。

「聞いてくれよ、ウィルソン」

　クノハはイスに座り、ウィルソンと向かいあった。

「今日はさ、ゴブリンの住処に入っていった駆け出しの冒険者を助けたんだ。ゴブリン相手だし大丈夫かなあとは思ったけど、一応しばらくダンジョンの前で待機してたんだよ。そしたらなんと近くの森でライカンスロープが狩りをしてて。俺はピーンと来たね。これはつがいだ、もしかするとあのダンジョンにもう一体いるかもってね」

　ウィルソンは黙って聞いている。クノハは身振り手振りをまじえて話をつづける。

「で、ダンジョンに潜ったら案の定ライカンスロープがいたわけさ。冒険者たちはすでに追いつめられてた。俺は姿を見られたくないから隠れてチャンスをうかがってたんだけど、そしたら狩りをしていたもう一体が帰ってきちゃってさ、仕方なくフードをかぶって出てったんだ」

　身振り手振りが大きくなる。

「アクアキャリバーですぱーっと一体を倒したんだけどさ、そしたら顔に血がかかっちゃって。だからもう一体はボルケーノで押し流してやったんだ。ボルケーノは素早い相手だと逃げられちゃうけど、せまい通路ならかなり有効だ。まあ、マグマでダンジョンが塞がっちゃったけど」

　クノハは「ははは」と笑った。テーブルの上のウィルソンは一言も発さない。

　それもそのはず、ウィルソンはひょうたんだ。

　孤独のあまり情緒が不安定になっていたクノハはある日、人間の顔にそっくりなひょうたんをダンジョンで見つけて持ち帰った。目と鼻を描きこみ、ウィルソンと名づけ、その日に救った冒険者の話をすることによって、クノハは心の安定をとりもどすのである。ここ一年、毎日つづけてきた。

　今日もそんないつもの一日が平穏無事に終わるはずだった。

「とにかく、助けられてよかったよ。──明日はもう少し足を延ばしてみるつもりなんだ。せっかくのこの力、もっとひとのために使わないと……」

　話を終えて満足したクノハは、眠りにつこうとランプに手を伸ばす。

　その手がランプの縁を叩いた。少しだけ目測を誤ったのだ。ランプが倒れ、ガラスが割れ、油が流れ出し、引火した。

　ウィルソンが燃えあがった。

「ああああ!?　ウィルソン！」

　このままでは小屋が全焼してしまう。クノハはとっさにウィルソンを引っつかんで放り投げた。ウィルソンは窓ガラスを割って外へ飛んでいった。

「ああ!?　俺はなんてことを！　ウィルソン！」

　クノハは小屋を飛び出した。魔法を唱え、地面で燃えているウィルソンに水をかけた。

　火が消える。表面が半分ほど焦げてしまっているが、顔の部分は無事だった。

「よかった……。すまなかったな、ウィルソン」

　ウィルソンを拾いあげる。しかし焦げの奥ではまだ火がくすぶっていたらしく、クノハの手がじゅうっと音をたてた。

「あっづう！」

　あまりの熱さで反射的にウィルソンをぶん投げてしまった。ウィルソンはあっという間に林の向こうに消えていった。

「やばい、向こうには川が……！　ウィルソン！」

　クノハは慌てて駆けだした。果たしてウィルソンは川に流されていた。前日の雨のせいで増水した川は流れが速く、ウィルソンはぐんぐんと小さくなっていく。

「俺の肩がよかったばっかりに……！　ウィルソン！　ウィルソーン！」

　クノハは川岸を駆ける。

　──まずい、この先は……！

　そう思ったときには、すでに手遅れだった。ウィルソンの姿が忽こつ然ぜんと消える。

　滝に落ちたのだ。

　クノハは崖の縁に手をついて下を見た。滝たき壺つぼは跳ねあがるしぶきで白く煙り、よく見えない。ここは魔の滝壺だ。落ちたものは二度と上がってこない。

「ウィルソオオオオオオオオン！」

　クノハの悲痛な叫び声は滝の轟ごう音おんにかき消された。

　拳で地面を叩く。

「俺の肩がよかったばっかりに……！」

　激しい胸の痛みと無力感にさいなまれて呆ぼう然ぜんとうずくまっていたクノハは、しばらくしてなんとか立ちあがり、とぼとぼと小屋へもどった。

　──俺は……これからどう生きていけば……。

　ベッドに入り、ぐすぐすと洟はなをすする。

　孤独に駆け出し冒険者の救済をつづけるクノハにとって、ウィルソンは家族と同じかそれ以上の心の支えだった。

　クノハははらはらと涙を流した。

　──俺の肩がよかったばっかりに……。

　眠気がやってくると、まどろみのなかに在りし日のウィルソンの顔が思い浮かび、はっと目が覚めて涙する。泣き疲れて眠気がやってくると、またウィルソンの顔が夢のなかに現れ、目が覚めて、涙を流した。

　割れた窓から差しこむ月明かりの角度が大きく変わっても、クノハは寝つくことができなかった。

　そのときである。部屋のなかが急に明るくなった。朝になったのかと割れた窓を見るが、外はまだ夜だった。光源は部屋のなかにあった。

　ウィルソンと話したテーブルの横に清らかな光が集まっている。光は徐々に集束していき、人の形を作る。

「あ、ああ……。まさか、まさか……帰ってきて……！」

　光が収まった。そこに立っていたのはピンク色の髪の少女だった。少女はにっこりと笑いかける。

「こんばんは、クノ」

「ウィルソンだと思っただろうがまぎらわしいわあああああああ!!」

　クノハの怒鳴り声で小屋がびりびりと震えた。少女はびくりと首をすぼめる。

「ウィ、ウィルソン……？　わたしロッカちゃんですけど……」

「ロッカちゃんだかなんだか知らんけど、なんだその意味ありげな登場は！　光りやがって！　用があるならふつうに入ってこい！」

「いや、あの、ロッカちゃん女神なので……神々しいところは勘弁してほしいです……」

「ロッカなんて女神、聞いたことがない」

「こ、これから有名になるんですよ！」

　と、ぶんぶん拳を上下に振る。

「そうか、頑張れよ」

　クノハはベッドにもどり、ロッカに背を向けて横になる。

「あ、はい。頑張ります。──じゃなくて！」

　ロッカはクノハの背中を揺すった。

「ロッカちゃん女神ですよ!?　もうちょっと興味持ってもらえませんか！」

「深夜にいきなりひとの家に押しかけて大騒ぎする神経が、親譲りなのか後の環境によるものなのか知りたい」

「そういう興味の持ち方ではなく！」

　ロッカは地団駄を踏んだ。暗にうるさいと注意したのに、やかましいことこの上ない。

　クノハはシーツをかぶって丸まった。目をつむり耳を塞ぎ、一切の会話を拒む。
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　しかし先ほどのように背中を揺すってくることはなかった。妙だなと思って目を開けると、シーツのなかからでもわかるほど部屋が明るくなっていた。

　顔を出すと、ロッカの手の上に光の円が浮かんでいた。円を覗のぞきながらロッカが言う。

「なるほど、ウィルソンというのは……なんというか、お友達、なんですね。それを先ほど失ってしまった」

　クノハはがばっと身体からだを起こした。光の円のなかに滝壺を覗きこむクノハの姿が見えた。

　──過去視の魔法か。

　時間に関する魔法は高度である。女神というのは伊達だてではないらしい。

　ロッカは光の円を消し、クノハに向き直った。

「しかし、どうしてこんな生活を？　クノハさんほどの力なら、もっとウハウハな生活を送れるのでは？」

「ウハウハって……、俗っぽい女神だなお前。──というか、なんで俺の力のことを知ってる。過去視ではそこまで見てなかっただろ」

「知ってるもなにも、その力はロッカちゃんが与えたものですから」

「お前が……？」

「ええ、その件で今日はきたんです」

「この魔力も、腕力も、か？」

　ロッカは胸を張ってうなずいた。

「そうですよ、全部ロッカちゃんのお陰──」

「俺の肩がいいのはお前のせいか……！」

　クノハはうつむき、低い声で言った。ロッカが気け圧おされたように一歩後じさる。

「へ？　か、肩？　なぜ肩限定なんです？」

「俺の肩がよくなければウィルソンは……！　いや、そもそもこんな力がなければ！　俺はこんな生活をしていない！」

「み、みすぼらしい生活に身を落としているのがなぜロッカちゃんの責任なんですか！」

「この力のせいでひとの恨みを買ってギルドを追い出されたんだよ！　あとみすぼらしいとか身を落としているってなんだよ！　そこそこ充実してるわ！」

「力のせいで恨みを……？　それはどういう？」

　クノハは顔をそむけた。「お前には関係ない」と拒絶しようとしたが、関係ないどころかこの女神は当事者以外の何者でもない。

　言葉に詰まっていると、ロッカは腕を広げて微笑ほほえんだ。

「安心してください。ロッカちゃんは女神ですよ？」

　クノハはロッカを横目で見た。

　人間は信用できない。しかし目の前にいるのは人間のように見えるだけの別物だ。それはウィルソンと同じではないか。そう考えると、心理的な抵抗感が薄れていった。

　クノハは自分の足元に目を落とした。

「べつに面白い話じゃないぞ？」

　ロッカは黙って微笑んでいる。クノハは独り言のようにとつとつと話しはじめた。

「この力を活いかしたいとずっと思っててさ。子供のころから将来は魔物を退治する兵士とか冒険者になろうって決めてたんだ。父さんも母さんも応援してくれたよ。こんな、異様な力を持つ子供を怖がらずに育ててくれただけでも感謝しきれないのに。だから期待に応えたいって思ってさ、王都エドゥメリアのでかいギルドに登録して、あるパーティに入ってさ。そこまでは順風満帆だったんだ」

　のどが渇いてきて、クノハはぐびりとつばを飲みこんだ。

「倒しまくったよ、魔物を。高難度のクエストにもどんどんチャレンジして、俺たちのパーティはまたたく間に名を上げた。でもさ、ガーランドが──リーダーの男なんだけど、こいつが……年下の俺の活躍が気に入らなかったみたいで……」

　話が核心に近づくにつれ、胸が苦しくなり、冷や汗が浮かんでくる。クノハは深呼吸をして、搾りだすように話をつづけた。

「裏で、あいつは魔物の子だとか……魔王とつながってるとか……根も葉もないことを言い触らして……。パーティには女がふたりいたんだけど、このふたりがガーランドより俺を頼りにしていたのも癪しやくに障ったらしくて……。そのうち、ギルドにも噂うわさが届いて……追放されて……。でも、父さんや母さんに申し訳なくて、家にも帰れないし……。だからひとりで駆け出しの冒険者を助けてさ……」

　自分でも驚くほど冗舌だった。本当は誰かに話したかったのかもしれない。

　しかし。

「あば、あばばばば」

　クノハは急に気分が悪くなってベッドにばたりと倒れた。

「わあ!?　急にどうしたんですかクノハさん！」

「あば、あばば……」

　クノハは水みず甕がめを指さした。ロッカは慌てて木のカップに水を汲くみ、クノハに手渡す。

　むさぼるように水を飲む。するとむかむかした胸が洗い流されるようにすうっと楽になって、クノハはほうっとため息をついた。

「すまん……。あばばばが来た」

「あばばば……？」

「過去を思い出したり、仲──間、的な単語が耳に入ったりするとやってくる。耳鳴りと強いめまいの伴う激しい嘔おう吐と感に襲われ、あばばばしか言えなくなる」

「なんですかそれ。怖い……」

　ロッカの顔が同情の色を帯びる。

「ロッカちゃんのせいでクノハさんがそんなわけのわからない病気に……」

「いや、力のせいでっていうのは言葉の綾あやというか、頭に血がのぼっちゃって、つい……。力をひけらかすような真ま似ねをした俺が悪かったんだ。お前が気に病むことはない」

「でもでも……！　ロッカちゃんが力を授け違えなければ……！」

「……ん？」

　クノハは鶏みたいに首を突きだした。

「ん？　……ん？　なに？　なんかいま、すごく気になること言わなかった？」

「え？　ロッカちゃん、なにか言いましたか？」

「授け違え、とか聞こえたんだけど」

「はい、ロッカちゃん、人間に力を与える係に選ばれたんですけど、うっかりしちゃって、与えるひとを間違えちゃって。で、クノハさんに」

「間違って、俺に……？」

　ロッカはぽっと赤くなった頰ほおに手を当てた。

「なのに、クノハさんは優しいですね。ロッカちゃんをなじるどころかなぐさめて──」

「いやアホかこのアホ女神、全面的にお前のせいじゃねえか！　気に病め！　というか病めアホが！」

「女神もびっくりの方針転換！」

「お前のミスが原因なら話が変わってくるだろうが！」

「ですよね……。わかりました！」

　ロッカは正座すると、よどみない動作で土下座した。床に額を押しつけて微動だにしない。土下座の見本と言っても過言ではないほど折り目正しい所作だった。

「どうか！　これで！」

　──なんだこの土下座慣れした女神……。

　この洗練された土下座を見ると、いままでいかに多くのミスをしてきたかわかろうものだった。

「お前な──」

　クノハははたと言葉を切った。

　失敗した者をなじって、それでどうなるのだろう。

　クノハはギルドから除名されたあと復帰を嘆願したが、それが認められることはなかった。まるで、一度でも過ちを犯した者は決して許しはしないとでもいうように。

　母の言葉を思い出す。

『クノハ、お前の力はすごいよ。それだけに、他のひとたちが無能に見えてしまうかもしれない。自分が簡単にできることを、なんでお前たちはできないのか、ってね。でもできないんだよ。ひとは簡単に間違う。だからクノハ、その力でお前は、間違う人びとを助けてやるんだ』

　クノハは神に授かった力をひけらかすように行使した。それがガーランドの嫉妬を買うなどとは考えもせずに。いや、もしかするとガーランドもギルドの連中も、クノハの力に怯おびえていたのかもしれない。

　いずれにしろ、世間知らずだったクノハはそうして排除され、挫折した。クノハもまた『間違う人びと』のひとりだったのだ。だからこそ母の言葉の意味を、いまになってはじめてしみじみと感じた。

　──そんな俺が、ひとを許せないでどうする……。

　クノハは頭をかいた。

「で、授け違えってのは？」

　ロッカは顔をあげた。

「ゆ、許してくれるんですか」

「ああ。大事なのはミスをミスのままにしないことだ」

「なんて心の広い……。あなたが神か……」

　ロッカは目をきらきらさせてクノハを見あげた。

　──こいつ、全体的に女神としての自覚が不足してんな……。

　クノハは呆あきれてため息をつく。ロッカは居住まいを正して話しはじめた。

「クノハさん。あなたには救世主──勇者の力があります」

「勇者の力……？」

　クノハははっと息を吞のんだ。

「断る！」

「まだなにも言ってないじゃないですか！」

「あれだろ、勇者として仲──友人的な者たちとともに魔王を倒せとか言うんだろ！　いま話したばっかりじゃないか。どうせまた裏切られる！」

「どうどう、落ち着いて。話は最後まで聞いてください。あなたに勇者であることは望みません。逆に、あなたが勇者だと困ります」

「話が見えないぞ。勇者の力があるって言っただろ」

「勇者の力だけあるんです」

「……ん？」

「勇者の資格がないんです」

「そ、そうだよな……。俺みたいな人間不信の根暗なんてお呼びじゃないよな……」

　クノハはうなだれる。ロッカは慌てて訂正した。

「ち、違いますよ。その……予定外というか、ロッカちゃんのお茶ちや目めが出たというか。──見てもらったほうが早いですね」

　再び過去視の魔法を使う。光の円のなかには、産院だろうか、布団の上で眠るふたりの赤ん坊が映っていた。

「右がクノハ、あなたです。左がもともと力を与える予定だった女の子。名前はロゼ」

　プラチナのように美しい銀髪が印象的な赤ん坊だった。親が近くにいるのか手をばたばたさせてはしゃいでいる。隣のクノハは迷惑そうに、しかめっ面で目をつむっていた。

「高位神たちの会議で勇者として認定されたのはロゼのほうだったんです。それで取り急ぎ、資格だけはまだ母親のお腹なかにいたロゼに与えました。力は後日の予定で。でもそちらは間違ってクノハさんに。その……隣だったので……」

　クノハは啞あ然ぜんとした。

「お前、マジか……。名前も性別も髪の色も全然違うのに……間違うかあ……」

「だ、だってだって！　人間の赤ん坊なんてみんな猿みたいな顔をしてるじゃないですか！　見分けなんてつきませんよ！」

「産院なんて赤ん坊だらけの場所なんだから慎重を期すだろ、ふつう……」

「なんですかその正論。ぐうの音も出ませんよ！」

　ふん！　とそっぽを向く。

「なにその逆ギレ……」

「ともかく、こうして『勇者の資格しかない女の子』と『勇者の力しかない男の子』が生まれたわけです。ここまではいいですか？」

「全然よくないけどいいよ。話を進めて」

　ロッカはコホンと咳せき払ばらいをした。

「で、昨日。そろそろ時期かなあ？　と思ってロゼちーのところに啓示に行ったんですよ」

「なんだよそのトマトの収穫みたいな感覚」

「ロゼちーすごく乗り気で。『魔王を倒』くらいで食い気味に『やります！』って」

「登場人物にうかつな奴やつしかいない」

「一仕事終えたという充実感を感じながら、念のためにロゼちーの能力を確認したら」

「したら？」

「オールゼロでした」

「おおう……」

「もうロッカちゃんびっくりしてー！　慌てて力の在あり処かを探してー！　クノハさんのところに来たんですよー！　クスクス！」

「笑ってんじゃねえよ。反省しろ」

「わっかりました。はんせー♥」

　ロッカは自分の頭をこつんと小突いて、ぺろっと舌を出した。

「……チッ！」

「あの、舌打ちはもう少しこっそりお願いします……」

「善処する。で、俺にどうしろと」

「ロゼちーが立派な勇者としての責務を全うできるように支えてあげてほしいんです」

「力を移し替えればいいじゃないか」

「む、無理ですよ。クノハさんが死にでもしないかぎり力は取り出せませんし、そもそも神の力を持ったクノハさんが誰かに殺されるなんてこと、ほぼあり得ませんし」

「じゃあ主神に報告して力を授けなおせばいいだろ」

「主神から預かった大切な力を違う人間に授けたなんて発覚したら、ロッカちゃん消されちゃいますよ」

「消されたほうが世のためなんじゃないか？」

「なんてこと言うんですか!?」

　ロッカは涙目になった。クノハも流石さすがにこれは言いすぎたと思い、

「す、すまん。軽いジョークのつもりだった」

　と謝罪した。ロッカは「むー」と頰をふくらませた。

「いつか天罰を与えますからね……。──じゃあ、仕事を受けてくれるんですね？」

「それは話が別だろ。仲……一緒に冒険するような関係になるなんてごめんだぞ。ろくなもんじゃない」

「あ、仲間になる必要はないです」

「あばばばばば」

　クノハはどさりとベッドに倒れこんだ。がくがくと身体からだが震え、額には脂汗が浮かぶ。

「わわ！　クノハさん、大丈夫ですか!?」

「ふ、不用意に……その──仲、なんとかという単語を使わないでほしい……」

「わ、忘れてました。心の傷に塩を塗ってすいません……。ではなんと言いかえれば？」

「上辺だけの付きあいとか、金だけのつながりとか」

「それはロッカちゃんの心がすり切れそうなので却下です！」

　ロッカは腕でバツを作って一蹴した。

「では旅の友に置きかえます。──旅の友になる必要はありません。バックアップだけしてもらえれば」

「バックアップだけ……？」

　仲間にはならず、バックアップをする。そして、バレてはいけない。ここから導き出される答えは──。

「こっそりあとをつけて、盛り立ててやればいいってことか？」

「え？　ん～、まあ、そんな感じです」

　駆け出し冒険者のあとをつけ、見守る。

　──それって、いつも俺がやってることじゃないか。

　ロッカは仮にも女神だ。神直々の依頼、しかも『魔王を討伐する勇者の手助け』。

　──ついに俺の力を世界の役に立てることができる。

　クノハのなかで子供のころのような胸躍る感覚がほんの少しだけ沸きたつ。

「ロッカ、そのロゼって娘はどこにいるんだ？」

「え、じゃあ、やってくれるんですか」

「やるさ。俺は敬けい虔けんなんだ」

「さっき消されたらいいって言ってたじゃないですか」

　と、むくれる。

「それは悪かったって言ってるだろ。で、彼女はどこに」

「ヴァナの村です」




　　　　○




　クノハは念入りに旅の準備をした。使い道がなく死蔵していた金を引っぱり出して、軽くて丈夫な麻の服を新調した。そして長めの睡眠をとり、体調を整えた。

　ヴァナの村はクノハが隠いん遁とんしている山から、山を三つ越えたところに位置する。ふつうの人間なら急いでも二日はかかる距離だが、クノハならば湯が冷めきるよりも早い時間で到着することができる。

　だからこそ油断してしまったのだ。

　ロゼが出立する日の朝、ヴァナの村から宿場までつづく街道にクノハは出向いた。ロゼはこの街道を通り、宿場から出る馬車に乗って目的地のトッカの町へ向かう。

　しかし街道には人っ子一人いなかった。かわりにサギらしき白い鳥が数羽、一カ所に固まるように群れて翼をバタバタさせている。

　すごく嫌な予感がした。サギは肉食だ。

　身体中から冷や汗が噴き出る。

「あ、ああ……！」

　クノハはサギに駆け寄り、手をでたらめに振り回した。

「あっち行け！　散れ！」

　サギは飛びあがったが、からかうみたいにクノハの周りを飛び回る。クノハも意地になって、まるで激しいダンスでも踊るみたいに手を振り回す。

　サギはようやくどこかへ飛んでいった。クノハはほっとして下を見る。

　今度はウサギが群れていた。

「たかるな！」

　クノハはウサギも追い払い、目をもどした。

　白銀の鎧よろい兜かぶとを身につけた人物が倒れている。白銀の鎧は聖騎士のみが身につけることを許される防具である。ちなみに、ロゼの職業は聖騎士だ。

「おお……」

　クノハはうめいた。足から力が抜けて地面に膝をつく。

　──まさかこんな序盤で……。まだ旅すらはじまってないじゃないか……。

　ヴァナ周辺には危険な魔物は生息していないはずだ。それなのに、なぜ、なぜ。クノハは自問しながら、聖騎士のかたわらにひざまずいた。

　──すまない……俺がのんびりしていたばっかりに……。

　スコー、と妙な音が聞こえてきた。

「ん？」

　頭を巡らせて周囲を見るが、街道にはクノハと聖騎士の鎧のみ。風でも吹いて鎧に反響したのだろうか。

　クノハは恐る恐る兜をはずした。

　さらり、と流れ落ちた銀色の髪が陽光を受けて白く輝く。彼女は鎧の首当てに後頭部を乗せて目をつむっていた。

　思わず息を吞のんだ。つんとした鼻、つやつやしたくちびる、ふっくらとした頰ほお。まるで芸術家が磨きあげた造形物のような色と形。ほかの部位と比べて愛あい嬌きようの際立った垂れ目が、美しいだけではない人好きのする雰囲気を醸していた。

　しかしもう、彼女がその目を開けることはない。クノハは後悔と罪悪感から逃れるように目をつむった。

　すう、とまた空気の漏れるような音がしてクノハはまぶたを開いた。

　その音はロゼのピンク色のくちびるから漏れていた。

　──熟睡してらっしゃる……！

　ロゼは死んでいなかった。死んだように眠っていただけだった。クノハは驚き呆あきれ、安心した。そしてつぎにやってきた感情、それは怒りだった。すうっと大きく息を吸い、

「起きろやあああああ！」

　と、耳元で怒鳴りつけた。ロゼは鎧のなかでびくんと身体を震わせた。手足をばたばたがちゃがちゃさせるが起きあがれない。

　クノハと目が合った。ロゼはのんびりした口調で言う。

「え、どうしたの……？」

「それ、俺がいま言いたいセリフランキング第一位のやつな」

　ロゼはぱちぱちとまばたきした。
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「わたしは──寝てた」

「情報が増えない……」

　クノハは額を押さえた。

「なぜ寝ていたかと聞いてる」

「鎧が重くて……」

　ロゼは鎧だけでなく、背中には大剣まで背負っていた。

「お前……それで旅に出ようとしたのか？」

「パパが外は危ないからって用意してくれたんだよ。でも村を出てすぐに『重い』って気がついて」

「気がついて？」

「でもまあ『なんとかなるかなあ』って思って」

「思っちゃったかあ……」

「しばらく歩いてみたら、これはちょっと無理だなあって。少し休憩しようと思って腰を下ろしたら背中から倒れちゃって、ずっとこのまま。うふふ」

「そっかあ」

　──彼女と話をしていると牧歌的な気分になってくるのはなんなんだろうか？

「ぐったりしてるから死んでるのかと思ったぞ」

「死んでないよお。どうせ動けないし寝てただけ」

「なんなのその割りきりのよさ……」

　これが『開いた口が塞がらない』というやつか、とクノハは心底理解した。

「動物がたかってたからてっきり、その……もう土に還かえりはじめてるのかと」

「わたし、寝てるとよく動物が集まってくるんだあ」

　ロゼはほわほわとした微笑みを浮かべた。

　──ああ……わかる。なんか知らんけどすっごい動物に好かれそう。

「わたしね、旅に出るんだ」

　ロゼは空を見やり、自分のことを話しはじめた。

「ヴァナの村で生まれてずっとそこで育ったの。外は危ないからってパパが言うからほとんど外に出たことがなくて、でもずっと『外の世界はどうなってるんだろう』って想像してた。たまにやってくる旅のひとから珍しいアイテムとか本を譲ってもらって、それを部屋に並べて……。パパもママも村のひとたちも好きだけど、いつか外の世界に行きたいって気持ちはどんどん大きくなっていった。そしたらこの前、女神さまがやってきて『あなたは勇者だから魔王を退治しなければいけません』って言われて。『これだー！』って思って。だからわたしは」

　ロゼは真剣な表情でクノハを見た。

「勇者として立ちあがったの！」

「寝てるけどな」

「あははー」

　ロゼは「あちゃあ」みたいな顔をした。

　──あはは、じゃねえよ。

「お前な、見も知らない人間に自分のことをぺらぺら話しすぎだ。聞くかぎり、そこそこ裕福な家の娘なんだろ？　お前をさらって身代金を要求するかもしれない」

「大丈夫だよ」

「だから……もっと疑えよ。世界は甘くないんだよ。とくに人間は魔物より怖いんだぞ。信用すると痛い目を見る」

「さらうの？」

「さらわないけど」

「ほら大丈夫だった」

　──こいつ……緊張感の欠片かけらもないな。

　ロッカからロゼに与えられた啓示は『まずはトッカの町の鉱山に住みついて悪さをするオロチを退治せよ』というものだが……。

　──町にたどり着けるかも怪しい……。

　ともかくこのままでは埒らちがあかない。クノハは鎧と首の隙間に手を差しこんで引き起こした。立ちあがったロゼはほっとしたように息をついた。

「ありがとう！　わたしはロゼ。あなたは……」

「クノハだ」

「ありがとうね、クノハ」

　屈託のない微笑ほほえみを向けてくる。

「……」

「？　どうしたの？」

「え？　あ、いや、なんでもない……」

　ロゼの声ではっと我に返り、視線をそらした。

　久方ぶりに生身の女性を間近で見たとか、陰で人助けをしてきて礼を言われたのははじめてだったとか、ロゼのあまりの無防備さに呆れたとか、言葉を失ってしまった理由としてそれらも決して噓うそではない。

　ただ一番の理由は、単純に──見とれた。だからなにも言えなくなってしまった。

「ところでクノハはこんなところでなにをしてたの？」

「あ、そうだそれだ！」

　クノハは照れ隠しに大声を出した。

「神託を受けた勇者が魔王を退治するためにヴァナの村から旅立つという話を聞いてな、そいつを出し抜いてやれば名声を上げられると思ってやってきたのだ！」

「そうなんだ──わあああああ！」

　ロゼは手をバタバタさせながら、今度は前のめりに倒れた。カエルが平泳ぎするみたいに手足を動かすが、やがて力尽きてぐったりした。

「く、クノハ……もう一回、助けて」

「……話が進まないから、村に帰って軽装に着替えてこい」

「そうする」

　引き起こされたロゼは、鎧をがちゃがちゃいわせながら村へ引き返した。

　クノハは深くため息をつき、街道沿いの岩に腰かけた。







　日が傾きはじめ、草原が橙だいだい色いろに染められる頃合いになって、ようやくロゼは姿を現した。

　クノハの言いつけどおり、ちゃんと軽装になっている。胸元が大きく開きすぎているしスカートもやや短すぎる気もするが、先ほどの重装備よりはずっとましだ。

「……あれ？」

　クノハはおかしな点に気がついた。

「お前……武器は？」

　ロゼは武器らしきものをいっさい携帯していなかった。

「軽いほうがいいと思って……」

　クノハはしゃがみこみ顔を覆った。

「うん、軽いね。めっちゃ軽い」

「でしょ？」

　──お前の頭がな!!

　クノハは声を荒らげそうになるのをぐっと堪こらえた。

　──ひとは簡単に間違う。それは俺も身に染みて知っている。だから俺がやらなきゃいけないのは彼女をなじることではなく、諭して導くことだ。

　クノハは無理に笑顔を作った。

「冒険の旅、ね？　冒険。あのー、辞書を引いてもらえればわかると思うんだけど、危険をともなう感じのね？　だから丸腰っていうのはなかなかリスクが高いというかね」

「もう！　冒険が危険だってことはちゃんとわかってるよ。予習したし」

　と、ロゼが腰に下げた皮の小物入れから取りだしたのは、手のひらサイズの本。

　表紙には『じゃららん』と書いてある。

　観光ガイドだった。

「バカンス気分じゃねえか!!」

「で、でも、勇者の手引きとか、そんな本なかったんだもん」

　──まあたしかに、なんの知識も手本もないなら、重装備で動けなくなって昼寝するのも、武器をいっさい携帯しないのも説明がつく。

　クノハはしばし考えたあと、ぶるぶると首を振った。

　──いやつかないつかない。どう考えてもこいつがおかしいだけだ。

　骨は折れるが、ひとつひとつレクチャーするしかない。

「もう一回ヴァナにもどって武器を買ってこい。軽いのだぞ」

「もう門が閉まってる時間だから無理だよ。それにわたし、お金持ってないし」

「『お金持ってないし』」

　クノハはオウム返しをした。

「なんで!?　そこがお前の唯一の強みだろうが！」

　ロゼは腰に手をやって胸を張った。

「冒険者はね、宵越しのお金を持たないんだよ」

「武器がないと宵を越せねえって話をしてるんだよ！」

「トッカまでの馬車代はあるよ。でもそれだけ。冒険は、風の吹くまま気の向くまま。金は現地調達さ」

　眉毛を逆ハの字にして得意顔になる。

　──なんかろくでもない本でも読んだな、こいつ……。

「仕方ない……。これをやる」

　クノハは腰に帯びた鉄剣をはずし、ロゼに差しだした。

　クノハが実家を出るとき、はじめて自分の金で買った鉄剣だった。赴いた武器屋の店先には『閉店セール』と書かれた紙が貼はってあったのだが、その紙は長年日光にさらされつづけたせいで色あせ、ぼろぼろだった。店の親父おやじは、

「この剣は百年ほど前に作られたもので、数々の傭よう兵へいや剣士の手を渡って、いまここにあるんだ」

　などと言っていたが、価格は三千九百八十エデンさんきゆつぱだった。噓うそならもう少しましな噓をつけと言いたい。が、まだ冒険者ですらなかったクノハには金がなく、このうさん臭い鉄剣を買うしかなかったのだ。

　今日に至るまでメンテナンスを欠かしたことはないし、安物とはいえ問題なく使えるはずである。

「駆け出しのお前には、この粗末な剣がぴったり……」

「わあ！　ありがとう！」

　ロゼは剣を受けとると、大事そうに胸に抱えた。

　──調子くるうな、こいつ……。

　クノハは眉間をもんだ。

「よし、じゃあ、かかってこい」

　ロゼは首を傾かしげる。

「なんで？」

「いや、だから……。勇者を出し抜いて名声を得ようって言ったでしょ？　まずはその勇者とやらの力量を測ってやろうと思ったわけ」

「あ～、なるほど！」

　ぽんと手を叩たたいた。

『ロゼに魔王を退治させる』。この目標を達成するためには、ロゼ自身に強くなってもらわなければ話にならない。だから──。

　──まずどんな才能があるかを見定め、そののち、宿敵としてこいつの競争心を焚たきつける。

　クノハは手招きした。

「さあ、かかってこい！」

「う～ん……できるかな」

　ロゼはすらりと剣を抜いた。クノハはぞっとした。

「い、いや待て、殺やる気満々かお前」

「え？　でもかかってこいって」

「手合わせ、な。模擬戦だよ。鞘さやに納めたまま」

「ああそっか。当たったら血が出ちゃうもんね」

「ほう……。お前の剣が俺に当たるとでも？」

　ロゼは不敵に笑った。

「わたし、元傭兵のおじさんに『ロゼちゃんは筋がいい』って言われてたんだよ」

　剣を鞘に納め、留め具で固定する。

　ロッカが言うにはロゼの能力はオールゼロ──つまりなんの力もないということだ。しかし、傭兵と言えば各国を渡り歩く戦闘のプロフェッショナル。その元傭兵のおじさんとやらが見いだした才能──。

「それは楽しみだ」

　クノハは率直な感想を口にした。

「来い！」

「えい！」

　ロゼは剣を水平に薙ないだ。

　剣は空を斬った。

「……」

「えい、えい、えい！」

　剣が空を斬る、斬る、斬る。

　クノハと切っ先との距離は剣二本分はゆうにあろうか。

　そのうえロゼは完全に目をつむっていた。

　──傭兵の野郎……！

　単なる子供向けの世辞だったらしい。クノハはまた眉間をもんだ。

「えい、えい、えい！」

「もういい」

「えい、え」

「もういい！」

「当たった？」

　ロゼは息を切らしながら、目をキラキラさせて尋ねてくる。

「当たるとか当たらないとかを語るのもおこがましいくらいの距離感」

「あと一歩って感じかな」

　と、いい顔で額の汗を拭った。

　──剣の才能は、なし、と……。

　クノハは心のなかにメモした。

　しかしまだわからない。職業が聖騎士なのだから、魔法もいくらかは使えるはずだ。

「つぎは魔法で勝負だ」

　ロゼはまた得意顔になった。

「わたし、実は魔法のほうが得意なんだよ」

「ほう」

「元傭兵のおじさんに『ロゼちゃんは魔法の筋がいい』って言われたんだから」

　──さっそく期待できない……。

　なにが元傭兵だ、もう単なる子供好きのおじさんじゃねえか、とクノハは見も知らないおじさんを心のなかで呪った。

「で、なんの魔法なんだ」

　クノハは半ばあきらめながら尋ねた。

「う～ん、わかんない」

「魔法なんてだいたい火、水、土、風のどれかだろ。でなければ回復系か補助系」

「でも元傭兵のおじさんが『ロゼちゃんの魔法はなんなのかわかんないなあ』って」

「なんかもう逆に会いたいわ、そのおじさん」

　クノハはげんなりした。

「ともかく、その魔法を使ってみろ」

　ロゼはうなずくと、両手を胸に当てて目をつむった。

　手をゆっくりと胸から離す。すると、引っぱられるみたいに胸のなかからピンク色に輝く球がせり出してきた。

　ロゼは両腕を捧ささげるように伸ばす。光球は彼女の手の上にふわふわと浮いている。

　神々しい光にクノハは目を奪われる。

　光球が一際強く輝いた。

「なん……！」

　腕で顔を覆う。

　──なんだなんだなんだこれは!?　見たことないぞ、こんな……！

　魔道士である父に魔法の基礎知識をみっちり叩きこまれた。そしてさまざまな魔法の混合──マッシュアップを試しに試した。既存の魔法はほぼ網羅し、混合による新たな魔法を開発した。

　しかしロゼの魔法は、そのどれにも当てはまらない。

　光が徐々に弱くなっていく。クノハは恐る恐る顔をあげる。

　ロゼが目の前に立っている。謎の魔法を放つ前となんら変わらない状況だった。

「な、なんなんだ？　なにが……」

　ロゼは腰に手を当てた。

「この魔法はね……」

「この魔法は……？」

「すごく、光る」

　カーカー、とどこからかカラスの鳴き声が聞こえた。

「……だけ？」

「だけ」

　ロゼはうなずく。クノハは頭を抱えた。

　剣の才能はなし。魔法は意味不明。無理に褒めるとすれば、アホほどポジティブなことくらい。

　──どうすりゃいいんだこれ……！

「クノハ、また眉間にしわが寄ってる」

　──誰のせいでこうなってると思ってるんだよ……！

　ロゼは「そうだ！」と声をあげた。

「クノハ、手を出して」

「はあ？　なんで……」

「いいから」

　クノハは深くため息をついて言われたとおり手を出した。ロゼは白しろ銀がね色のバングルをはずし、クノハの手首にはめた。

「なんだよ、これ」

「今日のお礼」

　もう日も傾いているというのに、ロゼは日の出みたいな笑顔になった。

「怒りそうになったら、これを見て、そして笑って」

「おかしくもないのに笑えるか」

「笑えるよ」

　ロゼはクノハの顔に手を伸ばし、眉間に寄ったしわを指で丹念に伸ばす。

「はい、しわが伸びる伸びる～」

「はっ」

「ほら笑えた」

「苦笑いだ」

「それでもいいよ。怒ってるよりずっと」

　ロゼは歯を見せて笑った。

「じゃ、行くね」

　背を向けたロゼは、なにかを思いついたような顔で振り返った。

「一緒に冒険しない？」

「しねえよ。お前を出し抜いて名声をあげるってさっき宣言しただろうが。脳みそシフォンケーキかお前」

「あははは！」

　ロゼは腹を抱えて爆笑した。

「いや、バカにされてるんだぞ？　なに笑ってるんだ」

「だ、だって、脳みそシフォンケーキって……。脳みそがシフォンケーキのわけないのに。脳みそは脳みそだよ？」

「知ってるわボケ！　皮肉だ！」

「あはははは！」

　ロゼは涙が出るほど笑っている。

　──ツボがわからん……！

「お前な……これから魔王を退治する冒険に出るんだぞ？　もう少し緊張感をだな──」

「うん、早く会いたいなあ」

「会いたい……？　倒したいの間違いじゃ」

「だって魔王さんって、すごくたくさんの魔物を毎日毎日、作ってるんでしょ？」

「そうだ、だから人間が困って──」

「すごく寂しいんだと思うんだ。きっと友達がほしいんだよ」

「……」

「だから、早く会いたい」

「怖くないのか？」

「怖いといえば怖いけど、でもわくわくしてる」

　ロゼは「じゃ、今度こそ行くね」と言って街道を歩いていく。途中、振り返ってクノハに手を振った。

「剣、ありがとう！　大事にするね！」

　ロゼの姿が小さくなっていく。

「……？」

　ロゼのあとを追うようにタンポポの綿毛のようなものがふわふわと舞い飛んでいた。手を差しのべると驚いたみたいにどこかへ飛んでいってしまった。

　──森の精霊……？　平野部に現れるなんてことがあるんだな。

　ロゼの旅立ちを祝福しに来たのだろうか？

「まさかな」

　クノハはふーと長く息をついた。そしてどこにともなく言う。

「覗のぞきとは素行の悪い女神だな」

「あ、バレてました？」

　隣の空間が白く輝いたかと思うと、ロッカがひょいと姿を現した。

「それで、どんな塩あん梅ばいですか？　やれそう？」

　クノハはロゼが歩いていったほうをじっと見つめた。

『怖いといえば怖いけど、でもわくわくしてる』

　──あれは……昔の俺だ。

　父とともに魔法を訓練し、母にはその力を世界のために使う術すべを教わった。旅立つとき、まだ見ぬ世界を恐れる気持ちはあった。しかし同時に、ついにこの力を世界のために使えるのだとわくわくもしていた。

　──あのときの俺はロゼのように笑っていたんだろうか？

　もう思い出せない。しかし。

　──あの笑顔を、失わせたくない。

　いまクノハのなかに湧いているその気持ちに間違いはない。

　しかし──。

「やれ──るかなあ……？」

　クノハは腕を組み、首をひねった。

「ええ？　いま決意に満ちた感じの顔をしてたじゃないですか」

「でもなあ。見たろ、あの無能力っぷり。冷静に考えて、世界を救うなんて無理だろ」

「なるほど、不安があるわけですね。──ではこれを見てください」

　ロッカは過去視の魔法を使った。光の円のなかにひざまずくロゼの姿が映る。

　そこは謁見の間らしい。よく磨かれた床は、天井につるされた豪ごう奢しやなシャンデリアを鏡のように映している。左右の壁際には大臣と騎士が等間隔に並び、ぴりぴりとした空気が満ちていた。

　玉座に腰かけた恰かつ幅ぷくのよい老人が声を荒らげた。

「いいや、大胆不敵である！」

　──これは……王か。

　聞き及んだイエイス二世の特徴と一致する。人格者であった先代のイエイス一世と比べ、二世は軍事面では有能ながらも内政にうとく、王としての品性に欠けるとの評判だった。

　老人ばかりが目立つ大臣のなかで、ひとり年若の大臣がロゼを指差し大声をあげた。

「いいえ、ただの鈍い娘と存じます！」

　ロゼが肝のすわった勇者なのか、ただの鈍い少女なのかで口論になっているらしかった。ただでさえぴりぴりとしていた空気がさらに張りつめる。

　しかし当のロゼはというと、あらぬ方向に視線をさまよわせていた。

　──なにやってんだこいつ……？

　よく見ると彼女は、窓から射さしこむ陽光に照らしだされた埃ほこりを目で追っていた。

　──すげえな……こいつすげえな……！

　クノハは呆あきれのあまり語彙力を失った。

「いいや、傑物である！　そうであろう、勇者ロゼよ！」

「……」

「勇者ロゼよ！　ゆ……ロゼよ！」

「え？　あ、はい、そうです！」

　大臣たちが「おお……」と感嘆のため息を漏らした。年若の大臣が声を張りあげる。

「なぜわからないのですか！　集中力がないだけのたわけです！」

「なにを言っておるのだ。勇者ロゼこそこの世界を救う者！」

「いいえ、愚鈍なだけでございます！」

「いいや英雄である！」

「ぼんくらでございます！」

「巨星である！」

　イエイス二世は顔を真っ赤にして反論する。

　──この王……見る目ねえな……。

　噂うわさどおりの軍事バカらしい。年若の大臣はなおも食いさがる。

「しかし！」

「ええい、黙れ！」

　イエイス二世は立ちあがった。

「ならば王の座を賭けようではないか！」

　謁見の間がざわついた。

「もし勇者ロゼが道半ばで力尽きたならば、我は王の座から引く！」

　──なんかすげえこと言い出したぞ、この王……。

　どれだけ負けず嫌いなのか。やはり品性に欠けているようだ。

「ようございます。それほどのお覚悟がございますならば、もうなにも申しあげません」

　大臣はこうべを垂れた。

　イエイス二世はロゼに目を向けた。

「聞いてのとおりだ、勇者ロゼよ。必ずや世界を救い──」

「……」

　ロゼは一点をじっと見つめていた。彼女の視線を追うと、その先にはひとりの大臣がいた。窓から射しこむ陽光を彼のハゲ頭が照り返している。ロゼはそれに目を奪われているらしかった。

　──この空気のなかで……。す、すげえ、こいつすげえ……！

「世界を救……ロゼよ！　ロゼよ！」

「え？　あ、はい、救います！」

　大臣たちはまた感嘆の声をあげた。

　過去視の魔法が終了する。

「というわけでお願いします」

「いやどういうわけなんだよ、めちゃくちゃ大事になってるじゃねえか！」

「失敗すれば王が失脚して国の形が変わりますよ。滅ぶかも♥」

「滅ぶかも♥、じゃねえ！　がっつりやる気を削そがれたぞ。なんでこんなもん見せたんだ！」

「やる気はなくなったかもしれません。でも、やらざるを得なくなりましたよね？」

「え、とうとつな脅迫……？　お前ほんとに女神か」

「そういうわけでお願いします。あ、用事があるときは『かわいいロッカちゃん』、もしくは『プリティロッカちゃん』と呼んでくださいね。すぐに駆けつけますので」

　ロッカは光になって消えた。

「待っ……畜生、逃げやがった！」

　──やっぱりろくでもないなあの女神……！

　クノハは地面を何度も蹴って、やり場のない怒りをぶつけた。

　そうして少し冷静になってくると、今度は不安が襲ってくる。

　──あいつ、大丈夫かな。

　当たらない剣とよくわからない魔法だけでは、そこらへんのゴブリンにだって負けるかもしれない。そうなれば世界は終わりだ。

「ああ！　くそっ！」

　クノハはロゼのあとを追った。







[image: 第１章　冒険に必要なものはコミュ力と仲間、そして少々のお金だ]

　トッカは鉄と鍛か冶じの町だ。質のよい鉄鉱石の採れる鉱山の麓に位置しており、起源は出稼ぎに来た坑夫たちの集落だったらしい。いまもこの町に出稼ぎにくる者たちは多く、そのなかには王都を追われた犯罪者などもいて、あまり治安のよい町とは言えない。

　王家の紋章をかたどったブローチを門の衛兵に見せると、ロゼはあっさりと町のなかへ通された。勇者の資格だけはあるロゼは町への出入りが自由なのである。

　──くそ、こんなところで格差が……。

　勇者の力しかないクノハはしぶしぶ入町料を支払い、彼女を追った。

　ロゼは石畳の道をきょろきょろしながら歩く。時折『じゃららん』に目を落としては、また周囲に目をやっている。そんな彼女は狼おおかみの群れに飛びこんだ羊も同然だった。酒場の店先で酒をあおっていた三人組の男たちは、ロゼの姿を認めると目配せをしてうなずきあった。一人がおもむろに立ちあがり、ロゼに歩み寄ると、彼女の細い肩に手を伸ばす。

　──お呼びじゃねえ、引っこんでろ！

　クノハは男の毛深い腕をつかんで路地に引きこみ、背後から首に腕を回して絞め落とした。酒場のふたりには仲間が消えたようにしか見えなかったのだろう、ぽかんとしている。

　建物の角から顔を出し、ロゼの背中をにらむ。

　──田舎者丸出しで歩いてるんじゃねえよ、まったく……。

　無事に町に到着したとたんこれでは先が思いやられる。

　クノハは彼女との距離をつめては隠れ、またつめては隠れして、あとをつける。

　ロゼはとある店の前で足を止めた。店先にぶら下がった看板には達筆で『冒険者たちの酒場　たたら亭』と書かれている。

　ロゼは『じゃららん』と看板を交互に見て「ここだ」とつぶやき、店のなかに入った。

　冒険者の酒場で仲間を集めるらしい。

　──なかなか役に立つな、『じゃららん』……！

　たかが観光ガイドとバカにして申し訳ない気持ちになった。

「仲──旅の友、か……」

　クノハは初めての、そして最後の仲間たちのことを思い出し、腹のあたりがずんと重くなった。

　クノハはフードを目深にかぶり、音もなく店に入った。

　店内は広々としていて、客も多く、活気に溢あふれていた。胸元の大きく開いた服を着た艶っぽいウエイトレスがテーブルと厨ちゆう房ぼうをせわしなく行き来している。店内を見渡せる隅のテーブルにつき、ロゼの姿を探した。

　酒場に来たのがはじめてなのだろう、彼女は勝手がわからず店の真ん中できょろきょろしている。

　──バカ……！　またそんな田舎者丸出しでいたら変な奴やつに捕まるぞ……！

　ロゼに近づく影があった。

　小柄な少女だった。少し癖のある金髪のロングヘアーで、前髪はまっすぐ切りそろえられている。白を基調としたワンピースにジャケットを羽織り、大きめのリボンネクタイをつけていた。小脇には分厚い革表紙の本を抱えている。

　──神官か……？

　少女はロゼの身体からだを上から下に、そして下から上に視線で舐なめまわし「ははあ？」とか「ほほお？」などと感嘆の声をあげている。そしてようやくロゼの顔を見て言った。

「彼氏はいる？」

　──ほらな！　捕まった！

　ロゼは首を横に振った。少女はなおも尋ねる。

「彼氏がいたことは？」

「ないけど……」

　少女は「よっし！」と小さくガッツポーズをとった。

「いきなりごめん。わたしはイルマ」

「はじめまして、わたしはロゼ」

「ロゼ、わたしは役に立つ。パーティに加えるべきだ！」

「え？　あ、うん」

「回復ができる！　補助魔法も！　それに女の子同士なら安心だろ！」

「う、うん……」

　必死の形相で売りこむイルマに、流石さすがのロゼも気け圧おされ気ぎ味みだ。

「変なことしないから！　変なことしないから！　パーティに加えて！　頼む！　変なことしないから！」

　──すっごいしそう……。

　否定すればするほど怪しさが増す。

　イルマはぜいぜいと息をした。

「ご、ごめん。わたし、よく理性のたがが馬鹿になってるって言われるんだ。これは根治不可能だからあきらめて」

「あきらめちゃダメだよ。理性のたがだってきっと治るよ！」

「え？　い、いや、どちらかというと治す気はないというか、治ってしまうとわたしがわたしでなくなるというか。それでもなお受け入れてはくれまいか、的な」

「？？？」

　ロゼは困ったような笑みを浮かべている。

「だから要するに、病気じゃないし困ってないし変なことはするよ！」

「あ、そうなんだ。病気じゃないんだ。よかった……」

　ほうっと安あん堵どの息をつく。イルマは急にうずくまって叫んだ。

「ピュアか！　あなたという新雪にわたしの足あとをつけたい！」

　顔を押さえてぷるぷる震えながら「マジ無理……尊すぎる……死ぬ……」とつぶやいている。ロゼは心配そうにイルマの背中に手を当てた。

「あの……大丈夫？」

「ごめん、大丈夫」

　──いや、お前は大丈夫ではない。

　ロゼひとりだって振り回されっぱなしだというのに、こんなパンチの効いた奴が仲間になるなどと考えたくもない。さすがのロゼも、自分の身体を性的なターゲットにすると宣言してはばからない人物をパーティに引き入れたりはしないだろう。

　イルマは小さな手を差しだした。

「改めて。わたしはイルマ。どうかパーティに加えてほしい」

「うん、よろしく、イルマ！」

　ロゼはイルマの手を握った。

「即決!?」

　思わず声に出た。ウエイトレスのお姉さんがびくりと立ち止まる。

「いや……そ、そ、そ……ソーセージください」

「は、はい、ただいま……」

　お姉さんは早足で厨房へと消えた。

　イルマは指であごをさすりながら言う。

「さて、ロゼは聖騎士だな。剣と魔法が使えるはずだけど、それぞれひとりずつ専門職の人間がほしいな。つまり前衛の戦士タイプと魔道士。さしあたり火力と防御力を上げたいから、前衛の戦士タイプがいいだろう」

「あ、じゃああのひとがいいよ」

　ロゼが指さしたのは、水牛の頭蓋骨の兜かぶとをかぶり、毛皮の腰巻きを巻いた筋骨隆々の斧ふ闘とう士しの男だった。がぶがぶとビールを飲んでは口の端からだらだらとこぼし、流れ落ちたビールで胸毛がごわごわになっている。なにがおかしいのか「がはは！」と笑っていた。

「声かけてくるね」

　斧闘士のほうへ向かおうとしたロゼの腕をイルマは目にも留まらぬ速さで引っつかんだ。

「待て、あれはダメだ」

「なんで？　マッチョだよ？」

「わたしのハーレム計か──」

　イルマは激しく咳せき払ばらいした。

「わたしの経験上、男ひとり女ふたりだと、男とどちらかの女がくっついて、ひとり余る。余ったらかわいそうだろう」

「かわいそう」

「だから女がいい」

「そっかあ」

　ばればれの後付け設定に、あっさり騙だまされるロゼ。

　──どこまでひとがいいんだ、あいつは……。

　ロゼは店内をぐるりと見回す。

「でも、女の子の前衛なんて……あ」

　壁際の席に目をとめる。

　ひとりの女がいた。袴はかまにブーツの出いで立たち。テーブルには刀が立てかけられており、一見して職業は侍であるとわかる。背筋をぴんと伸ばし、うつむき加減でじっと座っていた。長めの前髪で目元は見えない。なにか近寄りがたいオーラのようなものが感じられた。

　イルマがきりっとした表情で言った。

「あの女がいい。すごくおっぱいが大き──相当な手て練だれと見える」

　──理性ガバガバだなこいつ……。

　ロゼは侍の女に歩み寄ると、弾はじけるような笑顔で「こんにちは！」と声をかけた。

　侍の女は泰然自若、まったく動じない──のかと思いきや、あからさまにびっくりして、頰ほおを真っ赤に染め、

「あ、あの、え？　わ、わたくし……？」

　などとあたふたしている。そしてぺこぺこと頭をさげた。

「ご、ごめんなさい……！　お茶一杯で八時間も粘ってごめんなさい……！」

「ううん、いいよ」

　ロゼは首を横に振った。

　──そりゃお前は構わんだろう。

　侍の女はロゼたちとは視線を合わさず、そわそわもじもじしている。近寄りがたいオーラの正体は、人見知り特有の『話しかけないでオーラ』だったらしい。

「わたしの名前はロゼ。この娘こはイルマ。あなたは？」

「ニ、ニ、ニョ……んニ、ニニョオ……！」

　──嚙かみすぎだろ……！

　ロゼは微笑ほほえんだ。

「ニノ、だね」

　ニノと呼ばれた侍の女はこくりとうなずいた。

　──どうしてわかった!?

　ロゼはニノの正面に座った。

「わたしたち仲間を探してるの。そしたらあなたが目に入って。イルマもあなたのことをおっぱいが大きいって褒めてる」

　イルマはぎょっとしたが、すぐに、
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「聞かれていたなら仕方ない。正直に言おう。わたしはお前の双子の山を、桜色の頂きを目指して登りたい」

　と居直った。ニノは「ひぃ」みたいな声をあげて胸を腕で隠した。

「しかし安心してもらいたい。当面わたしが狙うのはロゼだ」

　ロゼはニノに微笑ほほえみかけた。

「だって。よかったね」

　──いや、お前はそれでいいのか。

　するとニノがおずおずと意見した。

「あ、あの……ロゼさんはそれでいいんですか……？」

　クノハは目を見開いた。

　──まともな意見……！

　ロゼ、イルマとエキセントリックな少女の登場がつづいて、つぎに加わるのも当然、奇矯な人材だと思いこんでいた。しかしニノはひどい人見知りだが常識人ではあるらしい。

　クノハは深い感動を覚えるとともに、肩の荷が軽くなったような気がした。

　ロゼは首を傾かしげる。

「なにが？」

「いえ、あの……だって……狙うって……そういう」

　イルマがニノをにらむ。ニノは首をすぼめる。

　──が、頑張れ、負けるなニノ！　ツッコめ！　奴やつらを修正しろ！

「と、とても、性的で不純な……」

　イルマが指でテーブルをトントントン！　と叩たたいて威嚇する。

　ニノはしゅんとうなだれた。

「な、なんでもありません……」

　──嗚あ呼あ……おしい……。

　額を押さえて仰のけ反ぞった。

　そこにウエイトレスのお姉さんがやってきて、クノハのテーブルに皿を置いた。

「ソーセージです」

「このタイミングだと性的にしか聞こえないなっ」

　クノハははっとした。流れで思わず関係ない相手にツッコミを入れてしまった。

　お姉さんは青ざめた表情で後じさり、

「わ、わたし──そういうんじゃありませんから！」

　と、厨ちゆう房ぼうへ逃げこんだ。クノハはその背中に手を伸べた。

　──違うんです！　違うんですよ！　あの無闇にボケる連中が悪いんですよお……！

　そう弁解したかったが、目立った行動をしてはロゼたちに気取られてしまう。クノハは涙を飲んで震える腕を引っこめた。

　ロゼは身を乗りだし、ニノの手を握る。

「わたし、ニノが仲間になってくれたら嬉うれしいな」

　ニノは頰ほおを染め、ますますうつむく。

「わたくしが仲間になると、嬉しいのですか……？」

「うん！」

　ニノはしばらく考えこんだあと、言いにくそうに言った。

「仲間になったら、このお茶……割り勘にしていただけますか？」

「うん、いいけど」

　ロゼがそう返事するや否や、ニノは残りのお茶をくいっと飲み干し、深々と頭をさげた。

「仲間になります。よろしくお願いいたします」

「仲間になってくれるって！　やったね、イルマ」

　ロゼは飛びあがらんばかりにはしゃぐ。

「そうだな。あとは美尻の魔道士がいれば完璧なんだけど、ここにはいなそうだ」

　イルマはきょろきょろしながら言った。もはやいかがわしい発言をごまかすつもりもないらしい。

「まあ、三人のパーティなら受けられるな」

「なにを？」

　首を傾げるロゼ。イルマは不敵に笑い、冒険者たちへの依頼が数多く貼はりつけられた掲示板をばんと叩いた。

「クエストだ」




　　　　○




　西の門を出ると、目の前にはげ山となった鉱山と、その奥にオロチが住まう青々とした山が見えた。鉱山の手前は荒野で、赤茶けた地面には岩がごろごろしており、植物はあまり生えないが、ときおり藁わらをふわりとまとめたような球が風に吹かれて転がっていく。

「本物のタンブルウィードだ!!」

　ロゼは興奮した表情で、身振り手振りをまじえて説明する。

「タンブルウィードはね、トッカアザミとか回転草ともいって、藁に見えるけど全然別の植物なんだよ。もともとボールみたいな形で生えてて、実がなるとぽきって折れて風で転がるの。それで種をまき散らすんだって。本で読んだ！」

　またタンブルウィードが転がってきて、ロゼは歓声をあげながら追っかけていってしまった。そんな無邪気なロゼを見て、イルマは鼻を押さえてうずくまる。

「ありがとう……！　ロゼを産んでくれたお父さんお母さん……！」

　ニノはそれを不ふ憫びんそうな目で見下ろしていた。

　そんな様子をクノハは岩陰から盗み見ている。

　ロゼたちが受けたクエストは『マニーの収集』である。

　マニーは「貨幣および紙幣の形をした魔物である」と説明されることが多い。しかしそれは若干、不正確だ。

　アマトリア大陸の通貨は、そもそもこのマニーという魔物を模して作られている。つまりマニーが先、通貨が後なのである。

　その昔、アマトリア大陸の人びとは物々交換で取引をしていた。しかし問題が生じる。漁師が釣った魚と、狩人かりゆうどが仕留めたウサギ、この交換は果たして釣りあいがとれているのか、と。そのせいで無益な争いが起こったりもした。

　そこで人びとはマニーに目をつけた。倒したところで煮ても焼いても食えない、かちかちに固まるおかしな魔物は、しかし腐りもせず、昔はどこにでも生息していたため、共通の価値を定めるのにもってこいだった。

　その後、供給を安定させるために金銀銅で貨幣を鋳造するようになったが、マニーにはいまでも貨幣価値がある。

　そして今回のクエストである。マニーを倒し、ギルドへ納める。そのなかから二割五分が報酬として支払われるのだ。

　つまりマニーを倒せば倒しただけ儲もうかる『歩合制』というわけだ。しかし実入りはよくない。力のあるパーティであれば魔物退治といったベーシックなクエストを受けたほうがよほど儲かる。故にマニー退治は駆け出し冒険者のための救済といった側面が強かった。

　イルマが言う。

「パーティで倒した分を山分け……だと、一番頑張った奴が割を食うし、一位が五割、以下三割、二割って感じでどーだ？」

「そうですね。そのほうがやる気も削そがれませんし」

「タンブルウィード捕まえられなかった……」

　ロゼがふらふらとした足どりで帰ってきた。岩に腰かけ、汗を拭う。

「もう一歩も動けない……」

　──すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱい……！

　イルマはロゼの肩に手を置いた。

「脱水症状を起こしてるかもしれないな。水分をしっかりとるんだ、ほら」

　革の水筒で水を飲ませてやる。しかし水筒を傾けすぎて水が一気に流れ出し、ロゼの顔や胸元を濡ぬらしてしまった。

「い、イルマ……そんなにたくさん……飲めないよ……」

「な、なんだって？　もう一回言って」

「そんなにたくさん飲めないよお」

「ありがとうございます！」

　イルマは感極まったみたいに叫んだ。ニノはかたわらでドン引きしている。

「よ、よし。ほら、服が濡れちゃったぞ？　拭くからな？　やましい気持ちがあるわけじゃないからな？」

　濡れて服が張りついた胸元を凝視したままニノのほうへ手を伸ばす。

「ニノ、なにか拭くものを。懐紙とかあるだろ？」

　返事はない。

「なあ、なんでもいいよ。早く拭くもの。乾いちゃうだろ！」

　──乾くならそれでいいだろ。

　イルマはもはや目的を見失っている。

「なあ！」

　振り向くと、ニノはすでに遠くのほうでマニーを探しはじめていた。

「出し抜いたな!?」

　──お前が勝手に我を忘れていただけだろうが。

「わたしもマニーを探してくる。ロゼは休んでな」

　イルマもマニーを求めて駆けだした。

　ふたりは所々に生えた植物の陰や岩の裏を重点的に探している。マニーが暗く涼しい場所を好むことをふたりはよく理解していた。しかしマニーはひとの気配に敏感であり、ロゼたちがここに来た時点で大半はどこかへ逃げ失うせてしまっているはずだ。

　──逃げ遅れたマニーを狩り尽くしても宿代になるかどうか……。

　ふたりはこぶし大の石を持ち、岩の下から転がり出てくる貨幣型マニーを見つけては石で叩きつぶした。順調に数を稼いではいるが、一エデンや十エデンといった小額のマニーばかりである。

　徒労感にふたりの表情は陰っていく。立ち止まり、休憩する時間も増えていった。

「ニノ、いまいくらだ？」

「……九十三エデンです」

「いえーい、勝った！　百九十一エデン！　ダブルスコア！」

「……」

「……」

　ふたりは同時に深いため息をついた。そして重い身体からだを引きずるようにしてマニー探しを再開する。

　ニノはしゃがみこみ、岩の陰を覗のぞきこんだ。

「……！」

　目を見開き、口元を押さえる。

　彼女の視線の先、そこには紙幣型のマニー。しかも最高額の一万エデン。

　マニーは眠っているらしい。ニノは石を振りあげた。腕が震える。

　振りおろそうとした瞬間、その腕をつかむ者があった。

　イルマだった。彼女もまた岩の上から一万エデンを見つけていたのだ。

「ニノ、それはわたしが先に見つけた。わたしんだ」

　声をひそめてそう言うとイルマは岩から降り、ニノを眼力で威圧した。反論してこないことに満足そうな笑みを浮かべ、腕を振りあげる。

　その腕をニノがつかんだ。怪け訝げんな顔でイルマが振り返る。

「な、なんだよ……？」

「思っていたのですが……。──わたくしのほうが年上なので敬語を使ってください」

「いま──!?」

「親しき仲にも礼儀あり、ではありませんか」

「それを言うなら先にパーティに入ったわたしのほうが先輩だろ！」

「くっ。たしかに……」

「あと礼儀って言うならな、ひとの目を見て話せよ。それが最低限の礼儀だろ」

　イルマがつま先立ちをして詰め寄ると、ニノはすいっと目をそらした。

「そのような礼儀はありません。じっと目を見つめるのは愛いとしい殿方と敵だけです」

「愛しい殿方って、お前いつ時代の人間だよ」

「愛に時代は関係ないでしょう」

「ふるーい！　イモーい！」

「古いはともかくイモとはなんですか！」

「おっぱーい！」

「そ、そういういやらしいことを言うのはやめてください！」

　ニノは腕で胸を隠した。

「おっぱいぷるんぷるん！」

「な、なんてはしたない……！」

　──どうでもいいんだが、お前らがバカやってるあいだに一万エデン逃げたぞ……？

　クノハは頭が痛くなった。

　一万エデンの姿が忽こつ然ぜんと消えたことにニノが気がついた。

「え!?　ああああ……！　一万エデンが……一万エデンが……！」

　ニノはへなへなと座りこんだ。

「ニノのせいだぞ！」

「ど、どうしてわたくしのせいになるんですか！」

「お金は金持ちのところに集まるって言うからな。ニノの貧乏の匂いを嗅いで退散したんだ」

「び、貧乏の、匂い……」

　イルマは手で目を覆った。

「あ～、わたしの一万エデンが～」

「いえ、あれはわたくしの一万エデンでした」

　ニノはぼそりと、しかしきっぱりと反論した。

「わたしが先に見つけたって言ったろ！　わたしんだ！」

「わたくしのです」

「わたしんだ！」

「わたくしのです！」

　手に入れてすらいない一万エデンの所有権を巡って言い争うふたり。

　──醜い……。

　クノハは目をつむった。これ以上あのふたりを直視することができなかった。

　ニノは深いため息をついた。

「とりあえずロゼさんに報告しませんか？　そろそろ体調も回復しているでしょうし」

「そうだな。一応わたしが一位だし、祝福のチューくらいしてもらえるかもしれない」

　ニノはもうなにも言わず、イルマに蔑みの視線だけ送った。

　ふたりはロゼのもとへもどる。岩の上で休んでいたロゼはふたりの姿を認めると「お～い！」と手を振った。

「どうだった？」

「まあ、やっぱり初心者用のクエストだな。小遣いにもならな──」

　イルマは目をむいた。

　彼女の視線の先にあるもの、それは大量のマニーだった。ロゼの周りに貨幣型のマニーが散乱していた。

「ロゼ、それ……」

「ああこれ？　なんかここに座ってたら勝手に近づいてくるから、剣の柄つかで」

「いくらある」

「多分千五百エデンくらい」

　イルマとニノはぽかんと口を開けて固まっている。

　お金は金持ちのところに集まる。イルマの言葉が図らずも証明される形となった。

　しかし三人分のマニーを合わせたところで二千エデンにもとどかない。しかも取り分はそのうち二割五分である。

　──三人で紅茶を回し飲みして終わりじゃないか。

　せめて数日分の宿代と食事代がほしいところだ。

　──極力手は貸したくないが、野垂れ死にされても困るからな……。

　クノハはこっそりその場を離れた。ロゼたちがマニー探しをしている場所から鉄鉱石の採掘現場を隔てたところへ、気配を消しながら移動した。

　両腕を広げ、魔法を唱える。左右の手のひらが淡く輝きはじめた。右は青、左は赤。

　胸の前で拳同士をぶつける。

「混合魔法マツシユアツプ『死に至る冷血の罠クリスタルトラツプ』」

　離した拳のあいだに赤みがかった水晶のようなものが現れた。クノハはそれをいくつも作りだし、岩陰に設置した。

　そしてひらりと跳躍して大きな岩の上に飛び乗り、座して待つ。

　やがて、どん、と爆発音がして、岩陰から炎が噴きあがった。

「さっそくかかったな」

　岩陰に向かうと、そこには数枚の貨幣と五千エデン札が落ちていた。

「幸さい先さきがいいな。かなり稼げそうだ」

　クリスタルトラップは氷と炎の混合魔法である。氷の結晶のなかに炎を閉じこめてあり、衝撃を受けると氷が割れて爆発する。衝撃がなくても炎が内側から氷を徐々に溶かし、やがて爆発する。感圧式、そして時限式の起爆トラップだ。

　マニーが人間の気配を嫌うなら、罠わなにかければいい。

　あちこちで炎が噴きあがる。そのたびに数千エデン、多いときは一万数千エデンのマニーを得る。最終的にクノハは、ロゼたちが二千エデンを稼いだのと同じ時間で三十万エデン強を稼いだ。

「二割五分だから……取り分は七、八万エデンってところか」

　安い宿なら三人でも一週間は宿泊できる。

　──で、これを奴やつらにくれてやらねばならないわけだが……。

　クノハは腕を組んで考える。

　──そうだな、ついでに新メンバーの力量でも確認するか。

　マニーを詰めこんだずだ袋を肩にかけ、ロゼたちの狩り場を目指して駆けだした。







　元の場所にもどると、そこには惨さん憺たんたる光景が広がっていた。

　ロゼは疲れて岩の上で眠り、イルマは憮ぶ然ぜんと遠くの空を眺め、ニノは三角座りをして膝に顔をうずめている。

　──想像以上にうちひしがれてる……。

　なんとも登場しづらい状況だったが、黙ってマニーを置いていくわけにもいかない。クノハは思いきって岩陰から飛び出した。

「ふ、ふはははは！　困っているようだな！」

　沈黙。

　──ノーリアクション……。

　ロゼは目覚めず、ニノは顔を上げない。イルマだけがちらっと顔を振り向けたが、またすぐに空に目をもどしてしまった。

「あの……」

　イルマがいらいらしたように返事する。

「なんだよ。いま忙しいんだよ」

　──とうていそうは見えないが……。

　ともかく話は聞いてくれるらしい。クノハはこほんと咳せき払ばらいをした。

「ふはは！　マニーが集まらず苦労しているようだな！　それもそのはず、俺が──」

「うるさいな！　ふつうに話せよ！」

「す、すみません……」

　──やさぐれすぎだろ……。

「ここら一帯のマニーは俺が狩り尽くしたから、お前らがいくら頑張ったところで無駄だぞ、と」

「あ、そ。で？」

「あの……もうちょっと感情を込めてもらっても……？」

「ああ！　そう！　でえ！」

「そ、そんなに怒るなよ」

「お前が感情込めろって言ったんじゃんか！　なんなんださっきから！」

　イルマは激高して猫のように歯をむいた。

　──ええ……？　こんなに怒鳴られたの生まれてはじめて……。

　クノハはおずおずとずだ袋を差しだした。

「俺に勝ったらお前らの総取りでいいよって……」

「はあ!?」

　イルマはずんずんと歩み寄ってきてクノハの肩をつかんだ。

「ひ、す、すまん」

「それを早く言いなよ美男子ぃ」

　イルマはにんまりと笑った。

「は……？」

　あまりの豹ひよう変へんっぷりにクノハは混乱した。イルマはにこにこと上機嫌で尋ねる。

「で、美男子くんの名前はなんていうのかな？」

「クノハ……」

「クノハかー。覚えやすくていい名前じゃん。わたしはイルマ。──それで？　どうやって勝負する？　じゃんけん？　古今東西？」

「い、いや、バトル……」

　イルマはうんうんとうなずく。

「わかる。クノハは男の子だもんねえ。そういうの好きだよねー」

　ロゼが急に身体からだを起こした。「え、クノハ……？」とつぶやき、きょろきょろする。そしてクノハに目をとめると、パッと顔を輝かせた。

「クノハだー！」

　岩をぴょんと飛び降り、両手で包むみたいにクノハの手を握った。

「えー！　なんで？　なんでここにいるの？」

　躊ちゆう躇ちよのないスキンシップと、鼻がくっつかんばかりに近づく顔。クノハはどぎまぎして仰のけ反ぞった。

「お、お前を出し抜いて名声を得るって言ったろ。行き先が同じになるのは当たり前だ」

「そっかあ！」

　なんで、と尋ねたくせに、理由にはあまり興味がないように見えた。『とにかく再会できて嬉うれしい』という気持ちが身体全体から発散している。

「な、なんか、仲よさそうじゃんか……？」

　気がつくと、傍らでイルマが笑顔を浮かべていた。しかしその笑顔は先ほどの上機嫌のそれではなくなっていた。

　一触即発。その歪ゆがんだ笑顔を表すのに、それ以上、適当な表現はないように思われた。

「ロゼ、この男は？」

「クノハだよ。冒険に出るとき、この剣をプレゼントしてくれたの」

　ロゼは腰に吊つりさげた剣を愛いとおしそうになでた。

「下心ありかあああああてめええええええええ！」

　イルマは雷鳴のような声をあげた。

「いや待て、誤解──」

　と伸ばしかけた手が、ものすごい勢いで払われた。

「しゃああああああああああああ！」

　イルマは猫のように威嚇してくる。

　──もうこいつ……情緒やばすぎだろ……。

　ロゼはイルマを手で示し、紹介する。

「この娘こはイルマ。回復術士だよ」

「殺す！」

　イルマは回復術士がもっとも吐いてはならないセリフを吐いた。

　つぎにロゼはニノを見た。

「あの娘がニノ。侍」

　ニノは膝に顔をうずめたままびくりと震えた。

「あれ？　ニノ？」

　ロゼはニノに歩み寄ると肩を揺すった。

「ねえ、起きて。紹介したいひとがいるんだけど」

　ニノは返事をしない。

「ねえ。ねえってば！」

　身体を揺らされて、ニノはようやく顔を上げた。

「あのひとはクノハ！　わたしがお世話になったひとだよ」

「そ、そうですか……ご、ごごきげんよう……っ」

　ニノは明後日あさつての方向を見ている。耳まで真っ赤になっていた。

「どうしたの？　ほら、ちゃんと近くで」

　ロゼはニノを引っぱり起こし、クノハの前に突きだした。

「あはああああああああああ!?」

　ニノは背中を反らせ、叫び声をあげた。

「ちか……近い、殿方が、殿方があああ!?」

　ニノは脱だつ兎とのごとく逃げ出して岩の後ろに隠れた。そして顔だけ出して、斜め下を見ながらぼそぼそと言う。

「も、申し訳ありません……。す、少し人付きあいが、その……苦手で……」

　──……『少し』？

　おそらく彼女とは『少し』の概念に隔たりがあるのだろうとクノハは自分を納得させた。

「よ、よし。じゃあ気を取り直してバトルだ。俺にダメージを与えられたら、このマニーはお前らの総取りな。──はい、じゃあバトルスタート！」

　クノハはパンと手を叩たたき、腰を落として身構えた。

　しかし。

　戦闘がはじまったというのにロゼはクノハの隣でにこにこと微笑ほほえんで突っ立っている。

　前衛職であるニノは誰よりも後方に位置して出てこようとしない。

　回復術士のイルマだけがいまにもクノハに飛びかからんとしている。

　クノハは天を仰いだ。

　──なにこのイカれたメンバー……。

　すべての個性が物の見事に嚙かみ合っていない。

　クノハはパンパンと手を叩いた。

「うん、違うんだ。俺は戦いたいんだ」

「こっちのセリフじゃあああああああ！」

　イルマがいきり立つ。

「だから違う！　ベストなお前らと戦わせてほしいんだよ。じゃないと、俺が勝ったところで『卑ひ怯きような手で勝った』と言われかねない」

　ロゼはピンと来ておらず、イルマはそもそも話を聞く気がない。

　助け船はニノから出された。

「そ、そうですね。手合わせを希望されているというのにこれではあまりに礼節を欠くというもの」

　ニノは胸を押さえ、大きく深呼吸した。そしてうつむいたまま、恐る恐るといった風情で前へ進み出る。

　そして刀の鯉こい口ぐちを切った。

「いざ」

「っ！」

　刀の切っ先がクノハの鼻先をかすめた。

　──速い……！

　居合い抜き。しかもクノハに当たる手前で刀を返し、峰打ちにしていた。

　クノハは驚きをもってまじまじとニノを見た。刀を正眼に構えていたニノは、目が合うとかあっと顔を赤くして、

「……っ！　っ！　っ！」

　と、無む茶ちや苦く茶ちやに刀を振り回してきた。

　無茶苦茶だが、速い。

　──やば……！

　かわすタイミングを誤り、刀の峰がクノハの肩に振りおろされる。

　クノハは拳を握った。

「きゃ……!?」

　ニノの身体が高々と宙に浮いた。峰が肩に当たる直前、圧縮した風の魔法を腹にぶつけたのだ。

　クノハは慌てて着地点まで駆けると、ニノの身体を横抱きに受けとめた。

「すまん、力が入った。大丈夫か？」

　ニノはぽかんとした。状況を把握できていないようだった。頭を振ってあちこちに目をやり、ようやく自分がクノハに抱きあげられていることを理解したらしい。顔が急速に赤くなったかと思うと、目が限界まで見開かれ──。

　ぐるんと白目になり、かくんと頭が落ちた。

「気絶!?」

　イルマが「だ、大丈夫か！」と駆け寄ってきた。

「いつまで抱いてんだ！　下ろせ、早く下ろせ！」

　ぴょんぴょん跳ねてクノハに抗議する。クノハは言われたとおりニノの身体を地面に横たえた。

「いま治してやるからな」

　イルマはニノのかたわらにしゃがみこみ、袴はかまの紐ひもをほどきはじめた。

　目が充血している。息が荒い。震える手で帯を解き、着物の前を開く。

「こ、これは医療行為だから。これは医療行為だから」

　誰もとがめていないのに言い訳をつぶやきながら襦じゆ袢ばんをはだけた。

「うおおおお……！」

　イルマが歓喜の声をあげた。

　ニノの乳房が露あらわになった。大きく実った白磁色のふくらみは質素なブラジャーに包まれ、呼吸するたび小さく上下している。

「ニノ……わたし、さっきはお前にひどいこと言ったけど……いまならお前のこと……」

　イルマはふたつのふくらみのあいだに顔からダイブした。

「好きになれそうじゃーい！」

　頰ほおずりしたり、顔をはさみこんだり好き放題している。ニノは青い顔で「うう……」とうめいていた。悪夢を見ているのかもしれない。

　──当面はロゼしか狙わないとか言っといてこれかよ……！

　イルマはニノの乳房から顔を離した。ご満悦の表情だった。気のせいか肌がつやつやしている。

　そして急に真顔になると、おもむろに革表紙の本を開いた。

「さて、ふつうに回復するか」

　──医療行為という建前はどこに行った。
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　気絶している人間を性欲のはけ口にしただけだった。

　イルマはニノの腹に手を置いた。そこは風の魔法を受けたせいで赤くなっている。呪文を唱えると、イルマの手から白く清浄な光が漏れ、みるみるうちに赤みが引いていった。

　──ほう……。

　個性的なイルマだが、回復術は正統派だった。回復術は人体の構造、病気の原因、怪け我がの具合などしっかりと把握しなければ効果を出しづらい。単なる内出血とはいえあのスピードで回復するのを見ると、イルマはかなりの医療知識を身につけていると思われる。

「うう……？」

　ニノが目を覚まし、身体からだを起こした。

「あ……わたくしは……？」

「あの男に吹っ飛ばされて気絶したんだよ。でも回復したからもう大丈夫」

「そうでしたか……ありがとうございます、イルマさん」

「いや、こちらこそありがとうございます」

「え？」

　ニノの眉がいぶかしげに歪ゆがむ。そして自分の身体に目を落とした。

　はだけられた着物、露わになった素肌。

「！！？！？？？！！？！！！」

　ニノの顔はボンッと爆発するみたいに真っ赤になり、再び気絶してしまった。

「に、ニノ!?　大丈夫かニノー！」

　イルマはニノの胸に飛びこんだ。

　──あのふたりはもうダメだな。あとは……。

　クノハはロゼに向き直った。ロゼは腰の鉄剣を鞘さやごとはずして構える。

「行くよ」

「不意打ちでもよかったんだぞ？」

「そんな卑ひ怯きようなことはしない」

「立派な心がけだな。さすが勇者さま。──来い！」

　ロゼは剣を振りあげた。

「えい！　えい！　えい！」

　目をつむって振り回す。

「えい！　えい！　えい！」

　前は剣二本分も距離が開いていたが、今回は一本分になっていた。進歩している、と言っていいのだろうか。

「えい！　えい！　えい！」

「お前な──」

　止めようとした、その瞬間。

　鞘がすっぽ抜けてクノハの顔面にヒットした。

「あいだあっ！」

　鼻を押さえてうずくまる。ロゼは「え？　あれ？」と抜き身になった鉄剣と、地面に落ちた鞘、そしてクノハを見た。

「ああ！　ごめん、留め具をかけるの忘れてた！」

「おばえなああああ！」

　ロゼは決まり悪げに笑った。

　クノハは指で鼻の下を何度も拭い、鼻血が出ていないことを確認してから立ちあがった。

「しょうがないな……。ほら」

　ずだ袋を差しだすと、ロゼはきょとんとした。

「え？　くれるの？」

「俺にダメージを与えたらくれてやるって言ったろ」

　──こんなダメージの食らい方、想定外だったがな。

　ロゼはずだ袋を受けとる。

「ありがとう、クノハ」

　荒野に花が咲いたような笑顔だった。

「クノハ、やっぱり一緒に冒険しない？」

「……え？　あっ」

　ロゼの顔を熱に浮かされたように見ていたクノハは、うなずきそうになってびくりとした。

　──あっぶね！　こいつの顔、魅了チヤームの魔法でも放出してるんじゃないのか……？

「だ、だから！　しないっつってんだろ！」

「いま少し惜しかったよね。わたし、あきらめないから」

　ロゼは眉をきりっと上げて、ふんふんと鼻息を荒くした。

「す、好きにしろ！　しかし俺は屈さない！」

　クノハは逃げるように背を向けて歩きだした。

　──いや待て、これじゃあ宿敵っていうよりただの偏屈じゃないか。

　立ち止まり、ロゼを振り返った。

「これで勝ったと思うなよ！」

　負け惜しみを叫び、駆けだした。

　──わざとらしかったな……。

　顔がかあっと熱くなった。

　クノハはロゼとの距離感がどうにもうまくつかめなかった。ロゼのあの無邪気な顔を思い出すと、心が平静を保てなくなってしまう。

　また浮かびあがってきた彼女の顔を振り払うために、クノハは先ほどの戦闘のことを思い返した。

　──ニノはなかなかやる。イルマの回復術も、魔力が底上げされればさらに伸びるだろう。しかし……。

　結局、クノハの頭のなかにはロゼの顔が思い浮かんだ。
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　マニーの換金を済ませたロゼたちは宿を訪れていた。

　宿の名は『旅の宿　ひざまくら眠眠荘』という。

　──すごい眠れそうだな。やばい薬を盛られるんじゃないだろうな……？

　石造りの建物が多いトッカの町ではめずらしい木造建築だった。魔力を燃料にして光るマジックランプが、油の塗りこまれたロビーの木壁をぼんやりと照らしている。

　クノハはロビーの隅で火と水の混合魔法『陽炎かげろう』を使い、光を屈折させて身を隠していた。カウンターの女主人も、彼女と話すロゼたちもクノハにまったく気づいていない。

　女主人はクラーラと名乗った。年の頃なら六十すぎだろうか、顔に深く刻まれたしわが笑みでさらに深くなっている。

「あんたたちかい？　オロチを退治に来た勇者さまご一行というのは」

「あ、はい。頑張ります！」

　ガッツポーズをとるロゼを、なぜかクラーラは笑った。

「そんな頑張らんでもいいよ」

「でも、ひどいことをしてるって……」

「そうさな。年に一度、町の生娘を一人、生いけ贄にえとして捧ささげることになっておる」

「ひどい……」

　そう声をあげたのはニノだった。クラーラは歯の隙間から息がもれるような「し、し、し」という独特の声で笑った。その顔はまるでいたずらっ子のようだ。

　ニノは眉をひそめた。

「笑いごとじゃ……ありません……」

　目こそ合わせられないが、必死に、しぼり出すように抗議する。

「そうさね。ただね、オロチといえばもともと神に近い格を持った魔物だよ。それがなぜ生贄を求めるようになったのか……」

「なんでなんですか？」

　ロゼの質問にクラーラはにやりと笑った。

「オロチに聞いてみるといい」

　ロゼたちは顔を見合わせた。

　──変わった婆ばあさんだな。

　オロチを信奉でもしているのだろうか。

　三人は小声で相談する。

「わたしはここでいいよ」

　と、ロゼ。

「わたしもいいぞ。内装が気に入った」

　と、これはイルマ。

「わたくしは……その……」

　ニノは難色を示す。クラーラの不穏当な発言が引っかかっているようだった。

　クラーラが言う。

「半額でいいよ」

「ここにしましょう」

　ニノはころりと意見を変えた。クノハは思わず「ぶっ」と吹き出してしまった。

　──やべ……！

　イルマがニノをにらんだ。

「ニノお前、安くなったからっておならするなよ」

「し、してません！　あと安くなったからってお……ならが出る体質でもありません！」

　──なんか知らんが助かった……。

　クノハは胸をなでおろした。

　一人部屋を三つとり、三人は階段を上がる。

　──宿もとれたし、今日はもう監視する必要はないか。

　久々に肩の荷が下りた気がした。クノハは宿の出口に向かう。

　そのとき、気になる光景が目に入った。

　階段を上るロゼを、階下から見つめるイルマ。その目が怪しく輝いている。スカートのなかを覗のぞいているだけだろうと思ったが、クノハはどうも胸騒ぎがした。

　──ロゼはイルマに狙われているのがわかってなさそうだったしな……。合意のない……そういう、エッチなのダメだ……。いや、女の子同士ならいいのか……？

　イルマは階段を上っていった。

　──と、とにかく監視しないと……。違うからな！　合意のないエッチなやつがダメだからだぞ！　女の子同士のやつを見れるかもって期待してるとかじゃないから……！

　クノハは誰にともなく言い訳をして、彼女たちのあとを追った。







　眠眠荘は三階建てだった。一階にはロビーや倉庫、主人の住まうスペースがある。二階は食堂や談話室、そして三階に客用の寝室が五部屋。旅の商人などが主な客層なのだろう、労働者の町であるトッカには数少ない高級感のある宿だった。

　三人は食堂でトッカ名物の鉄板焼きを味わった。トッカの鉄で焼いた肉は非常に柔らかくジューシーになるという。

　食堂に肉と醬しよう油ゆの焦げた香ばしい匂いが立ちこめる。クノハは食堂の隅で姿を隠していたが、腹の虫が鳴かないようにするのに苦労した。

　イルマが買ってきたケーキを食べたあと、ニノはそそくさと寝室に帰っていった。もともと人付きあいの苦手な彼女は、やはり個室が落ち着くのだろう。

　一方、ロゼとイルマは談話室に移動した。

　イルマはロゼを長椅子にうつぶせに寝かせ、ブーツを脱がせる。

　──なにをする気だ、こいつ。

　鞄かばんのなかから小瓶をとりだし、中身の液体を手に垂らす。うっすら赤みがかった、とろりとした液体だ。イルマはそれを手のひらにまんべんなく行き渡らせると、ロゼのふくらはぎに擦すりつけた。

「ん……」

　ロゼは吐息まじりの声をあげた。

　──マッサージか。

　手に垂らしたのはオイルかなにかだろう。イルマは肌に指を滑すべらせるように、ロゼのふくらはぎをもむ。つぎに足の裏。こちらは親指で強めに押す。

「んっ……ん……」

　少し痛いのか、ロゼは身をよじった。しかしイルマはマッサージをやめない。それどころかさらに強く足裏に親指を押しこむ。

「い、いた……ん、ん……！」

　ロゼの身体からだが山なりに持ちあがる。

　イルマは足から手を離した。ロゼは糸を切られたみたいにくったりとして「はあ、はあ……」と切なげな息を漏らす。

　イルマは手にオイルを補充し、今度はロゼの太ももをもむ。その手は徐々に、まるで焦じらすみたいに上へ移動していく。

　──お、おい。それ以上、上に行ったら……行ってしまったら……！

　ロゼの脚のつけ根に目が釘くぎ付づけになる。

「よし、終わりだぞ」

　イルマはぱっと太ももから手を離した。

　──……。うん、何事もなくてよかった。いや、ほんとよかった。

　安心した。しかしそれ以上に失望感が大きいのはなぜだろう。

　イルマはタオルでロゼの脚を拭った。

「けっこうな長旅だったんだなー。脚に疲れがたまってた」

　ロゼはふらふらと身体を起こした。目はとろんとし、ほつれた髪が頰ほおにかかっている。なんだか妙に色っぽい。

「ん……。ありがとう。すごく脚が軽くなったよ」

「そりゃよかった。──そーだ」

　イルマは鞄から折りたたまれた服のようなものをとりだした。広げてみせると、ローブみたいにフードのついた、しかしローブよりずっと丈の短い服だった。

「これはな、わたしの出身地の民族衣装で『パーカ』という。伸縮性と通気性に優れた生地で作られていて、部屋着にぴったりなんだ」

「はじめて見た」

　ロゼは興味津々といった様子で、パーカの生地をつまんだり撫なでたりしている。

　イルマはパーカを差しだした。

「これをロゼにやろう」

「え、くれるの!?」

「ああ、お近づきの印だ。これからもよろしくな」

　ロゼはパーカを受けとると、イルマに抱きついた。

「ありがとう！　嬉うれしい……本当に嬉しいよ！」

　ロゼの目頭にはうっすら涙が浮かんでいる。

　──なんか、疑って悪かったな……。

　イルマは性癖こそ歪ゆがんでいるが、ロゼを手込めにしようなどという意図はないらしい。

　クノハはふたりの邪魔をしないよう、静かに談話室の出口に向かう。部屋を出でしな、抱きあうふたりにちらりと目をやった。

「……！」

　ロゼの肩越しにイルマの顔がある。ロゼに抱きつかれてご満悦──かと思いきや、彼女は暗く歪いびつな笑みを浮かべていた。

「わたしも、嬉しいよ……」

　口をにいっと三日月みたいにして笑う。

　──いや、間違いない。こいつは……なにかしでかす気だ……！

　まだまだクノハは休めないらしかった。







　クノハは屋根裏に身を潜めた。ロゼを警護するためである。

　ロゼは一階の浴場で湯ゆ浴あみをしている。イルマはあのあとすぐに寝室に入った。彼女が動けば気配でわかる。クノハは梁はりの上であぐらをかき、腕を組んで神経を研ぎ澄ませた。

　ちらと頭のなかに雑念がよぎる。

　──ロゼの脚……白くて柔らかそうだったな……。

　浴場を監視しに行ったほうがいいだろうか？

「い、いや……！」

　クノハはぶんぶんと頭を横に振った。

「ダメだ……！　俺は彼女を守るためにここにいる。その俺が、彼女を害するようなことをしていいわけがない」

　──ほかのところはもっと柔らかいんだろうな……。

　クノハは自分の顔を殴った。

「ば、バカ！　俺、バカ！　なんだ、ほかのところって！」

　──そりゃお前、尻とおっぱ

　顔を殴る、殴る、殴る。口の周りが熱くなった。鼻血が出たようだ。

「去れ……煩悩よ、去れ……！」

　頭を抱えてうずくまる。なにか気持ちの悪いことを考えれば情欲もしぼむのではと考え、ジャイアントトードの卵や砂漠ガメの裏側の模様を思い浮かべたが、卒倒しそうになってやめた。

　そのときカタンと音をたてて天井の板がはずれた。

　──え……？

　煩悩と戦うクノハは、周囲への警戒を完全に怠ってしまっていた。

　手持ちのマジックランプがひょいと置かれる。誰かが上がってくるようだ。焦って隠れる場所を探すが、屋根裏には都合のよい遮蔽物などない。

　ランプのつぎに姿を現したのは──。

「お？　クノハ……？」

　イルマだった。

　──ま・ず・い。

　慎重なクノハが犯してしまった痛恨のミスだった。頭が真っ白になり、完全に身体が固まってしまう。イルマは屋根裏に上がると板をもとにもどし、ランプをかかげた。

　──くっ……。なにか言い訳を……、言い訳を……！

　麻ま痺ひした頭を無理やり動かして必死に考える。

　──そうだ！

　クノハは不敵な笑みを作った。

「ふん、見つかってしまったか。お前らを監視し、弱点を探そうと思ったのだが」

　宿敵としての立ち位置を踏まえつつ、なかなかよい釈明ができたと自画自賛した。

「噓うそつけよ」

　しかし一瞬でバレた。

　──なんで!?

　イルマはにやりとした。ランプの光に照らされたその笑顔は、まるで子供のころ絵本で見た悪魔の笑顔だった。

「お前も覗のぞきに来たんだろ？」

　非難するどころか、いやに親しげな響きだった。

「鼻血まで出しちゃってよー。興奮しすぎだっつーの」

　完全に鼻血のことを失念していた。

「い、いや、これは……！」

「なんだよ。違うのか？」

　イルマは不審げな顔になった。

　違う。イヤらしい気持ちなんてない。少ししかない。基本的に警護のためである。しかし立場上、それを口にすることはできない。

「ち、違……わないです……」

　だからそう答えるしかなかった。

　イルマは歯を見せて「にしし」と笑った。そしてクノハの肩をぽんと叩たたく。

「だよなー。安心したわ」

「昼間は『下心ありか！』ってめちゃくちゃ怒ってたくせに……」

「あれはさ、ロゼに手を出そうとしてるって思ったから。でもさ、直接アプローチしないで屋根裏で鼻血垂らしてるって、完全にむっつりスケベのヘタレじゃん？」

「む、むっつり……」

　否定したくてもできなかった。先ほどまでの懊おう悩のうが、どう考えてもむっつりスケベのそれだったからだ。

「さ、思いっきり覗こうぜ、同志クノハ」

　イルマは「いい汗流そうぜ」みたいなテンションで言うと、四つん這ばいになって移動しはじめた。

「ロゼの部屋はそっちじゃないぞ？」

「知ってるっつーの。ロゼはまだお風呂じゃん？　手始めにニノを愛めでるんだよ」

　イルマは覗くことをナチュラルに『愛でる』と表現した。クノハは「こいつは筋金入りだ……」と背筋が寒くなった。

　イルマは猫みたいに梁の上を進んでいく。

「っ！」

　尻を高く上げるものだからスカートのなかが丸見えだった。子供っぽい身体のくせに、妙に大人っぽい黒の下着をつけている。

「なした？」

　イルマは首だけ振り向けた。クノハは慌てて顔をうつむける。

　──俺はむっつりじゃない、俺はむっつりじゃない……！

　イルマは首を傾かしげ、再び梁を進む。ニノの部屋の上までやってくるとクノハを手招きした。よく見ると二カ所、屋根裏の板にコルクキャップが刺さっている。

　いつの間に準備していたのだろう。イルマが寝室に入ってからクノハが屋根裏に上がるまで、たいした時間はなかったはずだ。

　──なんたる早業……。

　欲望のなせる技か。イルマはまた「にしし」と笑った。

「一個譲ってやるよ、同志」

「なんで二個も穴を？」

「そりゃー、別のアングルから見るためだろ。一カ所じゃ角度的に厳しい場合もあるじゃん？　基本だよ、基本」

　基本らしい。

　イルマはくちびるに人差し指を当てた。おもむろにコルクをはずし、もう一カ所のコルクを指差して、クノハに「覗け」とうながす。

　覗かなければまた怪しまれる。クノハはぎゅっと目をつむった。

　──すまんニノ……！　これは仕方なく……仕方なくだ！　ほんと……変な気持ちがあるわけじゃ……。いや、なくはない。なくはないが、本来なら理性で歯止めをかけられるんだ。今回はその……あれだ！　仕方なくなんだ！　仕方なくだから仕方なくてっ。

　すぱん、と頭をはたかれた。

「葛藤なげーよ」

　目の前にイルマの不機嫌そうな顔があった。

「怖おじ気けづいたんだろ。初心者にありがちなやつだ」

　──初犯の間違いじゃないか……？

　イルマはクノハの肩に手を置いた。

「バーッといけ、バーッと！　何回かこなしたらスーッと罪悪感が消えるから」

　──その境地にたどり着きたくねえなあ……。

　クノハはコルクをはずし、覚悟を決めて穴を覗いた。

　ニノが部屋の中央で正座しているのが見えた。あごを引き、目をつむっている。瞑めい想そうでもしているのかと思ったその瞬間──。

「ふっ！」

　片膝立ちになると同時に刀が抜かれた。クノハの目でもその動きを捉えるので精一杯だった。イルマには突然刀が現れたようにしか見えなかっただろう。

「はっ！」

　つぎに刀は縦に振りおろされた。初太刀から二の太刀への流れるような動作に思わず息を吞のむ。

　ニノはゆっくりとした動作で納刀し、正座にもどる。しばらく目をつむったあと、

「ふっ、ふふ……！」

　と、急に笑いはじめた。口元を手で押さえ、肩を揺すっている。

「うふ、ふふ！　斬られました。イルマさんは一瞬で二回斬られました。うふふ……！」

　想定された敵はイルマだったようだ。

　イルマを見る。彼女は青白い顔で頰ほおを引きつらせていた。

　ニノの咳せき払ばらいが聞こえた。再び部屋を覗くと、今度は鏡の前に座っていた。

「おはようございます」

　首を傾げ「ううん……」とうなる。

「おはようございますっ」

　かぶりを振り「違う……」とつぶやく。

「おはようございます！」

　口元に手をやり「笑顔が足りないのでしょうか……？」と独りごちる。

　ニノは荷物のなかから箸をとりだし、横にしてくわえると、

「いーーーーーーー」

　と、口角を上げて発声した。

　笑顔の練習だった。

　クノハはいたたまれなくなって穴から目を離した。イルマもほぼ同時に顔をあげて言う。

「見るのやめよっか……？」

　クノハはうなずいた。べつの意味で罪悪感がおびただしい。

　ドアを開け閉めする気配があった。ニノの部屋ではない。

　イルマの顔がぱっと輝いた。

「ロゼが帰ってきた！」

　イルマは猫というよりは虫みたいにかさかさと這はってきて、クノハに笑いかけた。

「行くぞ、クノハちゃん！」

　お前、この男、てめえから、いきなり同志になって、ついにちゃん付けにまで昇格した。

　宿敵という立場上、仲を深めるのはまずい。しかしこうも親しげに名を呼ばれると、長らく山にこもり他人との接触を断っていたクノハはくらっときてしまう。

　ぶんぶんとかぶりを振った。

　──いや待て待て！　同志って覗きのだぞ!?　なにを嬉うれしくなってるんだ俺！

　人恋しさのあまり道を踏み外すところだった。

　イルマは祈るように手を合わせている。

「いざ……！」

　コルクキャップを抜き、穴を覗いた。

「おおおお……！」

　歓喜の声。

　好奇心と期待感がクノハの罪悪感を押しこめた。コルクキャップを抜き、部屋を覗く。

　ロゼは窓枠に手をついて風に当たっているようだった。少し湿ったプラチナ色の髪が揺れている。

　彼女はイルマからプレゼントされたパーカという服を着ていた。しかし──。

　──あれ……？　あの……。もしかして……。

　窓枠に手をついたロゼはちょうどクノハのほうに尻を突きだすような体勢をとっている。少し大きめのパーカの裾が彼女の尻をかろうじて隠していた。

「気持ちいい……」

　窓枠に肘をつく。パーカの裾が少しだけずり上がり、太ももとは明らかに質感の違う柔らかそうな肉が露あらわになった。

　──下、なにも穿はいてない……!?

「やった……成功だ、同志クノハ……！」

　イルマはしたり顔で言う。

「デザートに洋酒入りのケーキを食べ、わたしの調合した特製オイルでマッサージされ、しかもお風呂に入ったロゼはもう、身体からだが火ほ照てって仕方ないはず。そしてそこにあるのは『伸縮性と通気性に優れた部屋着』」

「まさかお前……全部計算尽くで……！」

「にしし……」

　イルマは胸を張った。

　回復術の技量を見るに秀才だろうとは思っていたが、頭の回転も速いらしい。

　──回転しすぎて理性がどこかに飛んでいったんだろうか。

　この周到さが冒険のほうにも活いかされればいいのだが、などと考えていると、窓を閉じる音が聞こえた。部屋に目をもどす。

　ロゼが「う～ん」と伸びをした。さらにパーカがずり上がる。

　もう尻が半分、出てしまっていた。

「……っ！」

　クノハは声が出そうになって口を押さえた。

　ロゼはあくびをひとつしてベッドに倒れこんだ。動物にたかられながらも熟睡できる彼女は、しかしまんじりともせず何度も寝返りを打っている。

「熱い……」

　ロゼはパーカの六つあるボタンを上から四つまではずした。

　前がはだけられた。鎖骨からへそに向かってＶ字の形にロゼの白い肌が露わになる。ニノほどではないものの、しっかりと実ったふくらみがパーカを押しあげている。食いこんだ布地がそのふくらみの大きさと柔らかさを証明していた。

「おへえ……！」

　イルマが興奮のあまり奇声をあげた。

「み、見ろ……！　ほ、ほくろ。胸元にほくろがある」

「あ、ああ、たしかに」

「あー……！　おぼこい顔してやるなー、ロゼ……！」

　イルマは感動を嚙かみしめている。子供っぽいロゼの意外に大人っぽい肢体からクノハも目が離せない。

　ロゼが寝返りを打った。パーカが腰のあたりまでずりあがった。

　──あ、あと少しで……あと少しで見えてしまう……！

　クノハは興奮のあまり天井板に顔面を押しつけた。

　ロゼはベッドサイドに手を伸ばし、立てかけてあった鉄剣をたぐり寄せた。

　そして胸に抱く。頰ほおを寄せ、安らかな笑みを浮かべた。

「……」

　好奇心と期待感に押しこめられていた罪悪感が、クノハの胸のなかで再び首をもたげた。

　イルマが早口で言う。

「無理。もう辛抱たまらん。直接見てくる」

「大胆すぎだろ」

「大丈夫じゃん？　ロゼってすごい眠り深そうだし。っつかもー無理だから、ほんと。ロゼのほくろの数、数えなきゃだし」

　──なんだその義務感。

　イルマはコルクキャップを穴にはめ、自分の部屋のほうへ移動を開始した。

　そのときである。

　──……!?

　クノハは身動きができなくなった。

　背後に誰かがいる。その誰かがクノハの背に手で触れた感触があった。なのにまるで冷たい剣でも突きつけられたような恐怖を感じる。

　つっと、冷や汗が額を流れ落ちる。

　耳元で声がした。

『ロゼを守るんじゃないの？』

　耳がきんとするような甲高い声だった。

　神から力を授かったクノハに、恐怖を感じさせる者。

　──なんだ、こいつは……！

『もしもロゼを汚すなら……』

　殺気がふくらむ。全身に鳥肌がたつ。膝をついた脚ががくがくと震える。

　ただならぬ雰囲気を感じたのか、イルマが四つん這ばいのまま顔を振り向けた。

「どした？　なんで固まってんの？」

「なんでって……見えないのか？」

　イルマは肩をすくめる。

　──イルマには見えてない……？　神か精霊の類たぐいか……？

　イルマは天井の板をはずして足を差しこむ。

　──まずい、このまま行かせれば、ふたりとも……！

「行くなイルマ……！」

「安心しろ、ほくろの数はちゃんと教えてやるから」

　──くそっ、なんて説明すりゃいい？

　いま部屋に行ったら命が危ういなんて話を信じるわけがない。

「し、紳士協定だ」

　クノハが苦し紛れに言うと、イルマは眉根を寄せた。

「きょーてー？」

「ロゼに不用意に近づかないこと。遠巻きに愛めでること。抜け駆けしないこと。俺たちは同志だろう？　なら協定を──ロゼへの不可侵を互いに約束すべきではないか」

　イルマは『愛でる』ことに美学を持っているようだ。なら彼女と同じステージで話をすれば聞いてもらえるのではないか。クノハはそう考えた。

　イルマは黙っている。クノハはもう一押しだと感じて畳みかけた。

「彼女はひとりのものじゃない。みんなのものだ。何人も侵してはならない聖域……偶像であるべきだ。違うか」

「お前……」

「わかってくれたか」

「キモいなあ……」

　イルマは「引くわ……」と言って顔をしかめた。

　──ええ……？

「偶像って、お前……。いーか？　ロゼは、人間だ。息もするし飯も食う、実体のある人間だ。偶像じゃない。違うか？」

「い、いや、その……」

　──ああああ違う！　実際にそう思ってるわけでは……！

　しかし反論すれば余計ややこしいことになる。クノハは言葉を飲みこんだ。

　イルマはやれやれといったふうに首を振った。

「言わんとしてることはわかるよ。わたしもお前がロゼに手を出そうとしたら怒るだろうし。でもな、聖域とか偶像とか、ちょっと怖いぞ？　自分でもそう思うだろ？」

「は、はい……」

「まー、ロゼの部屋に行くのはやめにするよ。けどさ、ちゃんと現実見ろよ？」

「わ、わかりました……」

　──なんで俺がマジ説教されなきゃいけないんだよおお……！

　怒りと羞恥で身体がぶるぶる震えた。

　イルマが自分の部屋に降りた。天井の板がもどされる。

　クノハは瞬時に距離をとり、相手を顧みた。

　クノハを恐怖に陥れた者の正体は、さらさらとした青い髪の少女──いや、幼女だった。

「かわいっ……」

　世界中の『愛らしい』を集めて煮つめたような、なんとも愛くるしい容姿だった。

　──俺、こんないたいけな幼女の前で覗のぞきをしてたのか……？

　クノハは罪悪感と羞恥心でのたうち回りそうになった。

　しかし、彼女から放たれる魔力は膨大。間違いなく、かわいいだけの幼女ではない。

　精霊はあどけない笑みを浮かべた。クノハも釣られて頰ほおがゆるんでしまう。

『お兄ちゃんはやっぱりロゼお姉ちゃんを守ってくれるんだね。いい子いい子。ごほうびに、もしもお兄ちゃんがしにたくなったときは、わたしがひと思いにとどめをさしてあげるね』

　──……ん？　いまこの子、なんか怖いこと言わなかった……？

『どうしたのぼーっとして？　いまがそのとき？』

「い、いや、大丈夫。まだそれほど世をはかなんでない」

『そっか。お兄ちゃんはまだロゼお姉ちゃんを守ってあげなきゃだしね。わたしも守ってあげたいんだけど、まだ子どもでからだがとーめいだし、お姉ちゃんに触れないし、力もうまくつかえないの……』

　そうだ、と精霊はなにか思いついたように手を叩たたいた。

『お兄ちゃんに、力をじょうずにつかうほうほうをさがしてほしいな』

　精霊は「ダメ？」と大きな瞳を上目遣いにしてクノハの顔を覗きこむ。

　胸がきゅんとなった。

「お兄ちゃんに任せなさい！」

　精霊は「やったあ！」と顔を輝かせた。

　──やばいな……。むしろこの笑顔を守りたい……。

　でれでれしそうになる表情を引きしめて尋ねる。

「それにしてもなんでロゼを守るんだ？」

『なんかね、守ってあげたくなるの。ぴぴぴって来たの』

　感覚で行動するロゼに憑ついている精霊もまた、感覚で行動するタイプらしい。

　──なんにせよ、この子がロゼを守ってくれるんなら願ったり叶かなったりじゃないか？

　クノハは腕を組んだ。

　──俺にだけ見えたり触れたりするのは、俺が神の力を授かってるからだろうけど……。

「いくつか聞かせてくれ。どうして君は、俺がロゼを守ってるって知ってたんだ？」

　精霊はころころと笑った。

『なに言ってるのお兄ちゃん。当たり前でしょ。だって──』

　そのときロゼの部屋からごとっと音がした。

『あっ』

　精霊は霧のようにかき消えた。先ほどまでの殺気までもがすっかり消え失うせていた。

　クノハはぽかんとした。

　──ええ……？　ほとんどなにも聞き出せなかった……。

　穴を覗く。ロゼが寝返りを打ったせいで抱いていた剣が床に落ちたらしい。音にびっくりして消えたのだろうか。

　──動物に好かれて、森の精霊に懐かれたと思ったら、今度は謎の精霊に守られやがった。なんなんだよ、いったい……。

　お人ひと好よしで損得勘定がないから神霊的なものに好かれるのだろうか。

「明日にでも調べてみるか」

　クノハは考えを巡らせながら、眠眠荘をあとにした。




　　　　○




　クノハは空腹に耐えかねて、深夜までやっている飯屋にやってきた。

　パンを嚙かみちぎり、シチューで流しこむ。外の看板には『飯・酒　ヒクイドリ』と書かれていたから、どんなに辛いものが出てくるかと思いきや──。

「ふつうだな」

　おそらく店名の由来は、店の主人のモヒカン頭がヒクイドリのとさかに似ているからだろうと思った。

　視線を感じ、ちらと目を上げる。モヒカンの主人が目をぎょろりとさせてにらんでいた。ふつう、と言われたことが気に入らなかったようだ。カウンターで飲んでいたガラの悪そうな客もちらちらとこちらを見ている。クノハと主人がやりあうのを期待しているらしい。

　──品のないことだな。

　弁解するのも面倒だ。クノハはもくもくと夜食を口に運ぶ。

　店のドアが開いた。クノハは「やれやれ、またガラの悪いのが増えるのか」と憮ぶ然ぜんとした。

　客が横を通りすぎる。しかしなぜか引き返してきて、クノハの正面に座った。

　心のなかで舌打ちする。

　──面倒だが、やるしかないみたいだな。

　スプーンを勢いよくテーブルに置き、クノハは正面の客をにらみつけた。

　そこには悪戯いたずらっぽく笑うロゼの顔があった。

「な、なん……え……？」

「びっくりした？」

　ロゼは「えへへー」と笑った。

　聖騎士の服にパーカを羽織っている。それがなんだか、大人っぽさと子供っぽさが同居している彼女にはすこぶるふさわしい格好のように思えた。

「なんかね、すごくお腹なかが減っちゃって」

　──腹が減る……ということは、さっきのはロゼが無意識になんらかの力を使って呼びだしたのか？　それで体力を失い、腹が減った、とか……？

「どうしたの？」

　考えこむクノハをロゼが覗きこんだ。覗き見をした後ろめたさがあり、クノハは顔を伏せ、言い訳するみたいにぼそぼそと言った。

「い、いや、いかにも食いしん坊って顔してるなと」

「あ、やっぱり？　『ロゼちゃんはよく食べるなあ』って──」

「元傭よう兵へいのおじさんが言ったのか？」

「うん。なんでわかったの？」

「い、いや……なんとなく……」

　クノハは元傭兵のおじさんの再登場が嬉うれしくなっている自分に戸惑った。

　ロゼは身体からだをひねって手を挙げ、

「同じのください！　あとなにか飲み物も」

　とモヒカン主人に注文した。主人は突然の見目麗しい少女の来訪に困惑の顔をして「お、おう」と応じた。

　ロゼは満面に笑みを浮かべてクノハを見つめている。

「なんだよ」

「なんか嬉しくて。こんなところで会えると思ってなかったから」

「なに喜んでるんだ。俺はお前の宿敵だぞ？」

「そういえばそうだったね」

　また「えへへー」と笑う。

　──まったく……危機感のない……。

　クノハは閉口した。

　そこへモヒカンの主人がパンとシチュー、そしてグラスに入った飲み物を運んでくる。ロゼが「ありがとう！」と礼を言うと「いや……」と鼻をかき、そそくさとカウンターのなかへもどっていった。

「いただきま～す」

　パンをちぎって口に入れる。ロゼは一瞬「おや？」という顔をした。つぎにシチューを口に運んだ。ロゼは少し困ったような笑みになった。

「なんだよその顔」

「う～ん……」

　ロゼは散々ためらったあげく、声をひそめて尋ねた。

「クノハ、これ、おいしい？」

「べつに。こんなもんだろ」

　パンの最後の一かけを口に放りこんだ。

　もさもさと飯を食うクノハをじっと見て、ロゼは「そっかあ」とつぶやいた。

　ロゼはヒクイドリの料理をあまりお気に召さなかったようだ。しかし文句も言わずペロリと完食する。空腹には勝てないといったところか。

　ロゼが遠くを見るような目で言う。

「お婆ばあちゃんね、すごく料理が上手なんだ。ハムとチーズのクレープが特に大好きで……」

　ロゼがぱっと顔を輝かせた。

「そうだ！　今度食べにおいでよ。おいしいよ」

「いやいやいや、お前、いいかげんわかれ。宿敵が、故郷のお婆ちゃんの料理を食べに行くっておかしいでしょ。それに俺は男だぞ？　親戚に会いに行ったら……あ、挨拶的なものと勘違いされるだろ！」

　ロゼは小首を傾かしげた。

「よくわからないけど……。じゃあ、わたしが作るのは？」

「まあ、故郷に出向くよりかはずっとましだけど。というかお前、料理できるのかよ」

「作ったことない」

「……お前さ、小さいころ頭を強めに打ったりしなかった？」

「記憶にないけど……？」

　ロゼはグラスの飲み物に口をつけようとして、急に激しくむせた。

「これ……鼻がつんとする」

　クノハはグラスを受けとって匂いを嗅いだ。

「酒だな。苦手なのか？」

　ロゼは激しく咳せきこみながらうなずく。

「残せばいいだろ」

「でも、もったいない……」

「じゃあ俺が飲もう」

　と口をつける。

　──ほう……。

　とろりとした舌触り。ミントの清涼な香りが鼻び腔こうを抜ける。この甘みは蜂蜜だろうか。

　──うまい。

　この酒をメインにすればもっと繁盛するのではないか。そう思わせるほど美味だった。

　一気に飲み干すとクノハは同じものを注文し、また一息に飲んだ。

「送ろう。夜道は危険だからな」

　クノハとロゼはヒクイドリを出た。







　天井が目に入った。油が塗りこまれた、つやのある天井板だ。

　壁にかけられたマジックランプのオレンジ色の光が揺れている。

　後頭部に柔らかな感触。そして甘い匂い。

「あ、起きた？」

　クノハの視界に、ロゼの顔が入ってきた。

　ベッドの上で膝枕をされていたらしい。

「はぁへっ!?」

　クノハは奇声をあげて跳ね起きた。そのとたん、ひどい頭痛とめまいに襲われる。

「だ、ダメだよ急に動いたら。酔って倒れたんだから……」

「倒れた……？」

　蜂蜜の甘みで気づかなかったが強い酒だったらしい。

　ロゼはくすくすと笑った。

「クノハ、昔のことをたくさん話してくれたよ。わたしには自分のことをぺらぺら話すなって言ってたのに」

　──前後不覚になって、守護対象にくだを巻いた上に、介抱されたのか……。

　自己嫌悪のせいでめまいがひどくなった。

　──「送ろう」とか言っといてこれかよ。俺かっこ悪う……。

「そ、それは、すまん。迷惑をかけた。──でもな！　あ、安易に男と触れあうのはどうかと思うぞ。し、しかもベッドの上で！　そういうのは深い仲の男女がすることだ！」

「え……？」

　ロゼの眉が悲しげに歪ゆがむ。

「わたし、クノハとはもう仲良しだと思ってたのに……」

「い、いや、深い仲ってそういうのじゃなくて！」

「じゃあ、触って」

「は？」

　あまりのとうとつな申し出に思わず声が裏返った。

「仲がよければ触れるんでしょ？　じゃあ、触ってよ」

　ロゼはベッドの上をにじり寄ってくる。手をついているから、どうしても胸元が大きく開き、彼女の陶器のように白く滑なめらかな谷間が目に入ってしまう。

「さ、触ってってお前……まさかお前……！　そんなふしだらな……！」

　ロゼはかくんと頭をさげた。

「はい。頭、撫なでて」

「……ん？」

「酔ったクノハをここまで連れてきたんだから、褒めてほしいな」

　そんなことだろうとは思っていた。しかし『そんなことではないパターン』かもしれないという淡い期待もあったのだ。

　──俺の純真な気持ちをもてあそびやがって……！

「お前……ほんとによお！　気をつけろよ、それ！」

　ロゼは首を傾げる。クノハは殊更のように大きなため息をついた。

「あのな？　俺はお前と敵対してるからまだいいが、そうやって誰にでもベタベタしてたら身に危険が」

「わたしとクノハって敵対してたっけ」

「そこから!?　おかげさまで酔いが全部吹き飛んだわっ」

　クノハは変な動どう悸きがして胸を押さえた。

「宿敵って言ってるでしょ……。お前を出し抜くって」

「あ～、そっか。それって敵対なんだ」

　ぽん、と手のひらを拳で叩たたく。クノハは怒りを隠すために笑顔を急ごしらえした。

「理解してくれてありがとう。でね、話はもどるけども、男は狼おおかみだからね、誰にでもベタベタしてたら身に危険が及ぶぞ、と」

「え～、大丈夫だよ」
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「大丈夫じゃない！　現に俺だっていま……！　いや、俺のことはいい！　ともかくもっと気をつけ──」

「大丈夫だよ。クノハにしかしたことないから」

「ろ……」

　クノハはぽかんとした。

「え……？」

「子供のころからお父さんに『男には気をつけろ』って言われてたけど、男のひとがみんな危ないとは思えなかったんだよね。だってみんな危ないなら、どうしてお母さんはお父さんと結婚したの？　って。そして勇者になって、はじめて外に出て、最初に出会ったのがクノハで……。やっぱり優しい男のひともいるんだって、すごく嬉うれしくなったんだ」

　ロゼの無防備な微笑ほほえみのせいで動悸の種類が変わった。

「……お」

　クノハは声をしぼり出す。

「『お』？」

「俺は優しくありませんー！　なぜなら宿敵なのでー！」

　クノハは窓に駆けより開け放った。

「でも何度も助けてくれた！」

「は、はあ!?　勘違いじゃないですか？　なぜなら宿敵なので！」

「わたしクノハと一緒に冒険したい！」

「しないって言ってるでしょ！　なぜなら宿敵なので！」

「でも！」

「宿敵なので！」

　クノハは窓から飛び降りた。

「げへぇ!?」

　颯さつ爽そうと着地するつもりだったが、動揺のせいで足首をひねった。

　うずくまり、窓を見あげる。ロゼが心配そうに見おろしている。

　クノハは叫んだ。

「いまに見ておれ！」

　クノハは言いがかりに近い負け惜しみを言い放ち、足を引きずりながら眠眠荘をあとにした。
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　宿屋に現れた精霊の正体を探るため、クノハはトッカ唯一の魔道具店に足を運んだ。

　店の名前だろうか、ドアにかけられたプレートにはこう書いてある。

『神は死んだ　愛は死なない』

　──なにこのセンス……。

　こんな『素人お断り』みたいな店名で商売は成り立つのだろうか。いますぐ帰りたい衝動に駆られたが、魔道具店はここしかない。クノハは覚悟を決めてドアを開けた。

　店内には古い書物特有のすえたような匂いが充満している。天井まである背の高い書架が平行に並べられ、そこには本だけでなく、毒々しい赤色をした結晶やひびの入った亀の甲羅、乾燥した猿の腕、藁わらで編んだ人形などが陳列してある。

　──まじない系への偏りがひどい……。

　しかも、使うと代償のあるタイプが目立つ。品しな揃ぞろえも素人お断りだった。

　店に入って数歩で心が挫くじけた。

　──ただのまじないショップだな、ここは。精霊のヒントがここにあるわけがない。うん、ないない。

　心のなかで言い訳して踵きびすを返す。すると奥から女の甘ったるい声がかかった。

「あら～、ドブみたいな匂いがすると思ったらお客さんね～」

　クノハはびくりとして足を止めた。

　そうしてしまったのは急に声をかけられて驚いたから、だけではない。その声に聞き覚えがあったからだ。クノハはほとんど小走りで出口へ向かう。

　──!?

　出口へ向かった──はずだった。しかしクノハは、実際には店の奥へと移動していた。

　──幻覚の魔法……。

　こんなにもあっさりとクノハを魔法にかけてしまう者は限られている。人間ではあり得ず、神か、さもなくば──。

　クノハは正面を見た。

　赤毛の女がカウンターの向こうで本に目を落としている。彼女は本を閉じ、クノハに微笑ほほえみかけた。

　眠たげな目をほとんど閉じるみたいに細めて笑う彼女。しかしその柔和な笑みが彼女の本性の発露ではないことをクノハは知っている。

　赤いくちびるにちらりと見える白いもの。それは牙だった。

　彼女は人間ではない。魔物──いや、魔族。ヴァンパイアの眷けん属ぞく。

「ミネルバ……」

　ミネルバは口角をあげた。もう牙を隠そうともしない。

「わたしに会いに来てくれたのかしら？」

「俺はそんな物好きじゃない」

　クノハは言い捨てた。ミネルバはすねたように言う。

「あら～、あいかわらずクールガイね。嚙かんじゃおうかしら」

　あいかわらずなのはミネルバも同じだった。

　ミネルバはヴァンパイアでありながら、人間社会に混じって生活している。ヴァンパイアは孤高の存在であり、人間社会はおろかヴァンパイア同士ですら交わることはない。そのなかでも彼女は異色の存在であり、ヴァンパイアの面汚しとまで言われているらしい。

　彼女がそこまでして人間社会にこだわる理由は──。

　ミネルバが片目を見開き、クノハの腕のあたりを凝視した。

「そのバングル、クノハの趣味ではないわね。もしかして女の子からのプレゼント？」

　クノハはとっさにバングルを手で覆い隠した。しかしその動作はミネルバの予想が図星であると答えたようなものだった。

　そのとたん、ミネルバの頰ほおにさっと赤みが差し、

「いや～ん！　あのクノハが？　『俺は世界を救うことしか考えてません』みたいな顔をしてたクノハが？」

　と、身体からだをくねくねさせた。

「滾たぎる～！」

　理由は、これだ。

　極度の恋愛脳なのだ。

　ヴァンパイアの眷属は人間の血を吸うことでその者を下僕とし、下僕となった者がさらに下僕を作り……と勢力を拡大する。

　あくまでも人間は下僕なのである。創作物ではヴァンパイアがひとに恋をしたり、性行為の代替として吸血したりするが、主従関係は厳格であり、情を通わすことは皆無である。そしてヴァンパイア同士は決して交わらない。

　つまり、ヴァンパイアは恋をしない生き物なのだ。

　しかしどういうわけか、ミネルバは人間の恋に興味を持った。そして人間の社会に混ざり、間近で恋を観察しはじめたのである。

　クノハがまだパーティに所属して冒険をしていたとき、とあるクエストで共闘したのがミネルバだった。ほんの二週間ほどの共闘だったが、クノハは毎日からかわれ、挑発されつづけた。長い二週間だった。思い出したくもない。

「俺がいなくなったあと、ガーランドのパーティに入ったって聞いたが」

「そうよ～。でもつまんない男だったから──」

　ミネルバは赤い舌で牙をぺろりと舐なめた。

「イスにしてあげたわ」

「……ん？」

　予想だにしない話の展開にクノハの思考は混乱した。

「ん？　イス？」

「そう、イス。腰かけるあれね。野営をすると、倒木でもないかぎり地べたに座ることになるじゃない？　だからガーランドに腰かける」

「ガーランドに腰かける」

　思わずオウム返しをしてしまう。言葉の使い方が独特すぎてついていけない。

「それ、ガーランドは文句を言わなかったのか……？」

　ミネルバはぷっと吹き出した。

「バカね。イスがしゃべるわけないじゃない」

　口元を押さえてくつくつと笑った。

　クノハは啞あ然ぜんとした。ミネルバのなかでガーランドは完全にイスであるという認識らしい。その言動があまりに自然なため、クノハも一瞬「ガーランドなんてブランドのイスあったっけ？」と勘違いしてしまうほどだった。

　ミネルバはひとしきり笑ったあと言った。

「まあ噓うそなんだけど」

「どこから!?」

「そのイス、たまにしゃべるの」

「そこかよ！」

　ミネルバはまた吹き出した。

　しょっぱなから彼女にペースを握られっぱなしだ。クノハは分が悪いと感じ、さっさと本題を切り出すことにした。

「聞きたいことがある。精霊に好かれて守護される人間ってのはいるか？」

　精霊は損得勘定抜きでロゼを守ろうとしているように見えた。ならば「好かれて」と言っても過言ではないはずだ。

「そうね……、久々に楽しませてもらったから教えてあげるわ～」

　ミネルバは艶然と微笑む。

「精霊は『場』を守るものよ。人を好く、というよりは、その『場』に深く関わる人を結果的に守っている、というほうが正しいわね」

「職業が聖騎士なら加護を受けられることもあるんじゃないのか？」

「よほど高位ならそういうこともあるけど」

「力も魔力もまったくない場合は？」

「まずあり得ないわね」

　クノハは思わずうなった。ロゼには力も魔力もないし、トッカとはなんの関わりもないはずだから、精霊が彼女を守る理由はない。

「青い髪の精霊なんだが」

　ミネルバは目と口を丸くした。

「それはめずらしいわ～。『戦の精霊』よ。戦場に現れて戦士を鼓舞し、力を与える。最近ではとんと見ないけど、このあたりにいたなんてね」

　あのみなぎるような殺気は戦の精霊だからこそ、だったらしい。

「でもますますわからないわ。戦場でもないのに戦の精霊が現れるなんて……」

　──ミネルバでもわからないか……。

　そもそも精霊本人ですらわからないことを探るのは無理があったのかもしれない。このままなんの収穫もなしに帰るのは癪しやくなので、もう一つ、かねてより気になっていたこと──ロゼの魔法について尋ねることにした。

「ピンクの光が出る魔法は知ってるか」

「ピンクの光……？　なんだかちょっとエッチね。──心当たりはあるわ」

「本当か!?」

　ミネルバは書架に並ぶ本を、上の段から順に指先で撫なでていく。そしてとある本の背表紙で指を止めた。

「たしか、これ」

　分厚い本を引き出し、あるページを開いてクノハに渡した。

　小さな文字がびっしり並んでいる。クノハは目を細め、文章を丹念に読み下していった。

　本に目を落としたままつぶやく。

「同調……」

「そうそう、思い出したわ～。たしか『ホーリーシンク』。名前のとおり、神聖なものと同期、同調する魔法。嚙み砕いて言えば『神聖なものと通じあう魔法』ってとこかしら」

「神聖なものと通じあう……。──あ」

　クノハは思い出した。はじめてあの魔法を目の当たりにしたときのことだ。

　──森の精霊……。

　平野部にはめったに現れない彼らを見かけて、めずらしいと思っていた。

　違うのだ。あれは森の精霊が、自らの意志でやって来たわけではない。

「呼び寄せられたんだ」

　ロゼの魔法、神聖同調ホーリーシンクによって。

「とても稀き少しような魔法よ～。そこそこ長生きのわたしも実際には見たことがないわ」

　ひとつ、謎が解けた。しかし同時にもうひとつの謎が深まってしまった。ロゼはあのとき魔法を使っていなかった。なのになぜ戦の精霊は現れ、あまつさえ彼女を守ったのか。

　ミネルバはあごに人差し指を当てた。

「さっき言ってた聖騎士がその魔法の使用者なら～、精霊の謎は解けそうね～」

　ミネルバはクノハとは正反対の答えに行き着いたらしかった。

「ま、待て。本当か？　わかったのか、答えが！」

「推測だけどね～。ホーリーシンクを使ったときのことを思い出してほしいんだけど、そこに──」

　そのとき店のドアが開く音がした。

「信じられん。客が来るのか、こんなところに」

「クノハ何気に失礼よね～」

　客の話し声が聞こえる。女性客のようだ。それもふたり、いや、三人。そのうちのひとりが黄色い声をあげた。

「わ、わ！　人面石だ！　ね、人面石！　これニノに似てない？」

「わ、わたくしはこんなにしゃくれていません……！」

　──なんであいつらが……!?

　ロゼたちが店に入ってきたらしかった。こちらに近づいてくる気配を感じる。

　クノハは慌ててカウンターの裏に身を隠した。陽炎かげろうの魔法を唱える間もなかった。

　自分でもなぜ隠れてしまったのかよくわからない。言い訳が思いつかなかったからかもしれない。裏でこそこそしている後ろめたさからかもしれない。しかしなにより、ミネルバとの関係をロゼに知られたくないという気持ちが身体を動かしたようだった。

　──なにやってんだ、俺……。

　クノハはカウンターの下にうずくまる。

　ミネルバと目が合った。彼女はクノハを見おろし、にやあっと邪悪な笑みを浮かべた。

　──しまった。

　彼女と共闘した二週間で何度も目の当たりにした笑みだった。つけ入る隙を見つけたときの、嬉き々きとした表情。

　ミネルバはスツールを引きよせ、腰かけた。ロングスカートのスリットを開いて足をむき出しにする。白い太ももとガーターベルトが目に飛びこんでくる。

　──な、なにを……!?

　そしておもむろに、クノハの顔を太ももで挟んだ。

　──!?　……！　……!?

　白い、温かい、柔らかい、いい匂い。味覚と聴覚以外の感覚が一気に襲いかかってきてクノハを混乱に陥れる。

「……う、う……！」

　ミネルバはくちびるに人差し指を当てて、小声で言った。

『いま気づかれると余計にややこしいことになるわよ～？』

　クノハは口をつぐんだ。
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『もしかして、そのバングルの娘かしら？』

　無言でミネルバをにらむ。

『いいの？　そんな反抗的な態度で』

　クノハは歯は嚙がみした。小さくうなずく。

『よくできました。じゃあ、これはご褒美』

　ミネルバは脚を組むみたいにしてクノハの頭を締めあげた。

　全方位から甘美な感触が攻めてくる。

　──……あ。

　気が遠くなった。走馬灯のような光景のなかに、自分がミネルバのイスになっている場面が浮かびあがった。

　クノハは深酔いしたみたいにぼんやりした頭でその光景を見ていた。

　──そんな人生もいいかな……。イスになれば、なにも考えなくていいもんな……。それに、こんなご褒美がもらえるなら……。

　そのとき、走馬灯のなかにロゼの顔がよぎった。

「っ！」

　クノハはびくりとなった。ぼうっと麻ま痺ひしていた頭が一気にしゃっきりする。

　──あ、危うく流されるところだった……。ガーランドもこうやって屈したのか。気を強く持たないと……！

　クノハはミネルバをにらみつけた。ミネルバはさらに嬉うれしそうに口元を歪ゆがめる。

『その娘こ、さっき言ってた魔法の？　もしかして最近この町にやって来たっていう勇者さまかしら』

『……』

『二度は言わないわ』

『そうだ』

『仲間？』

　──あばばばば……！

　クノハはぎゅっと目をつむった。仲間という単語を聞いたとたん激しいめまいと嘔おう吐と感がこみあげた。なんとか堪こらえて、クノハは首を小さく横に揺すった。

『へえ……。バングルをもらうほどの仲で、同時期に町にやってきて、その娘の力について調べてるのに、仲間ではない。──陰で見守ってるわけ？』

　クノハはうなずく。

『勇者といえば神から強大な力を得ているはずよね～。なのにさっきあなたは、彼女には力も魔力もまったくないと言っていた。なぜかしら』

『……』

『たとえば、こういうのはどう？　勇者の女の子の力が、ある男の子に移ってしまった。だから男の子は女の子を陰で見守る』

　どきりとする。ほとんどその通りだった。クノハの動揺にミネルバは満足げな顔をした。

『それは神からの命令？』

『そんなのどうでもいいだろ』

『バカね。それが一番大事なんじゃない』

　なにが大事だというのだろう。神の命令だろうと自発的な行動だろうと、やっていることに変わりはない。しかしミネルバは焦じれたように脚を揺すった。

『どうなの？』

『……そうだ』

『すばらしいわ』

『脅す気か』

『まさか。そんなつまらないことするはずないじゃない』

　ミネルバは顔を正面に向けて微笑ほほえんだ。ロゼと目が合ったらしい。

「こんにちは！」

　ロゼの声がした。クノハはじっと息をひそめる。

「いらっしゃい。あら～みんなかわいいわ。恋のおまじない道具を探してるのかしら？」

「山の魔物について教えてほしくて。ここのひとはすごく物知りだって聞いたんです」

「なるほど、オロチを退治にきた勇者さまというのはあなたなのね」

　ロゼの「えへへ、勇者さまだって」というだらしない声が聞こえた。

　ミネルバはクノハに意味深な視線を投げてきた。そしてあごに人差し指を当てて、何事か考えている。

「そうね～……教えてあげるわ」

　──なんだ、なにを企たくらんでる。

　こういう顔をしたときのミネルバは、まず間違いなくなにか悪巧みをしている。『～をしてあげる』のあとには必ず『その代わり』と条件がつく。そのせいでクノハは何度も下僕のような扱いを受けた。

　しかしそれは杞き憂ゆうに終わる。

「オロチ──正確にはヤマタノオロチね。百年近く前からトッカの西にある山に住んでる。ほかの鉱山と違ってその山にだけは木々が青々と茂っている。それは水神でもあるオロチの力と言われているわ」

　ミネルバは条件をつけず、山の魔物──ヤマタノオロチについて説明しはじめた。

「一年に一度、町の若い娘を捧ささげる──という話は聞いた？」

「はい、生いけ贄にえに捧げるって……」

「それは正確ではないわね。贄ではない。死なずに帰ってくるからね」

「え……？」

「五体満足、怪け我がもなく、ね。ただ──ちょっと性格が変わってしまうけど」

「性格が？」

「蛇だ蝎かつのごとくオロチを嫌っていた娘が、山から帰ってくるとどういうわけかオロチを擁護するようになる」

「洗脳……？」

「それはわからない。でも、毎年ひとりずつ、オロチを擁護する者は増えていったわ。そんな娘たちがやがて結婚し、子を生む。親の影響で、子はオロチへの憎しみを持たない。そうやって少しずつ、でも確実に、トッカにはオロチを憎悪しない人間が増えていった」

　──宿の女主人……たしかクラーラだったか。彼女もその口か……？

　ニノの声が聞こえた。

「それは……ただ侵略されるよりも……ずっと怖い気がします……」

「そうね。わたしも許せないわ」

　ミネルバは神妙な面持ちで、口を手で覆う仕草をする。

　──……！

　クノハにだけは見えていた。手の下、口元が楽しげに歪ゆがんでいるのが。

　手をどけたとき、その表情はすでに消えていた。

「今年の娘はまだ決まっていない。そこでひとつ提案なんだけど──あなた」

　ロゼが「わたし？」と声をあげた。

「あなたが捧げ物となり、オロチの懐に入る。そしてたくさんの酒を飲ませて……」

　イルマの声が割って入る。

「待て待て待て。正面から殴りこむよりはたしかにいいアイデアだとは思うけど、うちのロゼにそんな危ないことはさせられねー。やるならわたしが」

「あなたでは無理ね」

「なんでだよ！」

「だって身体からだに凹凸がないもの」

「お、おう、と、つ……」

「そちらのお侍さんは、凹凸は充分すぎるくらいだけど、ちょっと陰気よね」

「い、陰気……」

「ごめんなさいね、傷つける気はないの。ただオロチの好みに合わないのよ、ふたりともね。その点、あなたは人当たりがいいしスタイルもいい。なにより髪がきれい。オロチも気に入ると思うわ」

「じゃあやります！」

「そう、よかった。あなた──そういえば名前を聞いてなかったわ。わたしはミネルバ」

「わたしはロゼ。それからイルマとニノです。よろしくお願いします」

「ロゼ、ね。よろしく。──じゃあ、わたしが手て筈はずを整えておくから、あなたがたはそれまでゆっくり休んでて」

「はい。なにからなにまでありがとうございます！」

　会話が途切れる。少ししてドアが開閉する音が聞こえた。

「行ったわ」

「んんん」

「え？　な～に？」

「んんんんん！」

　クノハは頭を激しく揺すった。ミネルバはくすぐったそうに腰を引いた。

「やん。どうしちゃったの急に。もしかしてその気になった？」

　頭をねじるようにして、クノハはようやくミネルバの太ももから逃れた。

「お前が太ももで締めあげるから！　声を出せなかったんだろうが！」

「嬉しかったくせに」

「俺はむっつりじゃねえ！」

「むっつりなんて言ってないけど」

「……言ってなかった？」

「言ってないわよ」

「……で、でも、思ってるだろ！　むっつりって！　思ってるだろ思ってるだろ！」

「思ってないわ。だってむっつりスケベって、エッチなことに関心ないように見えて実はスケベなひとのことでしょ？　クノハはわかりやすいもの」

「え？　わ、わかりやすい？　俺が？」

「だって、すぐ顔に出るし。いまも出てる」

「いまも……？」

「鼻の下が伸びてる」

　クノハは慌てて口元を隠した。

「噓うそよ」

　ミネルバは牙を見せてくつくつと笑った。

「てめえ……」

　クノハは彼女を睨ねめつけた。

「それよりどういうつもりだ。あいつらを焚たきつけて」

「わたしは彼女たちを後押ししてあげただけ。話は聞いていたはずでしょ？」

　なんの対価も求めないからこそ不気味だった。それに、クノハはあの口元の笑みを見てしまっている。ミネルバの言うことを素直に受けとることなどできなかった。

　クノハは出口に向かった。背中に声がかかる。

「精霊の話、聞かなくていいの？」

　振り返らずに答える。

「やめておく。どんな対価を支払わされるかわかったもんじゃないからな」

「ずいぶん疑うたぐり深ぶかくなったのね。昔のあなたはもっと素直でからかい甲が斐いがあったのに」

　クノハは返事もしないまま店を出た。




　　　　○




　オロチに娘を捧げるのは約一ヶ月後。それまでは休息をとれとミネルバは言ったが、ロゼたちは生活費や軍資金、経験値を稼ぐためクエストをこなすことにしたようだった。

　そのあいだにクノハはオロチの山へ向かうことにした。目的は敵情視察である。オロチの力を測り、ロゼたちが有利に戦えるよう情報を収集し、計画を練る。

　──トッカには高難度のクエストもないし、見守る必要はないだろう。

　しかし不安がまったくないわけでもない。お人ひと好よしのロゼが誰かに騙だまされ、犯罪に巻きこまれないともかぎらないからだ。

　──彼女に頼るしかないな。常識的で慎重な行動のできる人間は彼女しかいない。

　町へ鉱石を運びこむルートの警備をこなし、ロゼたちは手間賃をもらってたたら亭から出てきた。ロゼとイルマはその金で外食するらしく、繁華街のほうへ向かった。ニノはひとり眠眠荘へ歩いていく。猫背で、いやに早足だ。基本的に外出が苦手なのだろう。

　クノハはニノの前に立ちはだかった。ニノは顔を伏せたまま方向を転換する。

　クノハは転換した先に移動して仁王立ちした。ニノは顔を上げず、また方向を変える。

　立ちはだかる。方向を変える。

　立ちはだかる。方向を変える。

　立ちはだかる。方向を変える。

　立ちはだかる。

「これずっとつづける？　負けねえぞ」

　クノハが言葉を発するとニノはびくりとして立ち止まり、おずおずと視線を上げた。

「あ、ク、クノ……！」

　愕がく然ぜん──いや、絶望、といった表情をするニノ。夕焼けのなかでもそうとわかるほど、彼女の顔は赤く染まった。

　ニノは反転して走り出そうとした。クノハは慌てて回りこむ。

「待て、行くな」

「あ、ロ、ロゼさんなら……ごごっご、ご飯を食べに……」

「ニノに用事がある」

「あ、あああ……」

　ニノは震える手で袂たもとから布の財布をとりだし、紙幣をつまみ出した。

「さ、三千エデンしかありません……」

「違う。そうじゃなくて」

「こ、小銭もですかあ……！」

「カツアゲじゃない！」

　クノハの怒鳴り声にニノは「ひぃ」と首をすぼめた。

　──魔法で吹っ飛ばしたせいで怯おびえられてるんだろうか……。

　ニノは手で顔を覆い、悲痛な声をあげた。

「も、申し訳ありません……！　てっきり謝罪を要求しにいらっしゃったのかと……！」

「謝罪を、要求……？　お前が俺に謝ることなんてないだろ？」

「しかし、わ、わたくしの、おもっ、重い身体を抱きあげさせた挙げ句、だ、だらしない胸部で、おぉお目汚しを……」

　──こいつ、どんだけ自分に自信がないんだ。

「そんなことないぞ。鍛えていればあるていど体重が重くなるのは当たり前だし、ニノの身体は魅力的……」

　クノハははっと息を吞のんだ。自信をつけてやろうと素直な感想を口にしたのだが、内容が完全にセクハラである。

　案の定、ニノは目尻に涙を浮かべてぶるぶる震えている。

「わた、わたくしが、みりょ、みりょ……!?」

「ああ違う！　いや本心ではあるが、変な意味ではなく！　すまん！」

　クノハは頭をさげた。しかしニノは沈黙している。怒っているのかと思い、目だけニノに向けると、彼女はぽかんとしていた。

「え、なにその顔」

　ニノはすいっと目をそらした。

「いえ、その……。非を認め、謝罪をされるという行為が、ひどく新鮮に思えて……」

　ロゼ、イルマという個性の強いふたりに囲まれ、ニノも相当の苦労をしているらしい。

「まじめな方、なんですね」

「ふつうだと思うが……」

「ふつうをふつうに行えることが尊いのです」

　いつの間にかニノはつっかえずに話せるようになっていた。よほど『ふつう』に飢えていたらしい。どう焚きつけてやればいいのかと悩んでいたが、この展開は好都合だった。

「ところで、わたくしに用事があるとか……」

「少し町を離れるんでな。声をかけておこうと思った」

「それならロゼさんに伝えたほうが」

「ニノが実質のリーダーじゃないのか？」

「ま、まさか……！　わたくしがそんな大それた……」

「前に手合わせをしたなかじゃ、ニノがもっとも手て強ごわいと感じたが」

　ニノは恐縮したように縮こまった。

「あのままつづけていたら俺も無傷ではいられなかった。相当な鍛錬を積んだんだろ？」

「そんなこと……」

「謙遜するな。ほかのふたりもニノの剣を頼りにしてるはずだ」

「そうでしょうか」

「それに、あのふたりは……なんというか、すごく個性的だろ」

　ニノは力強くうなずく。

「常識人のお前がうまく舵かじ取とりをすれば、道を踏み誤ることもない。俺が離れているあいだに死なれたら困るからな」

　ニノはうつむいたまま黙りこむ。しかし表情は柔らかくなっていると感じた。

　──ニノのなかに少しでも自信が生まれてくれればいいんだが……。

「じゃあな」

「あ……」

　肩の荷が少しだけ軽くなった。クノハは背中で手を振ってその場を去ろうとした。

　そのとき、予想外のことが起きた。

「ク──クノハ、さま……！」

　ニノがクノハを呼びとめたのである。人見知りで、口下手で、男性というだけでクノハに怯おびえていた、あのニノが。

　クノハは驚いて振り返った。

「な、なに……？」

　ニノが視線を上げた。

　はじめて、目が合った。

　ニノはぎこちなく微笑ほほえんだ。

「お気をつけて……いってらっしゃいまし」

　そして小さく手を振った。

　その仕草は控えめで、可か憐れんだった。

　クノハはぽかんと口を開け、バカみたいにニノを見ていた。

「……あ、ああ」

　なんとか言葉を搾りだし、早足でその場を離れる。

　心臓が内側から胸を叩たたく。運動もしていないのに息が苦しくなる。
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　──なんだこれ……なんだこれ……！

　ロゼの取り巻きのひとりにすぎないと思っていたニノの存在が、クノハのなかでにわかに大きくなったようだった。それはまるで、路傍の名も知らぬ花の名を知ったことで、その花が急に美しく見えるような、そんな感じに似ていた。

　最後にはほとんど逃げるようにして、クノハは町を飛び出していた。




　　　　○




　オロチの山は鬱うつ蒼そうとした木々に覆われていた。隣にある、山肌がむき出しの鉱山とはまるで様相が違う。しかしここも元は鉱山だったらしく、斜面には坑道への入り口らしきものがあった。

　そう、『らしきもの』なのである。坑道の入り口は木材で補強されているものだが、ここでは地面から生えてきた木がアーチとなって支えていた。

　──この湿度だ。もとの木材は朽ちたんだろう。

　髪や服がしんなりとして重い。森の木々が水を含んだ空気を吐き出しているようだ。

　クノハは山全体の地形を把握するために歩き回った。天然の要害となりそうな岩山や逃走経路などを羊皮紙に記録していく。

　五日目。山の全体像をほぼ把握した。

　六日目。ついにオロチを目撃する。

　気配を消し、木の上から坑道を見張っていると、ひとりの男が出てきた。

　細面の男だった。肩まで伸びた長髪は苔こけむしたような緑で、顔は青白く、くちびるの色もくすんでいる。ローブのようなものを羽織っているが、その上からでも肩の薄さがわかるほど瘦せこけていた。

　大蛇オロチとはほど遠い体たい軀くだった。しかしこのような場所で、身ぎれいな人間が当たり前のようにひょいと現れるその異常性こそ、彼がただ者ではないことのなによりの証左だった。

　彼は目をすがめている。視線の先には鹿がいた。鹿は首を伸ばして彼を見ている。

　彼は右腕を水平に上げた。

　──っ！

　肘から先が伸びると同時に太くなり、皮膚は緑の鱗うろこに覆われ、手が蛇の頭へと変化した。

　大蛇と化した腕が鹿を丸飲みにした。鹿は自分が襲われたことすらよくわかっていなかったかもしれない。それほど速かった。

　ぐびり、と鹿が飲みこまれた。オロチは腕をもとにもどし、腹をさする。

「朝から鹿は少しもたれるな……」

　か細い声だった。もともと青白い顔が胃もたれのせいでさらに白くなっている。

　オロチは獣道のような細い道を行き、その脇に生えていた野草を摘んで、葉と茎をむしゃむしゃと食べた。

　──色男が道端の草を直で食うの、趣深い絵面だな……。

　胃にいい生薬かなにかだろうか。オロチは幾分すっきりしたような表情で歩きはじめた。

　うろうろと山のなかを歩き回る。河原でぼうっとしたり、木の幹にもたれて空を眺めたりして、日が傾くころには坑道へもどった。

「自堕落……」

　しかし、人の姿を模しているだけで本来は魔物だ。あれが自然に生きる──しかもその頂点に君臨する者のリアルな生活なのだろう。

　オロチの能力や行動パターンを把握するため二週間ほど観察をつづけたが、それ以上の情報は得られなかった。朝にふらりと外に出て腹を満たし、ぶらぶらと散歩して、夕暮れ時に坑道へと帰る。毎日、である。その単調な生活が、ロゼと出会う前の自分の生活を思い出させて、クノハは観察するのがつらかった。

　オロチはそのルーティーンのなかで数度だけ山頂に登り、トッカの町を見おろすということがあった。つぎの娘が来るのを待ちわびているのだろうか。

　──ヤマタノオロチの名のとおり首が八本あるのなら、開けた場所よりも、狭い坑道で、しかも酒で酩めい酊ていさせて討つというのはいい方法だ。が……。

　理にかなっているからこそ不気味だ。なにせ発案者はミネルバである。

　念のため、もう一週間ほどオロチを観察したが、成果はなかった。

　──百年前からこんな生活してるのか……？

　いくら神に近いランクの魔物だとしても、さすがにうんざりしないのだろうか。

「ん？」

　いまなにかを思いつきそうになった。

　ロゼの魔法、神聖同調ホーリーシンク。そして宿屋に現れた戦の精霊。

　──なんだ？　なにか……。

　百年。神。神聖同調ホーリーシンク。

「あ！」

　──わかった……。精霊出現のからくり、そして力を引きだす方法も！

　ミネルバが言いかけた言葉。

『ホーリーシンクを使ったときのことを思い出してほしいんだけど、そこに──』

　いまなら、彼女が言おうとしたことがわかる。それは──。

　はっと気づいたとき、目の前には大きく開いたオロチの口があった。

　クノハは跳躍した。直前まで腰かけていた太い木の枝が食いちぎられた。真上にジャンプしたクノハは風の魔法を唱えて宙を移動してオロチとの距離を稼ぐ。

　着地と同時に地面を転がって衝撃をやわらげた。すぐに立ちあがり、後方を見やる。

　オロチが追ってくる気配はなかった。

　謎が解けた興奮で思わず大声を出してしまった。

「危なかった……」

　危うくオロチを殺してしまうところだった。オロチはロゼたちが退治しなければならない。

　クノハの見立てでは、策を弄したところでロゼたちがオロチを退治できるかは微妙なところだった。しかし精霊出現のからくりが考えたとおりだとしたら──。

　──ロゼはオロチとだって戦える……！

　クノハは足どりも軽やかにトッカの町へ帰還した。
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　約一ヶ月離れていたが、トッカの町はなにも変わっていないように見えた。

　クノハは丸めた羊皮紙に目を落とした。

　──こいつをロゼに渡さなきゃな。直接は無理だから誰かに託さないといけないが……。ミネルバには頼みたくないし、たたら亭に仲介を頼むか……。

　ウエイトレスのお姉さんに粗相をしてしまった手前、入りづらくはあったが、ミネルバに借りを作るよりはずっとましだ。クノハはフードをかぶり、たたら亭に足を踏み入れた。

　受付にいた女性にいくらか金を渡して仲介を依頼する。しかし彼女はロゼたちのことを思い出せないようだった。

「平和そうな顔をした聖騎士と、小ちっこい回復術士と、人見知りの侍だよ」

　そう説明してようやく彼女は「ああ」と声をあげた。

「最近来てないわよ」

「なに？」

　ロゼたちはクエストにいそしんでいるものだとばかり思っていた。

　──あいつらがギルドを通さない闇クエストに手をつけるとは思えんし……。

　クノハはつぎに眠眠荘を訪ねた。クラーラに羊皮紙を託そうとしたが、

「もうロゼちゃんは泊まってませんよ」

　と断られた。「じゃあどこに」と問うと、クラーラは露骨に胡う散さん臭くさげな顔をして、

「さあ、お仕事が忙しいみたいですけどね」

　そう言って奥に引っこんでしまった。ロゼにつきまとっている危ない男とでも思われたのだろうか。

　──当たってる。

　クノハは苦笑いをした。

「しかし……」

　──クエストはしばらく受けていないのに、仕事が忙しい……？　どういうことだ？

　ロゼたちが息災であることはわかったが、それ以外はますますわからなくなる。

　彼女たちの姿を求めて町をさまよい歩いたが、影も形も見当たらない。

　やがて日が傾いて建物が黒く染まり、ぽつりぽつりとランプが灯ともりはじめる。

　もっとも町が賑にぎわう時間帯だ。仕事を終えた鉱員や冒険者たちが、食事と酒を求めて町に溢あふれる。

　クノハは人波をかき分け、中央広場を抜けて、まだ探していない町の西側へ向かった。

　そこで奇妙な光景を目にした。

　大通りに大勢の人びとが集まっていた。しかもただ集まっているだけではなく、整然と並んでいるのである。荒くれ者の冒険者たちが文句も言わずに、だ。これを奇妙と言わずしてなんと言おう。

　列に沿って歩く。長蛇の列の先頭は、とある店の前にあった。

「……ん？」

　看板を見たクノハは目をしばたたいた。

　その店はクノハの記憶がたしかならば、ロゼと一緒に夜食をとった『飯・酒　ヒクイドリ』であるはずだった。

　目をこすり、もう一度看板を見る。




『軽食とおいしいお酒　ビストロ・ロゼ』




　クノハは目をつむった。なにかの見間違いかもしれない。

　目を開く。今度は一文字ずつ、慎重に読んだ。




『軽食とおいしいお酒　ビストロ・ロゼ』




　クノハは胃のあたりを押さえてうずくまった。額に脂汗が浮かんでくる。

　看板の文字は明るいピンク色で書かれているのに、クノハの気分は暗く沈んでいく。

　──待て。まだそうと決まったわけじゃない。同じ名前の別人かもしれないし、単にイメージカラーの話かもしれない。

　クノハはビストロ・ロゼに足を踏み入れ──られなかった。先頭グループの冒険者たちが立ち塞がったのだ。彼らのうちのひとりが威嚇するように声を荒らげた。

「なんだてめえ、さっきから変顔百面相してたと思ったらいきなり横入りしやがって」

「い、いや違うんだ。飯を食いにきたんじゃなくて、ちょっと確かめたいことが……」

「バカヤロウ！　飯時に飯屋にきて『飯を食いにきたんじゃなくて』とかわけのわからねえこと言ってんじゃねえ！」

　正論すぎてなにも言い返せない。冒険者たちをひねることは造作もないが、問題を起こして目をつけられては町での活動に支障が出る。

「わかった、俺が悪かった。もう行くから、その前にひとつだけ教えてくれ。──この店に、プラチナの髪の女の子はいるか？」

　冒険者たちは怪け訝げんな顔をして目を見合わせた。

「なに言ってんだてめえは」

「そ、そうか。だよな。いるわけないよな。ここはモヒカン主人の店……」

「ビストロ・ロゼにロゼちゃんがいるのは当たり前だろうが」

　クノハは氷系の魔法を受けたわけでもないのに完全に凍りついた。

　もう間違いない。この店にはロゼがいる。店名になっているくらいだからオーナーである恐れすらあった。

　ともかくどうしてこんなことになっているのか確かめなくてはならない。クノハは店の裏手に回った。

　勝手口と思おぼしきドアがあったが、鍵がかかっており開けることができない。ドアの横には木製の小屋のようなものがあり、屋根の部分を開くとツンと鼻を刺激する腐臭が立ちのぼってきた。生ゴミ入れらしい。クノハはその横に隠れるようにしゃがみこんだ。

　そしてひたすら待つ。

　──なんか俺、ずっと張りこみしてるな……。

　腐臭がしないだけ山のほうがましだったかもしれない。

　やがて日が落ちた。店のなかから冒険者たちの楽しそうな声が微かすかに聞こえてくる。

　ロゼの周りにはいつも人が集まり、笑顔が絶えない。

　──笑ってろ。俺はな、そのロゼに何度もパーティに勧誘されてるんだぞ。お前らは誘われてないだろ。ざま見ろ。

　クノハは「へっへっへっ」とせせら笑った。

　そしてため息をつく。

　──空むなしい……。

　少し泣きそうだ。

　そのとき路地裏に明かりが差しこんだ。生ゴミ入れの蓋が開けられ、どさりとゴミを放りこむ音が聞こえた。

「ロゼっ」

　クノハは立ちあがると同時に声をかけた。人影がびくっと震える。

　店内から漏れる明かりに照らされたその横顔はロゼのものではなかった。

「ニノ……？」

　ニノであると一瞬わからなかったのは、服装が普段と違うからだった。

　彼女はブラウスにミニスカートだった。いつもは袴はかまの下に隠されている肉づきのよい脚がむき出しになっている。その上、胸元を大きく抉えぐったエプロンをつけているものだから、ニノの豊かな胸がさらに強調されており、とても目に毒だった。

「あ……ク……クノハ……さま……」

　恥ずかしそうにスカートの裾を引っぱった。

「説明してくれ。いったいどういうことだ」

「こ、これは……イルマさんが『このほうが客を呼べる』と……」

「いや服の話じゃなく！　なんでロゼが食堂経営をはじめちゃってるのかだよ！」

「す、すみません……！」

　ニノは気まずそうに目をそらす。町を離れるとき彼女となにかが通じあったような気がしていたクノハには、それがとてもやるせなかった。

「一ヶ月……たった一ヶ月だぞ？　どうしてこんなことに……」

　ニノはエプロンをいじりながら話しはじめた。







「今日の夕飯、わたしが作ってもいい？」

　初級クエストをやり遂げて眠眠荘に帰ってきたロゼは、とうとつにそんなことを言った。

　イルマとニノは顔を見合わせた。ニノが疑問の声をあげる。

「それは構いませんが……。自炊のほうが安上がりですし。でもどうしてそんな急に」

「クノ──」

　ロゼははっとしたような顔で口を手で覆ったあと「えへへー」と笑ってごまかした。

　ここ二、三日のロゼの様子はおかしかった。夕食の準備をするクラーラをじっと見つめ、何事かぶつぶつと独り言を言っていた。クノハがいなくなったとたんロゼがまたなにかやらかすのではと心配したが、単に料理に興味を持っただけらしかった。

「ふたりは座って待ってて！」

　ロゼはキッチンを借り、鶏とり肉にくのシチューをこしらえた。

　目の前に配膳されたというのに、イルマはシチューではなくエプロン姿のロゼに目を向けてふやけたような笑みを浮かべている。心ここにあらずといった様子で、スプーンでシチューをすくい、口に流しこんだ。

　そして固まる。

「イルマさん……？」

　イルマの目からぼろぼろと涙がこぼれる。

「お、おへっ、おへええええん！」

「ええ!?　イルマさん、なぜ泣いて……というか泣いてるんですかそれは!?」

「泣いてるんだ……！　お前も食べろ、ニノ。わたしの涙の意味がわかる……！」

　どれほど凄惨な味なのかと気が重くなる。ニノは震える手でシチューを口に運んだ。

「くふぅ」

　思わず声が漏れ、ニノは口元を押さえた。すると今度は目頭が熱くなり、視界が涙で歪ゆがんだ。高級な食材を使っているわけではない。なのにそのシチューはとてもやさしくて、あったかくて、心を揺さぶられるのだ。

「これ、あれだ……母乳だ。これはもはや母乳だ！」

　イルマが感極まったように言う。いつもなら「はしたない」と苦言を呈するところだが、その喩たとえがあまりにしっくりきすぎて、ニノは思わずうなずいてしまった。

「失礼ながら、ロゼさんがこんな特技を持っているとは露ほども……。お母さまのお手伝いをよくされていたんですね」

　ロゼはきょとんとした。

「料理を作ったのは今日がはじめてだよ？」

「は……？　ふ、うふふ、ロゼさん、冗談もお得意なんですね」

　ロゼは困ったような笑みを浮かべた。冗談を言っているふうではない。

「あ、あの……本当に、はじめてで……？」

　ロゼはこくりとうなずいた。

　ニノは絶句した。つまり、料理するクラーラを観察するだけで技を盗んだということだ。たった数日で！　しかも師であるクラーラを凌りよう駕がしてしまった。

　ロゼもテーブルにつき、シチューを口にした。そして「う～ん」と渋い表情でうなる。

「まあまあ」

「「まあまあ!?」」

　イルマとニノの声が重なった。

「ど、どれだけ自分に厳しいんですか。これが、まあまあ……？」

「もっと、こう……」

　ロゼは手をわきわきさせる。言葉が出てこず、もどかしそうだ。

「うまく言えない！　きっと勉強が足りないんだ……」

　ロゼは立ちあがった。その表情には決意のようなものが満ちている。

「わたし、頑張る」

「なにをでしょうか」

「料理を」

　ロゼは拳を握る。ニノは目をぱちくりさせた。

「いえ、あの……頑張ることを否定はしませんが……その……」

「ありがとう。応援してね！」

「え、あ、はい。いえ、その、応援することはやぶさかではありませんが、いまはそれよりも大事なことが」

「そうだよね。口だけではなにもはじまらないよね。まずは行動することが大事」

「そういうことではなく……。いまはオロチを……」

「わたし、料理と真剣に向きあうから！」

「とりあえずわたくしと向きあっていただけますか……？」

　ロゼは勢いよく立ちあがった。

「ミネルバさんのお店で料理の本を買ってくる！」

　そして引きとめる間もなく眠眠荘を飛び出した。

「ど、どうしましょう……。どうすればいいでしょうか、イルマさ──」

　助けを求めるような気持ちでイルマを見ると、彼女はロゼが使ったスプーンをナプキンに包んで懐に入れるところだった。ニノに目撃されて一瞬びくりと動きを止めたが、そのままスプーンを懐にしまい込み、居住まいを正した。

「まー、やらせてやればいいんじゃね？　ロゼが納得するまで」

「まず、いまの破廉恥な行為に納得のいく説明をしていただけませんか」

「ちょっとなに言ってんのかわかんない」

「なんでなに言ってるのかわからないんですか……！」

　イルマはテーブルに肘をつき、指を組んだ。

「それに、あの料理は金になる。そうは思わないか」

「たしかに、お店に出しても恥ずかしくないお味でしたが……」

「ロゼには黙っていたが、我々は金欠だ。いままではクノハからぶんどった金でなんとかしのいできたが、それもそろそろ底をつく。しかし装備も新調しなければならないし、オロチに飲ませる酒もいる。渡りに船と思わないか？」

「だからと言って商売をはじめるのは迂う遠えんが過ぎます。それに、お金だけではなく鍛錬だって必要でしょう。地道にクエストをこなすのが一番です」

「腹が減っては戦ができないんだよ。このままじゃじり貧だ」

「しかし商売にかまけるのは……」

「お前らしくもない！　お金が大好きだろう！　お金のためならなんでもするだろう！」

「しません！　わたくしはお金の大切さを知っているだけです！」

「千エデンやるからおっぱい揉もませろ」

「……。お断りします」

「いま一瞬考えたじゃないか！　素直になれよ！　ロゼの料理で稼ごうぜ！」

「そ、そんなこと言って、イルマさんはロゼさんのコック姿をみたいだけなのでは！」

「……。違うよ？」

「いま一瞬考えたじゃないですか！　あなたは素直すぎます！　理性を動員してください！」

「そんなものは──ない！」

「い、言い切りましたね……」

「話にならん！　わたしは好きにさせてもらう！」

　イルマはばんと机を叩たたき、食堂を出ていった。結局スプーンは返さなかった。

　誰もいなくなった食堂でニノはひとり頭を抱えた。

　その日を境に、ロゼの雰囲気はがらりと変わった。

　ふわふわした雰囲気はすっかり消えた。鋭い目つきで、寝食を忘れて読書に没頭する。ようやく本から顔をあげたと思ったら、キッチンに行き、塩の入ったフライパンを振る練習を黙々とこなす。それが終わるとクラーラを監督に、包丁さばきの特訓。

　通路ですれ違うとき声をかけても、ロゼはなにかぶつぶつつぶやきながら返事をすることなく通りすぎてしまう。不器用で根が真面目なロゼの頭のなかは、料理のことで満たされてしまっているらしかった。

　そしてイルマが暗躍する。クラーラに取り入り、ロゼに眠眠荘の料理を任せるよう促した。そして町中に『トッカに滞在している勇者が、金に困ってコックに転身したらしい』と噂うわさを流した。神に選ばれた『勇者』と『貧困』『料理』という言葉の不釣り合いな組みあわせにより、ただ宣伝するよりもずっと早く、その噂は町中に広がった。奸かん智ちに長たけたイルマらしいやり方だった。

　面白がって眠眠荘につめかけた客は本格的な味に度肝を抜かれ、評判は町中を駆け巡り、食事を求める客が眠眠荘につめかけた。

　客をさばききれずに困り果てたクラーラは、ときを同じくして破綻したヒクイドリを、ほとんどただみたいな値段で買収して店を構え、ロゼに一任した。

　そこまでで二週間。

　オーナーシェフとなったロゼは、ヒクイドリのリキュールによく合う『オヤキ』なる料理を創作。その味が評判となり、店は大繁盛。

　そこまでで三週間。

　ついには、その評判を聞きつけた王都エドゥメリアの第三王子にして美食家として有名なミクーニがお忍びで来店するまでとなった。

　そして現在に至る。







　ニノの話を聞き終わったクノハは呆ぼう然ぜんとした。

　──なにそのサクセスストーリー……。

　ともかくロゼは王都まで噂が届く軽食店のオーナーシェフとなっている。いままでもクノハの描いたシナリオから大きく逸脱してきたロゼだが、それでも勇者としての使命を忘れることはなかった。今回はそれすら完全に頭から抜けおちてしまっているようだ。

　なにがそこまでロゼを駆りたてたのか。

「それにしても──ニノ」

「は、はい……？」

「ロゼやイルマの暴走を止められなかったのは仕方ない。軍資金が必要という事情も、まあわかる。しかし、だ」

　クノハはずっと疑問だったことを口にした。

「お前、なんで働いてんの？」

　ニノがあからさまにびくりとなった。

「止められなかったにしろ、手を貸すのは違うだろ」

「あ、あ……」

　ニノはじりっと後ずさりした。

「だ、だって……」

「だって、なんだ」

「だって！」

　ニノは叫ぶ。

「時給が！　千二百十六エデン！　でしたので！」

　そして店に逃げこんだ。

「ニノ！」

　クノハはドアに飛びついたが、すでに鍵をかけられていて開けることはできなかった。

　──高時給に屈しやがった……！

　ニノは常識的で慎重な判断はできるが、金に弱いということをクノハは失念していた。

　こうなっては、ニノはもう警戒して外に出てこないだろう。

　──こいつら……カジュアルに道を踏み外しやがって……！

　クノハは母の言葉を思い出した。

『ひとは簡単に間違う。だからクノハ、その力でお前は、間違う人びとを助けてやるんだ』

　──あきらめねえからな……。絶対にもとの道にもどしてやる！

　表通りにもどり、列の最後尾につく。

　夜も更けてきたというのに、客足は衰えるどころかさらに勢いを増していた。クノハが一歩店に近づくたび、それ以上の勢いで後ろに並ぶ客が増えていく。

　──そんなにうまいのか……？

　あのロゼの料理がどれほどのものなのか興味はあるが、食事をしに来たわけではない。

　クノハはついに店のドアをくぐった。

　目の前にぬっと大きな男が立ちはだかる。ウエイターらしい。がっしりとした体たい軀くで、シャツもベストもぴちぴちでボタンが弾はじけとびそうだった。

　男の顔に見覚えがあった。

　──ヒクイドリの主人……!?

　自慢のモヒカンを真ん中で割って油で塗り固め、ぴったりと頭に張りつけている。にこにこと接客用の笑みを浮かべるその表情からは、あのモヒカン主人の剣けん吞のんな雰囲気が抜けおちてしまっていた。

「あんたまで……！」

　クノハは思わず声をあげた。しかし元主人はクノハを覚えていないらしく、

「おまたせして申し訳ないです～」

　と野太い声を猫なで声にして、ぺこぺこ頭を下げた。

「お客様、何名様ですか」

「ひとりだけど」

「ですよね。一名様ごあんな～い」

　──いまとてつもなく失礼なことを言われた気がする……。

　しかしここで文句でも言って追い出されたら元も子もない。クノハはぐっと堪こらえ、店内に足を踏み入れた。

　明るい。それがクノハの抱いた第一印象だった。

　壁が磨かれて長年の汚れが落ちただけでなく、ランプがあちこちに設置されて店内をくまなく照らしており、ヒクイドリだったころのくすんだ印象は払拭されていた。なにより大勢の客と、彼らの歓声、そして笑顔。店を陽気に彩っているのは、ひとだった。

　イルマがニノと同じ服装で給仕をしていた。色っぽいニノに対して、その制服を着たイルマは愛くるしさが強調されており、まるで幼い女の子がままごと遊びで用いる人形のような愛あい嬌きようがあった。

「おー、またきたのかー」「いつも同じのばっか頼むよなー。たまにはこっちも頼めよー」「飲みすぎだろー、まったく……」

　イルマはいつもどおりのぞんざいな言葉使いで接客しているが、客たちは怒るどころかますます顔をほころばせている。

　イルマが注文を受けて厨ちゆう房ぼうに引っこんだあと、客のひとりがぼそっと言った。

「なんかさ……、イルマちゃんて『生意気な妹』みたいでぐっとくるよな……」

　同席の男たちがこくこくとうなずいた。

　ニノがお盆を持って厨房から出てきた。テーブル席まで行くと、真っ赤な顔で意を決したように声をあげた。

「おま、おまたたた……！　おまたたせしましま……た……！」

　そして「ごん！」と音がするほど勢いよく皿とグラスをテーブルに置く。

「チ、チージにょ……チーズの……オヤキ……！　と！　ヒュキュ！　ヒキュイドリのリキューリュ……です！」

　お盆を胸に抱き、深々とお辞儀をする。

「ごゆっくりぞうど！」

　ニノは顔を伏せ「千二百十六エデンのため……千二百十六エデンのため……」と呪文のように唱えながら早足で厨房に向かう。

　客がニノの背中を目で追いながら言う。

「不器用ながらも俺のために必死に頑張ってくれてるって感じが癖になる……」

「わかる……」

　ふたりはグラスをかちんとぶつけて酒をあおった。

　あばたもえくぼ。そんな言葉が思い浮かんだ。いずれにせよ客たちは幸せそうだった。

　クノハは都合よくカウンター席に案内された。厨房に向かって声をかける。

「ロゼっ」

　元主人が怪け訝げんな顔をするが無視する。もう一度呼びかけると、奥からロゼがひょっこり顔を出した。

「あ、クノハだ！」
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　コック帽を片手で押さえて駆け寄ってくる。元主人に「大丈夫、知りあいだから」と断ってからクノハと向きあった。

　ニノの話ではかなり雰囲気が変わったと聞いていたが、いつもどおりに見える。

「食べにきてくれたんだ」

「違う、食べにきたんじゃない。お前が道をはずれてるって聞いて説得しにきた」

　ロゼは首を傾かしげた。

「道をはずれてる……？」

「え、マジで？　はずれてる自覚ないの？　え、マジで？」

　ロゼは腕を組んでうんうんうなっている。

「お前の職業は？」

「コック」

「聖騎士です！」

　クノハの叫びはほとんど悲鳴だった。ロゼは、

「あ、あ～、そっちね！　ま、まさか、忘れてないよ！」

　と、そわそわしながら言った。完全に忘れていた態度だった。

「おー、クノハ。よくきたな」

　声を聞きつけてイルマがやってきた。

「見ろよロゼのコック姿。料理よりコックのほうがおいしそうってなんなんだろうな？」

「いやお前がなんなんだ」

　クノハはイルマの耳に口を寄せた。

「でも露出の少ないコック服はお前の趣味じゃないだろ」

「まー、服の下は裸だし」

「なんだよその無敵の理論……」

「あ、クノハさま……」

　今度はニノがもじもじしながらやってきた。

「先ほどは逃げ出してしまい大変申し訳ありませんでした……」

「いや、俺も責めるようなことを言ってすまなかっ──」

　背中がぞくりとした。

　──殺気!?

　クノハは弾かれたように振り返った。

　先ほどまで賑にぎやかだった店内が水を打ったように静まりかえっていた。客たちがじっとクノハをにらみつけている。なかには剣の柄つかに手をかけている者までいた。

　──え、え？　なんで？　俺、なんかした？

　どん、とカウンターを叩たたいたのは元ヒクイドリ主人だった。接客用の笑みは消え、顔面が怒りでひくひく痙けい攣れんしている。

「お客さん……。ずいぶんと仲がいいみたいですねえ？」

「あ……」

　クノハは悟った。これは──。

　──嫉妬……！

　看板娘三人を独り占めしている不届きな野郎。クノハはそう見られているらしかった。

「注文もねえみてえだし、冷やかしなら帰ってもらえねえですかねえ？」

「モヒカンさん、あの……」

　ロゼが口を挟もうとするのを元主人は制した。

「いや、俺に任せてくだせえ。──ここは食事をするところだ。おしゃべりしたいだけならほかに行ってくんな！」

「いや、俺はロゼと知りあいで……。っていうかあんたの名前モヒカンっていうのか!?」

　元モヒカンのモヒカンがロゼたちとのあいだに割って入った。周囲の客はあいかわらず敵意むき出しで、クノハに刺すような視線を送る。

「お、落ち着こう。話せばわかる。な？」

「お客さん、お帰りはあちらです」

　モヒカンが出入り口を手で示す。客のひとりがドアを開けた。

　一言でも反論しようものなら一斉に飛びかかってきそうな雰囲気だった。

　クノハはじりじりと後ずさりして店から出る。その瞬間ドアが勢いよく閉められた。

　ようやくロゼに会えたと思ったら、ほとんどなにも話せないまま追い出されてしまった。

　──どうすりゃいい……。

　顔も覚えられてしまったし、もう客として会いに行くこともできないだろう。

　生いけ贄にえを捧ささげる日までもういくらもないからぐずぐずはしていられない。

　クノハは腕を組み、考えを巡らせた。

　──ロゼは料理のことで頭が一杯みたいだし、イルマはロゼに甘いし、ニノは高時給に屈してるし……。

　頼れる人間もおらず、完全に手詰まりだった。

　──いや……ひとりいたな。

　正確には人間ではないが。クノハは路地に入り、その名を呼んだ。

「ロッカ！　ロッカ！」

　しかし応答はない。クノハは額を押さえ、深々とため息をついた。

　無理やり表情を緩め、猫なで声を出す。

「かわいいロッカちゃ～ん！　お顔を見せてよ～！」

「は～い！」

　光のなかから現れたロッカは、踊るようなステップでクノハに歩み寄り、くるりと一回転して、自分の頰ほおを人差し指でつついた。

「ロッカちゃんだよ♥」

　クノハは一転して真顔になった。

「お前ほんと誰も幸せにしないよな」

「それ女神に一番言っちゃいけないやつ！」

「なんで俺があんな恥ずかしい真ま似ねをしなきゃいけないんだよ。本当は聞こえてたんだろ。一回目でスッと出てこい」

「え～。でもロッカちゃんはロッカちゃんだから、ロッカ！　って呼ばれても誰のことだかわかんないですう」

「本題に入るぞ。妄言はそこまでにしろ」

「妄言じゃありませんよ！　ロッカちゃんは正気です！」

「正気でそれなら自分を見直したほうがいい」

「なんでそんなにポンポンひどい言葉が出てくるんですか!?」

「いいから聞け。時間があまりないんだ」

　ロッカはぶすっとした表情で「どうぞ」とクノハの話をうながす。

「いまの状況はだいたい把握してるだろうから説明は省くが……」

「……」

「……ロッカ？」

「え？　あ、はい」

「……把握してるよな？」

「……」

　ロッカはペロッと舌を出した。

「えへっ」

「してねえな!?　もうその舌かみ切れ！」

　ロゼが急に料理に傾倒してしまったこと、説得が難しそうだということを説明する。

　説明が進むにつれロッカの表情はどんどん暗くなっていく。

　そして説明が終わるころ、ついに地面にへたりこんでしまった。

「お、おい、大丈夫か」

「ロゼちー、天然だとは思ってましたけど……そこまでですか……。これはあれですね……わたし消されますね。消されるルートですね」

　ロッカは青息吐息だった。口から魂が漏れそうだ。女神に魂があるのかは知らないが。

「い、いや、まだわからんだろ。あきらめるな」

「どうせダメですよ……。わたしいつもこうなんで。へへへ」

　ロッカは女神にあるまじき歪ゆがんだ笑みで自虐する。いつの間にか一人称も『わたし』になってしまっていた。

「女神だろ。人類を幸せにするんだろ。そのお前があきらめてどうする」

「どうせわたし誰も幸せにしない女神なんで」

　ロッカはふて腐れたみたいに言った。

「それは悪かったよ！　──なんかないのか？　こう……心変わりさせる魔法とか」

「ありませんよそんなの。あってもわたしにはどうせ使えませんよ」

「お前の根っこどんだけネガティブなんだよ……」

　明るくても暗くてもウザい。

「じゃあ、魔法でなくてもいい。さっきの話を聞いて、なにか説得する糸口みたいなものはなかったか？」

　ロッカは面倒くさそうに過去視の魔法を使い、ここ一ヶ月のロゼの様子を再確認する。

　映像が進むにつれ、ふて腐れていた表情が徐々に生気をとりもどしていく。

「ロッカ？」

「ふ、ふふ……」

　ロッカは不敵な表情でクノハを見た。

「この唐変木」

「な、なんだよ唐変木って……！」

「ロッカちゃん、仮にも愛の女神ですからね。こういうの一番得意なんです」

「いや、べつに愛は関係ないだろ」

　ロッカは信じられないものを見るような目をクノハに向けた。

「うわあ……。ロゼちーもたいがいですけど、クノハさんも重症ですね」

「なんだよ、もったいぶるな！」

「ロゼちーの手を見てください」

「手を？　なんだそりゃ」

「さ、そろそろ来ますよ。しっかりやってくださいね」

「いや、待て！　なんだ手って！　さっぱりわからんぞ！」

「わかりますよ。クノハさんなら」

　そう言い残し、ロッカは光となって消えた。

　──結局、なんにもわからなかった……。

　ロッカを呼び出す前よりもかえって頭がもやもやする。

　路地から出て、なんとはなしに広場へ向かう。

　黒々とした人影が行き交う広場に、ぽつんと白い人影があった。

「……ロゼ？」

　コック服のロゼが、脱いだコック帽をくしゃりと握り、通りすぎる人びとの顔にきょろきょろと目をやっている。その表情は必死だった。

　クノハは彼女の背中に声をかける。

「お前なにやってんだ。店は？」

　振り向いたロゼはクノハの顔を認めるとほっと安あん堵どしたが、またすぐに緊張の面持ちになってうつむいてしまった。

　──……なんだ？

　彼女が目をそらすのをはじめて見た気がした。いつもはこちらが目をそらしたくなるほど、まっすぐ見つめてくるのに。

「あ、あのね……あのね……」

　もじもじと言いづらそうにしている。コック帽はくしゃくしゃになってしまっていた。

「前に一緒にご飯を食べたとき、クノハがおいしくなさそうな顔をしてたから、わたし……料理の勉強をして、クノハにおいしいご飯を食べてもらおうと思って──」

　ロゼは手で顔を覆った。

「なんて言えないよお！」

　──全部言ってますが……？

　たしかにそんな会話をした覚えがある。しかし、だとすると──。

　──原因は俺……？　いやいや！　発端は俺かもしれないけど、あんな何気ない会話から、まさか店が建つとは思わないだろうよ……！

「お前、それにしたって、勇者としての使命を忘れるなんて……」

「わ、忘れてないよ！　ただちょっと、記憶があやふやというか、料理のことで頭が一杯で思い出せなかったというか……」

「それを世間では忘れたと言うんだけどな」

　ロゼはしゅんとして「ごめん……」と謝った。

　クノハは焦った。またどうせ「あははー」などとばつが悪そうに笑ってごまかすと思っていた。

「す──」

　すまん、と謝罪の言葉を言いかけて、直前で飲みこんだ。

　──違うだろ。俺はこいつの宿敵だ。謝ってどうする。競争心をあおるんだ。

「ふ、ふん。都合がいい。世間にはこう吹ふい聴ちようしてやろう。『勇者ロゼは宿敵であるクノハに屈し、コックに転身した』とな！」

　クノハは高笑いした。ロゼは苦笑して「そうだね」と小さな声で言った。

　コック帽をぎゅっと握る手に目がいった。白くて、しなやかで、柔らかそうだった彼女の手は、切り傷とあかぎれでぼろぼろだった。

　クノハの笑いは急速にしぼんだ。

　ロゼはたしかに道をはずれた。手を引っぱって、強引に元の道へもどすこともできるだろう。でもそれは彼女の気持ちを、努力を無下にするということだ。

　──そんなことをする資格が俺にあるのか。

　よくわからない。しかし、彼女を悲しませたくないという気持ちは確かだった。

「あ、あ～、なんか、急に……は、腹が、減ったな～」

　明後日あさつての方向を向いて、腹をさする。ロゼは「え？」とクノハを見た。

「そんなに急にお腹なかが減るなんて……もしかしたら病気かも。お医者さんに見てもらったほうが……」

　ロゼは本気で心配そうな顔をしている。

　──察せ……！

　クノハは嚙かみ砕いて説明する。

「あのな、俺は腹が減った。で、お前はコック。ご飯を作るひと。腹が減った俺はご飯が食べたい。わかる？」

「うん、わかる、──実は最初からわかってた」

　ロゼは悪戯いたずらっぽく笑った。

「は？」

「今日は少し、クノハが意地悪な気がしたから。だから意地悪してみたくなったの。ごめんね」

「はああ!?　おま──はああああ!?」

　ロゼは口を押さえて肩を揺らしている。

「お前、そういう奴やつだったか……？」

「クノハなら許してくれるかなって。なんでだろう？　ダメ、だった……？」

　上目遣いでクノハを見る。申し訳なさそうな、でもどこかで「許してくれる」と信じきっている、そんな視線。

　神の力を授かったクノハでさえ、この攻撃に耐えきる術すべはなかった。

「いや、ダメじゃ……ないけど……」

「ありがとう」

　こわばった表情が一転してほころぶ。その安心しきった表情にクノハはついに打ちのめされ、ロゼに背を向けた。いまのクノハの顔は、宿敵に見せられるような顔ではなかった。

　ロゼとともにビストロ・ロゼへもどった。

　クノハが店に入るとモヒカンと客たちはいまにも襲いかからんと身構えたが、ロゼを伴っていたため大人しくなり、忌ま忌ましげに視線を送ってくるだけだった。

　ぴりぴりした空気のなかクノハはカウンター席まで進み、腰を下ろした。

　メニュー表をざっと眺めてから注文する。

「高菜とひき肉のオヤキ、それとヒクイドリのリキュール」

　ロゼはこくりとうなずき、厨ちゆう房ぼうへ引っこんだ。

　刺すような視線を背中に感じる。一ひと悶もん着ちやくあったあと再び来店したのだ、挑発的だと受けとられていることだろう。しかしクノハはもう動じなかった。ともかくロゼの手料理を食べる。あとのことはなるようになれ、とほとんど破れかぶれになっていた。

　やがてロゼがカウンター越しに注文の品を差しだした。

　手のひらくらいの大きさの、丸いパンのようなもの。これがオヤキというものらしい。

　手づかみで口に運ぶ。

　嚙むとざくりと音がした。同時にバターの香ばしい香りが鼻び腔こうを抜けていく。表面はバターで揚げ焼きにしているらしい。しかし焦げているのは表面だけで、なかは柔らかく、もちもちしている。

　そして餡あん。細かく刻まれた高菜のぽりぽりとした食感とぴりっとした辛み、ひき肉の旨うま味みが口に広がる。塩味は少し濃いめだ。

　そこにリキュールを流しこむ。蜂蜜の甘みとミントのさわやかな香りが口のなかをリセットする。

　クノハは「ふう」と長く息をついた。そしてロゼをまっすぐ見すえる。ロゼはコック服の裾をぎゅっと握り、くちびるをきつく結んでいる。

　クノハは率直な感想を口にした。

「めちゃくちゃうまい」

　固かったロゼの表情が柔らかくなっていく。そして脱力するみたいにカウンターに手をついた。

「やったあ……！　よかった……緊張したあ……」

　そして気の抜けたような、苦笑いのような顔になる。

　クノハはオヤキをぺろりと平らげた。それを見届けたロゼは満足そうな表情でコック帽を脱ぎ、モヒカンに手渡す。

「お店のこと、お願いしますね」

「は、はい？　それはどういう……」

「わたし、冒険にもどります」

「「「「「は!?」」」」」

　モヒカンだけでなく客たちまでもが声をあげた。クノハもあげていた。あと厨房の奥で皿洗いをしていたらしいニノもわざわざ顔を出して声をあげた。イルマだけはまったく動じなかった。ロゼがかわいければほかはどうでもいいらしい。

「レシピはわたしの部屋にあります。モヒカンさんならきっと作れます」

「い、いや、姉さん！　作れるとか作れないとかじゃねえんだ！　ここはあんたの店なんだ！　みんなあんたの飯を食いにきてんだよ！」

　──なんだ姉さんって。お前の立ち位置はどこだ……！

　ロゼはちょっと困った顔をした。

「嬉うれしいです。でも、わたしはやりきりました。これ以上つづけても、それはわたしのなかで噓うそになってしまいます。みなさんを騙だましたくありません」

　モヒカンは呆ぼう然ぜんとした。そしてしぼり出すように言う。

「ほんとはわかってたんだ……。オヤキを焼きながら、姉さんはもっと遠くを見てるって。そういうひとだって……。ここにとどまりつづけるひとじゃないんだって！」

　洟はなをすする。

「いつか行っちまうとは思ってたけど、こんなに早いとはよぉ……」

　太い腕で目を拭う。客席からもすすり泣く声が聞こえてきた。

「おめえらもう泣くな！　姉さんの門出を笑顔で祝ってやろうじゃねえか……！」

　客たちが立ちあがり、声をあげる。

「姉さん！」「頑張って、姉さん！」「俺たちのこと忘れないで！」「姉さん、好きです……！」「姉さん……！」

　みんなの声がひとつとなった。

「「「「「姉さん！　姉さん！　姉さん！　姉さん！」」」」」

　大合唱のなか、別離の発端を作ったクノハは手のひらに顔をうずめて小さくなっていた。

　──居心地悪う……。

　居たたまれなさの刃やいばがクノハの精神をキャベツみたいにざくざく刻む。

　ロゼは目をうるうるさせている。

「みんな……ありがとう！　──そして」

　と、クノハを見た。

「わたしを見捨てないでくれたクノハも、ありがとう……」

「あ、はい」

　──ああああやめてええええ！　いま俺をフィーチャーしないでえええええ！

　なんとか涼しい顔を作って返事をしたものの、内心では悲痛な叫びをあげていた。

　ロゼはまた悪戯っぽく笑う。

「わたし、勇者にもどるから。ごめんね。まだ出し抜かれてあげられなくて」

「……望むところだ」

　クノハはカウンターにお札を叩たたきつけて席を立った。

「クノハ！」

「釣りはいらねえ。勇者に復帰したお前への祝い──」

「違うの、足りないの」

　クノハは固まった。恥ずかしさのあまり耳まで熱くなる。

　すごすごとカウンターまでもどって、小声で言う。

「え、あ、いくら足りないの？」

「三百二十エデン」

　財布から千エデン札を取りだした。

「あ、お釣りください……」

「はい、六百八十エデンです」

「あ、はい、ごちそうさまでした」

　そう言い終えるや否や、脱だつ兎とのごとく店を飛び出した。

　ビストロ・ロゼから少しでも早く離れたくて、風と炎の混合魔法マツシユアツプ『ファイアストーム』を放ち、猛烈な勢いで空へと飛びあがった。

「ああああああ恥ずうううううううううううううういいい！」

　その夜、クノハの叫びがトッカの空に響き渡った。
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「みんな～、ありがと～！」

　ロゼが手を振ると、橋の向こうで大勢の冒険者たちが歓声をあげた。みなビストロ・ロゼの常連である。モヒカンの姿も見えた。ロゼを見送るためにここまでついてきたらしい。

　イルマとニノは酒さか樽だるの載った荷車を引いている。ニノは橋の向こうを名残惜しそうに見ていた。まだ高時給に未練があるらしかった。

　クノハは路傍の岩に腰かけてそれを見ていた。ロゼはクノハに気がつくと、ぱっと顔を輝かせて駆けよってくる。

　──宿敵を見つけて嬉しそうな顔してるんじゃねえよ……。

　クノハはひょいと岩から飛び降りた。

「ついにオロチの山に行くそうだな」

「そうだよ。クノハも行くの？」

「俺は行かない」

「どうして？」

「ど、どうして？　あ、え、ええと──バイトがある」

「ふうん」

「あ、違う。あれだ……。お前たちが失敗したあと、俺がオロチを退治して名を上げるのだ。は、は、は！」

　頑張ってこい。のどまで出かかったその言葉を必死に飲みこんだ。

　──くそ……、もどかしい……。

　言葉の代わりに、丸めた羊皮紙を差しだす。山の全体図や有利な地形、オロチの生活パターンなどを記した例の羊皮紙だ。

　ロゼは羊皮紙を開くと、驚きと喜びの声をあげた。

「これって……！」

「ち、違うからな！　お前らのために調べたんじゃないぞ！　自分のために調べて……、で、正々堂々と出し抜くために……」

　──正々堂々と出し抜くってなんだよ……。

　応援したい気持ちと、その気持ちを決して表に出してはいけないという理性がせめぎ合って、いままでにないくらい形なしになっていた。

　空回りする気持ちを隠すように、クノハは話題を変える。

「あの魔法、戦闘になったらすぐに唱えろよ」

「すごく光る魔法のこと？　でも、光るだけだよ？」

「あれだ……目潰しになる」

「うん、わかった」

「絶対だぞ！　出し惜しみするなよ」

　ロゼは「うん！」とうなずいた。

　話は終わった。しかしロゼはその場を離れようとしない。

「どうした？　早く山へ──」

　ロゼは微笑ほほえんでいる。しかしその微笑みの下、胸の前で結んだ拳が微かすかに震えていた。

　それはクノハにとって衝撃的だった。

　大胆なのか鈍感なのか、ともかくロゼは何事にも動じない少女なのだと決めつけていた。しかし神に近い魔物の捧ささげ物となるのに、まったく恐怖を感じないわけがないのだ。

　震える手、それをごまかすような笑み。

　クノハは胸が痛くなる。

　──なにか声をかけないと……。

　きっとロゼはクノハの言葉を待っている。しかし励ますことはできないし、怯おびえる彼女を叱りつけるなんてできない。

　短い思案の末、クノハはこう提案した。

「賭けをしよう。もしもお前がオロチを倒せたら、なんでも言うことを聞いてやる。しかし、もしも──」

　ロゼが目を大きく見開く。

「じゃあ仲間になって！」

　クノハが言い終わる前に力を込めてそう言った。

「いや、うん。とりあえず最後まで言わせろ。──しかし、もしも」

「やったあ……！　やっとクノハが仲間になってくれる……！」

「いや、聞け？」

「じゃあ行ってくるね！」

　手をぶんぶんと振って、意気揚々と山へ歩いていく。イルマとニノは顔を見合わせたあと、慌てた様子でロゼのあとを追った。

「現金な奴やつ……」

　クノハは苦笑した。

　──あれ？

　なにかがおかしいことに気がつく。のどに触れ、声を出してみた。

「あー、あー」

　ロゼははっきり『仲間』と口にした。なのに──。

「あばばばが来ない……？」

　耳鳴りもめまいもない。クノハは首を傾かしげた。

　しかし発症しなかった理由をのんびり探っている余裕はない。クノハはロゼたちを追い、オロチの山へ入った。




　　　　○




　坑道の入り口には垂れ幕がかかっており、そこにはこう書かれていた。

『おいでませ！　オロチの山へ』

　──どんだけ楽しみにしてたの、オロチよ……。

　クノハは辺りを見回す。

　──どうして誰もいないんだ？

　計画どおりロゼは坑道に入ったらしい。しかしイルマやニノまでいないのはどういうことだろう。

　そのとき坑道から飛び出してくる小さな人影があった。

　クノハは目を凝らした。そうしてしまったのは、その人影が半透明ではっきり見えなかったからだ。

　──精霊か？　前ははっきり見えてたのに……。

　それは宿屋に現れた戦の精霊だった。精霊は何事か伝えようと口を動かしているのだが、実体が薄くなっているせいかほとんど聞こえない。

　精霊は腕を振ったりぴょんぴょんジャンプしたりして、必死に訴えようとしている。

「あ～、もう、ほんとに……」

　──かわいいなこれ……。

　胸がきゅんきゅんして、クノハはぷるぷる震えた。

　しかし癒やされている場合ではない。しゃがみこんで耳を傾けると、かろうじて「たいへんなことに……」、「はやく……」だけ聞きとれた。

　状況はよくないらしい。

「よく伝えてくれた。助けにいこう。さあ、おんぶするから乗れ！」

　クノハはしゃがんだまま精霊に背を向けた。

　精霊はクノハの背中に飛び乗る。

　──あ。

　背中に感じる温かさと重みを嚙かみしめる。『このままふたりで海でも見にいきたいなあ』という思いがふくれあがったが、クノハはぶるぶると首を振って坑道に飛びこんだ。

　森とは違い坑道のなかはからっとして快適だった。岩肌には何本もの太い根っこが走っていて、おそらくそれが湿気を吸いこんでいるからだろう。等間隔にランプがかけられており、なかは少し明るすぎるくらいだ。来訪する娘のためだろうか。

　叫び声が聞こえた。反響してなにを言っているかはわからないが、切羽つまった気配が伝わってくる。クノハは陽炎かげろうの魔法で身を隠し、歩を速めた。

　最奥はまるで城のエントランスみたいに広い空間になっていた。その広大なスペースの片隅にベッドなどの家具類がちんまりと設しつらえられている。

　そのベッドにロゼが横たわっていた。

　一瞬、最悪の事態が頭をよぎる。しかし、どうやらそうではないらしい。

　イルマとニノがいた。イルマが怒鳴る。

「てめー！　うちのロゼに薬を盛って眠らせたんだろ！」

　その言葉はロゼとイルマたちの間にいるオロチに向けられていた。

「本当に違うんだ……！　僕はそんな物騒なことはしてない！」

　オロチはがくりと膝をつき、天井に向かって悲痛な声で叫ぶ。

「信じてよおおおおお！」

　オロチの声が残響音となって尾を引いた。

　──なに？　この状況……。

　坑道で聞いた切羽つまった声はオロチのものらしかった。

　クノハは背中の精霊に小声で話しかけた。

「俺が必ずなんとかする。君はロゼの側そばにいてやってくれ」

　精霊はこくりとうなずくと、背中から飛び降りてベッドのほうへ駆けていった。

　イルマはなおもオロチを追いつめる。

「じゃあなんでうちのロゼがベッドで寝てるんだよ！」

　イルマの背後でニノがぶつぶつと「ふしだらです、ふしだらです」とつぶやいている。

　オロチも負けじと弁解する。

「だから何度も言ってるだろ！　彼女が緊張してるみたいだったからリラックス効果のあるアロマを焚たいたんだよ！」

　オロチを酒で眠らせる計画なのに、先にロゼがアロマで眠らされてしまったらしい。

　──なんっ……………………………………だそりゃ!!

　計画の内容云うん々ぬんではなく、そもそもロゼに『計画どおり』を求めること自体が無謀だったのだ。

　イルマはまだ納得しない。

「そんな即効性のあるアロマがあるわけないだろ！」

「じゃあ嗅いでみてよ！」

　オロチは黄色みがかった液体の入った小瓶をイルマに手渡す。イルマは恐る恐る蓋を開け、手で扇あおぐようにして匂いを嗅いだ。

「……ただの柑かん橘きつ系けいのアロマだな」

「でしょ！」

　オロチは我が意を得たりと得意顔になった。ニノが眉をひそめる。

「それは本当なんですか……？」

「仮にもわたしはヒーラーだぞ？　薬品関係で間違うわけないだろ」

「ではなぜロゼさんは死んだように眠っているのですか。──もしかしてこれが例の洗脳なのでは？」

「洗脳……？　ってなに」

　オロチの問いに、ニノは顔をうつむけて答える。

「あ、あなたを嫌っていた娘むすめが、山から帰ってくると、あなたをかばうようになると……。だから洗脳をしているのではと言われていて……」

「噓うそ!?　いやだ噓!?　そんなことするわけないじゃないか！　怖い！　その発想怖い！」

「ではなぜ」

「それは多分ほら、僕、けっこう話せる奴でしょ？　魔物にしては」

「……まあ」

「でしょ？　だから、そこで一回ガードが下がるわけ」

「ガード……」

「そ、ガード。ほら、いかにも荒くれ者って感じのひとが実は子供好きだとぐっと来ない？　ただの子供好きよりも」

「はあ」

「それよ。で、ハンサム。ね、ハンサム。でしょ」

「はい……」

「でしょ！　ハンサム好きでしょ？　あと病弱。ね？　好きでしょ、ハンサムで病弱」

　オロチはわざとらしく咳せきこんで見せた。

「う～ん……」

「え、噓噓噓。ぐっと来ない？　好きなひと多いよ、病弱。介抱したい、放っておけない、みたいな？」

　オロチはまくしたてる。

　──ウッザ……！

　早口だし、口調が軽いし、内容が鼻につく。

　オロチの言い分をまとめると『洗脳などはしておらず、女性に好かれるような格好や言動を心がけた結果、惚ほれられたのだ』ということらしい。

　──噓くせえ……！

　クノハは顔をしかめた。

　──実際のところは、あまりの駄目男っぷりに娘たちが同情しただけだろ。

　あごを指でさすりながら考えこんでいたイルマが、なにか思いついたように「あ」と短く声をあげた。

「もしかして、アロマを焚く前に効果の説明をしたか？」

「そりゃあ、したけど……」

　オロチはいぶかしげな顔で答える。

「それだー……。『思いこみ』だ」

「思いこみ……？」

「リラックス効果があるという説明が一種の暗示となって、ロゼは催眠状態に陥ったってことだ」

「だから、僕は催眠術とかできないよ!?」

「うちのロゼは特別に純粋だからな。勝手に催眠術にかかった──いや、常時、催眠にかかっているような状態と言ってもいい」

「えぇ……？　それ日常生活ままならなくない……？」

　オロチはドン引きしている。

「なに言ってんだ。そこがうちのロゼのかわいいところだろーが。──ところでてめー、ロゼの緊張をほぐしてなにをしようとしてたんだ！」

「や、やましいことは考えてないよ！　──僕、不眠症なんだよ。アロマとかいろいろ試したけど全然効果がなくて。でも、誰かと一緒だと眠れるんだ。だから一年に一回、町の女の子を寄こしてもらって添い寝してもらうんだよ」

「よし、殺すか」

　イルマは指をぽきぽきと鳴らした。

「いや聞いてた!?　ただの添い寝だよ!?　ぽんぽんしてもらうだけだよ！　変な意味とか全然ないから！」

「じゃあおっさんでも呼んで一緒に寝てもらえばいいだろーが！　性別と年齢まで指定しておいて『変な意味じゃない』なんて通るかそんな話！」

「で、でも、おっさんは固いし臭いだろ？」

「柔らかいおっさんもいるわ！　ってか触る気満々じゃねーか！」

「触る気なんてないよ！　──寝返りを打ったときに図らずもおっぱいやお尻に手が当たってしまうことはあり得るけど──ほんと触る気はないよ！」

「小声で注釈つけても聞こえてるんだよ！　万死だ！　万死させる！」

「わからない娘だな！　そもそも君たちふたりはなんでここにいるの？　呼んでないでしょ！　出ていきなよ！」

　皮膚に鱗うろこが浮きあがり、手は蛇の頭に変化していく。ついで肩甲骨のあたりが盛りあがり、ローブを破って蛇が現れた。病弱そうな細面の顔も鱗に覆われ、蛇と化した。

　五匹の蛇が口を開け「シャー」とのどを鳴らした。

　──まずいぞ……。

　オロチの住処すみかは思いのほか広く、オロチの行動を制限できない。秘策だった酒ももはやなんの役にもたたない。

　──どうすれば……！

　クノハの緊張をよそに、イルマとニノは顔を寄せあいぼそぼそとなにやら話している。

「……お嬢さん方？」

　オロチの呼びかけには答えず、ふたりは話しあいをつづける。そしてうんうんとうなずきあうと、イルマが代表して声をあげた。

「それさ、最終形態？」

「最終形態……。まあ、そうだね」

「首、これ以上、増えないね？」

「増えないけど」

「足りなくない？」

「なにが」

「首が」

「いや、意味がわからない。首が足りないってなんだい？　自分がその質問をされたって考えてみて。おかしいでしょ」

「でも、もっと多いって聞いてたから」

「多いって……首が？　何本？」

「八本」

「八……」

「ヤマタノオロチなんだろ、だって」

　オロチが絶句している。五本の首が小刻みに震える。

「……で……な……」

「え？」

「その名前で僕を呼ぶなあああ！」

　右腕の蛇が矢のような速さでふたりに肉薄した。ニノはイルマを突き飛ばし、自らもかわそうとするが、牙が腕をかすめ、着物の袂たもとが破けた。

　やはりニノは素晴らしく速い。一瞬でオロチの攻撃を見極め、イルマを守り、自ら回避まで試みた。

　袂に血がにじむ。

「貸せ！」

　イルマがニノの腕をとり、革表紙の本を開いてヒールを詠唱した。傷口がみるみるうちに塞がっていく。隠れて努力をしていたのだろうか、ヒールの効果が上がっている。

　ニノは傷が塞がるや否や刀を抜いて、オロチの左腕の攻撃をかわし、剣撃を打ちこむ。ギン、と金属の弾はじきあう音が響く。

　オロチの攻撃はやむことがない。第三、第四の攻撃がニノを襲う。牙がニノの着物を、皮膚を裂く。イルマは負けじとニノの傷を癒やし、戦闘に復帰させる。

　しかしニノが徐々に押されはじめる。傷は癒やされても、やむことのない攻撃に徐々に体力が削られていく。

　腕の二匹、そして背中の二匹の攻撃を間一髪のところで避さけたものの、オロチの尻尾まではかわせず、ニノの身体からだは吹き飛んだ。

「きゃあ！」

　──おっと！

　風の魔法を唱えて吹き飛ぶニノの身体を減速させながら、クノハは彼女の身体の下に滑りこんでキャッチする。

　勢いそのまま、本棚に激突する。なんとか体勢を入れかえて背中からぶつかったものの、本棚が倒れてきてしまい、クノハはぎゅっとニノの身体を片手で抱き寄せると、もう一方の手で本棚をささえた。

　本が降りそそぎ、ふたりは埋まる。

　──なんとか無傷で済んだか……？

　クノハはニノを見た。

　ばっちり目が合った。

　──……え？

　クノハは本棚に伸ばした自分の腕を見た。

　腕が見えている。つまり──。

　──陽炎かげろうが解けてる……!?

　オロチの広間は坑道と同じく岩肌に太い木の根が走っており、それが広間の空気を均一に調節しているせいで陽炎の効果が弱まったらしい。

　ニノの目が大きく見開かれる。顔がみるみる紅潮していく。

「ち、違っ……、これは……！」

　弁解しようとするクノハをよそに、ニノの目がすいっと下を向いた。クノハも釣られてそちらを見た。

　クノハの手が、ニノの左胸を鷲わしづかみにしていた。

　そのときクノハの身に不思議なことが起こった。「申し訳ない」という気持ちとともに「あ、もうどうせ弁解しても無駄じゃん」という捨て鉢な気持ちが沸き起こり──。

　ニノの左の乳房を一揉もみしてしまった。

『せっかくだから』。クノハの行動はまさにその一言に尽きる。

　ニノは「はふぅ……」と小さな吐息をつき、事切れるみたいに気を失った。

　──すまああああん！　すまんニノ……！　本当にすまん！　すまなかった、が……。

　クノハは手をわきわきさせた。

　──俺、この感触、一生忘れないから……！

　それは謝罪というより感謝の念だった。

「さあ、前衛はいなくなってしまったよ」

　オロチの勝ち誇ったような声が聞こえた。本棚の下から覗のぞくと、イルマが悔しそうに歯は嚙がみしているのが見えた。

　この状況を打開するにはロゼに例の魔法を唱えてもらうしかない。それには彼女を起こさねばならないが、クノハの存在を悟られてはまずい。

　姿を隠したまま、直接は触れず、ロゼを目覚めさせ、魔法を使うように誘導する。

　──どうするか……。

　辺りを見回し、あるものに目をとめる。

　──……あれだ！

　クノハは傍らに落ちていたニノの刀をオロチに向かって投とう擲てきした。

「イタチの最さい後ごっ屁ぺか！」

　オロチは尻尾を持ちあげて刀を弾く。弾かれた刀は回転しながら高く舞いあがった。

　──計算どおり！

　力を加減してオロチにも弾きやすいよう、同時にあくまで弱ったニノが投げた体ていにして、さらに上方へ弾くように角度も考慮して放り投げたのである。

　クノハは陽炎の魔法をかけ直し、本棚の下から飛び出した。高く跳躍し、くるくると回る刀を宙でつかみ、地上の『あるもの』に目を向ける。

　それは酒さか樽だるだった。

　着地する勢いそのままに刀を振りおろす。

　白刃一いつ閃せん。酒樽は縦に割れ、酒が勢いよく溢あふれ出した。イルマやオロチからは弾かれた刀が偶然に樽を割ったように見えているはずだ。

　むせるようなアルコールの香気が辺りに流れ出す。

「げほっ、げほっ……！」

　と、ベッドの上のロゼが苦しそうに咳せきをしながら身体を起こした。

　──よし……！

　アルコールが苦手なロゼには、酒の香気が気付け薬になるのではないかとクノハは踏んだのだ。

「やあロゼさん、目が覚めたようだね。いまこのこぢんまりとした娘を片すからちょっと待っててね」

　オロチがそう言うと、イルマは自分を抱くようにして胸を隠した。

「てめー、こぢんまりって言ったか！　相手取るぞコラァ！」

「違うから！　小柄！　身体全体のこと！　あと冷静に考えてオロチが法廷に上がるわけないよね!?」

「じゃあここで開廷してやる。原告はわたし、裁判長もわたし！」

「そんな不平等な裁判ある!?」

　──よし、そのまま時間を稼げ、イルマ……。

　忍び足でロゼに歩み寄る。

　ロゼはベッドに腰かけたまま、ぼうっとイルマとオロチの言葉の応酬を眺めていた。頰ほおがほんのり赤い。しきりに「ひっく、ひっく」としゃっくりをしている。

　──もしかしてこいつ……酔ってる……？　匂いだけで……？

　しかし多少ぼうっとしているほうがごまかしやすい。クノハはロゼの耳元に口を寄せた。

「魔法を使うのです……」

　風の魔法で空気の膜を作り、声を変える。ロゼにはロッカの声に聞こえているはずだ。

　ロゼは焦点の定まらない視線を宙に漂わせる。

「女神さま……？　魔法……、光るやつですか……？」

「そうです、あれを使うのです」

「わかりました」

　ロゼは胸に手を当てた。胸のなかからピンク色の光球がせり出す。

　──ええ？　ちょ……とんとん拍子に話が進むんですけど……？

　いつものロゼなら声をかけた時点で「お久しぶりです！」とかなんとか挨拶がはじまり、ようやく魔法の話になっても、どうしていま魔法を使うのかと説明を求められ、説明している間に話が明後日あさつての方向に向かっていくところだ。

　──酔ってるから……？　こいつ常時酔っ払ってたほうがいいんじゃないか……？

　そんなことを考えている間に光球が弾け、一瞬だけ広間がピンクに染まった。イルマもオロチも目を大きく開いてロゼを見る。

　ロゼはおもむろに立ちあがるとすらりと鉄剣を抜いた。

　いや、それはすでに鉄剣と呼べるものではなかった。白く清浄な光を放ち、剣身は鏡のように風景を映す。キーン、と共鳴するような音があたりに響き渡り、オロチの山にまとわりつく瘴しよう気きを洗い流す。

　──よし……！

　精霊出現のからくりに気がついたのは、ミネルバの言葉がきっかけだった。

　彼女は「精霊は『場』を守る」と言った。クノハはこう考えた。

　精霊にとっての『場』があの剣だったとしたら、すべてに説明がつく、と。

　クノハが鉄剣を購入したあのうさん臭い武器屋の主人が言った言葉──『この剣は百年ほど前に作られたもので、数々の傭よう兵へいや剣士の手を渡って、いまここにあるんだ』。それが真実だったなら、長い年月、多くの戦場を渡り歩いたその剣に戦の精霊が宿っていても不思議はない。

　ミネルバの言いかけた言葉を思い出す。

『ホーリーシンクを使ったときのことを思い出してほしいんだけど、そこに──』

　彼女はこう言おうとしていたのだ。

　そこに、古い武器はあったか、と。

　神聖同調ホーリーシンクを唱えたとき、呼び寄せられていたのは森の精霊だけではなかった。剣のなかにいた戦の精霊も、ロゼと通じ、外界へと呼び寄せられていたのである。

　眠眠荘で、剣を抱きしめたときに現れ、放したとたん消えてしまったのは、まだロゼと精霊の同期が弱かったからだ。いま再び神聖同調ホーリーシンクを唱えたことで完全に通じあい、ロゼの身体を借りることで、幼体の精霊でも力を解放できるようになった。

　お人ひと好よしのロゼは数多くの人びとを惹ひきつけ、味方にした。そしてついに精霊まで味方につけたのである。

　ついでに、クノハがロゼを守っていることを精霊が知っていた謎も解ける。宿屋で問うたとき、精霊はこう答えようとしたのだ。

『当たり前でしょ。だって──』

　だって──元の持ち主はクノハだったからだ。力は解放できずとも、精霊はずっと剣のなかでクノハも見守っていたのである。

「なんだその力は……。なんだその力は！」

　オロチが叫び、腕を振りあげた。

　しかし、遅い。

　ロゼは剣を逆手に持ち替え地面に突きたてた。切っ先が岩の地面に吸いこまれるように刺さる。

　地面が揺れた。揺れはどんどん大きくなり、立っていられないほどとなる。剣を中心にひびが四方八方に走り、そのひびのなかから白い光が溢れて天井を照らす。ひびは地面にとどまらず、壁に、天井にその範囲を広げ、大小の岩がクノハたちに降りそそぐ。

　──やばい……！

　坑道が崩れそうだ、などという生やさしい状況ではない。剣の刺さった地中の奥深くに、とんでもない量の魔力が胎動しているのだ。

　──崩れるどころか消し飛ぶぞ！

　精霊の声がした。

『たいへんなことになるからはやくっていったでしょ！　力がたまりすぎちゃうんだから！』

『そっちかい！』

　ひびから溢れる白い光はさらに強くなる。クノハは慌ててニノを抱きかかえると、つぎに尻餅をついていたイルマを脇に抱え、出口へ向かって全力疾走した。

　外へ飛び出した瞬間、クノハの背後で光が爆発した。

　クノハは襲いかかる衝撃波から身を守るために、あらゆる属性の魔法をでたらめに放った。逆風を吹かせ、火炎を噴射し、土の壁を作る。圧倒的で純粋な魔力に対し、いったいどんな魔法が効果を示すのかさっぱりわからない。

　クノハたちは光に飲まれた。視界が真っ白になる。耳がやられたのか、爆発音はやみ、耳鳴りだけが聞こえる。いま自分が吹き飛ばされているのか、どちらが上か下かもわからない。ともかくイルマとニノを助けねばと、クノハはふたりを水の魔法で覆った。

　つぎに気がついたときには、クノハは地面に倒れ伏していた。

　弾はじかれるように身体からだを起こし、周囲に目をやる。

　イルマとニノが倒れている。クノハは慌てて彼女らの口元に耳を寄せた。

　呼吸音が聞こえる。単に気絶しているだけらしかった。ほうっと安あん堵どの息をつき背後に目をやった。

　山の中腹がごっそり削りとられていた。スプーンですくい取られたプリンのような有様だった。

　神剣の力に大きな期待を寄せていたことはたしかだ。しかし──。

　──期待以上にもほどがあるだろ……！

　ロゼはどうしたってクノハの思いどおりにはなってくれないらしい。

　削りとられた山の断面に、坑道がまるで蟻ありの巣のように走っている。最奥の広間だった場所にはオロチが倒れ伏しており、そのすぐ側そばにはロゼがまったくの無傷で棒立ちになっていた。

　クノハは再度、陽炎かげろうの魔法で身を隠し、ロゼに近づいた。

　しゃっくりを繰り返していた彼女は、急にがくりと膝をついた。酔いがひどくなったのか、力を使い切ったのか、あるいはその両方か。

　──まったく、どうしようもない奴やつだな……。

　クノハは思わず苦笑した。

　はじめて会ったときはこんな世間知らずで力もない、魔力もない、ないない尽くしの少女に勇者を務めるなど無理だと思っていた。実際、どんなにサポートしようとしてもロゼはその無軌道な言動でクノハを翻弄し、一度たりとも思いどおりにはならなかった。それがなんだかんだと神に近いランクの魔物、オロチを倒したのだ。

　ロゼの頭をめちゃくちゃになで回してやりたい。頑張ったなと声をかけてやりたい。しかしそれはクノハには許されない行為だった。

　後ろ髪が引かれるような思いを感じながら、ロゼに背を向けて歩きだした。

　その足が止まる。

　クノハの視線の先に人影があった。女性だ。肩をそびやかし、獣のようにしなやかな足どりで、豊満な肉体を誇示するかのように歩いてくる。

　──ミネルバ……！

　ミネルバは不敵な笑みを浮かべながらまっすぐロゼのほうへ歩く。

　ロゼが顔をあげた。

「ミネルバさん、あなたが黒幕だったんですね」

　ミネルバはぎょっとして立ち止まった。

「え？　ま、まあ、そうだけど……。それはこれから種明かしするから……」

　しかし酔っ払ったロゼは勝手に話をつづける。

「おかしいと思ったんです。五匹の蛇を同時に操るのが限界なのに、どうして彼がヤマタノオロチと呼ばれるのか。おそらく彼はトッカの町に入り浸っていたのでしょう。そしてヒモのような生活を送っていた。多くの女性に手をつけたんですね。だから八股……『ヤマタノオロチ』と呼ばれるようになった」

「え、ええ、その通りなんだけど、なんでわかるの？　あなたそういうキャラだった？」

　うろたえるミネルバを無視してロゼはつづける。

「そのときの修羅場がトラウマとなって不眠症となり、山に引きこもったあとも、一年に一回、娘を寄こすよう要求するようになった」

「そうよ！　全部当たり！　なんなの！　わたしの一番おいしいところを全部持っていって！　なんなの！」

　ミネルバは地団駄を踏んで悔しがった。クノハは胸がすっとした。

　──酔っ払うと脳のリミッターがはずれて、ビストロ・ロゼのときみたいにわけのわからん天才性が発揮されるのか？　よくわからんがもっとやれ！

　ミネルバが不敵に笑う。

「でも、わたしがつぎになにをするか……それはわからないでしょう？」

「まさか……ミネルバさんは実は吸血鬼で、オロチさんを下僕にすることでパワーアップさせようとしているとか。お店で口元を隠すように笑っていた、あの仕草……。牙を隠すためだったのでは？」

「そうよ！　もういいわ、少し黙ってて！　──ちなみにだけど、わたしがどうしてそんなことをするのかは」

「そのほうが面白くなりそうだったから。つまりは娯楽、ですか？」

「そうよ！　はい、黙って！　もう本当に黙って！」

　ミネルバはやけくそ気味に叫んだ。膝をつき、オロチの首もとに顔を寄せて嚙かみついた。

　ミネルバはオロチの頭をはたいた。

「鱗うろこが固いのよ、おバカ！　気を利かせなさいよ、だから五股止まりなのよ！」

「う、う……」

　八つ当たりをされたオロチはほとんど泣きそうな顔になりながら、首もとの鱗を人間の皮膚へと変化させた。ミネルバは改めて首にかぶりつく。

　血を吸い終え、口を離す。血の混じった唾液の糸がつうっと伸びた。

　オロチの身体がびくりと跳ねた。腕と背中の四本の蛇が急速に腐り、土に還かえる。そして最後に残った頭の口が開き、なかからなにかがせり出した。

　それは蛇の頭だった。ひとつの蛇の頭から多数の蛇の頭が、まるで脱皮でもするみたいに這はい出してくる。

　ロゼが顔をしかめる。クノハもその奇怪で異様な光景に不快感を覚えた。

　ミネルバは愉快そうに笑った。

「ヴァンパイアに嚙まれたものはヴァンパイアとなる。ヴァンパイアの力を得て、そして抑圧から解放される。そう、この姿は、彼がなりたかった本当の姿」

　やがて、オロチは変態を完全に終えた。

　大木のような蛇が九匹、鎌首をもたげてロゼを見おろしている。九つの身体は半ばあたりで一本となり、尻尾の部分にちょこんと人間の身体がくっついて引きずられている。

　──九本……!?　八本じゃないのか!?

　ミネルバがオロチの顔を見上げた。

「これが、あなたが本当になりたかった姿なのね」

　オロチは十八の目をミネルバに向けた。

「最高の気分だ。いままで感じていた罪悪感が、いまはゴミのように感じる。僕は解放された。なにも怖くない。いまなら言える」

　オロチは空に向かって叫んだ。

「本当は八股じゃなくて九股でした！」

　オロチのカミングアウトが木霊こだまして、虚空に吸いこまれていった。

　──その鯖さば読み、意味ある……？

　オロチはヴァンパイアとなり、力だけでなく下げ衆す度も上がった。

　オロチの首がいっせいにロゼを見た。彼女は落ち着いた様子で神聖同調ホーリーシンクを唱える。

　ピンクの光が弾けた。しかし剣はうんともすんとも言わない。

　──力を使い果たしたか。

　精霊とはいえ幼体である。すでに深い眠りに入ったようだった。

「へ？」

　と、その場にいる誰のものでもない声が聞こえた。その者はオロチとロゼの間にいた。

　ロッカだった。彼女は地面に肘をついて寝そべっていた。髪は頭のてっぺんで雑な団子にまとめられている。ピンク色の水玉模様があしらわれた、ゆったりとした部屋着を着ていた。指には豆菓子がつままれている。

　ロッカはロゼを見て、ミネルバを見て、オロチを見た。

「あ、ああ……」

　ロッカは立ちあがった。

「ああああいやああああ！　見ないで！　オフのロッカちゃんを見ないでえええ！」

　そしてなぜか眉毛のあたりを手で隠して走り去った。

　──ロッカ、あいつ……。

　クノハはミネルバの店で読んだ本の一節を思い出していた。

『ホーリーシンクは高位、中位の神には効果がない』

　──やっぱり低級だったのか……。

　なんとなく予想はついていたものの、はっきりわかってしまうとひどく不ふ憫びんな気がした。

　どさり、と音がした。クノハははっとして音源に目を向けた。

　ロゼが倒れていた。今度こそ本当に力を使い果たしたらしかった。
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「都合がいい。一緒に眠ろう。ぽんぽんは……あきらめる」

　オロチはそう言って、ロゼのベルトに牙を引っかけ、持ちあげた。

　クノハは奥歯を嚙みしめた。歯が砕けてしまいそうなほどに、強く。

　ヴァンパイアとなり抑圧から解放された彼が、ただ添い寝をするだけで済むだろうか。

　イルマもニノも目を覚まさない。もう、オロチを止める手立てはない。

　たったひとつを除いて。

　──俺が助ければいい。

『クノハさんが死にでもしないかぎり力は取り出せません』

　ロッカはたしかにそう言った。

　ならば──。

　頭のなかにいままでの出来事がよぎった。出会ったばかりのクノハに一緒に冒険しようなどと持ちかけたロゼ。なんてうかつな奴なんだと思った。でもそのうかつさは、ひとを信じている証あかしでもあった。彼女はクノハを信じた。クノハもいまなら信じられる。

　──俺がいなくなっても、あいつは世界を救える。

　クノハは陽炎かげろうの魔法を解き、飛び出した。

　母のあの言葉は思い浮かばなかった。誰かに言われたからではなく、クノハは自分の意志で彼女を、命を賭しても守りたいと、そう思った。

　風の魔法で高く高く飛びあがり、混合魔法のアクアキャリバーで牙を切断する。ロゼの身体からだを横抱きに抱き、ふわりと着地する。そして彼女を草むらに横たえた。

「待ってたわ～、クノハ」

「ミネルバ、お前……。俺を釣り出すために」

「そうよ」

　ミネルバは自分の身体を抱くようにして身み悶もだえた。

「神の意志で決して交わってはいけないふたり。彼女の危機に、禁忌を破って駆けつける男！　あ～！　こんな燃えるシチュエーションある～？」

　ミネルバはクノハの行動が神の命令であるかどうかを気にしていた。それがこんなバカバカしい理由だったとは、怒りを通りこして呆あきれる。

　クノハはオロチに目を移した。オロチは余裕しゃくしゃくの態度を崩さない。

「誰だい君は。僕たちの眠りを邪魔しないでくれないか」

「そうか、お前、眠りたいのか。ちょうどいい、俺が永遠に眠らせてやる」

「ああ、それよく言われるよ。君と同類の、功名心だけは高い愚かな冒険者に」

　オロチは「シャシャシャ」と耳障りな声で笑った。

「九本の首は九つの命。つまり君は九匹のオロチを殺さねばならないわけだけど。脆ぜい弱じやくな人間にそれができるとは思えないなあ」

「脆弱……。そうだな俺は脆弱な人間だ」

　クノハはにいっと笑った。

「でもな、なんの因果か山から引っぱり出されてあいつのことを追いかけているうちに、外の世界も悪くないと思えるようになったよ。だから──お前よりはましだ」

　クノハは腕を広げた。右手は黄色に、左手は赤色に光る。

　黄色、つまり土の魔法が発動した。どこからともなくやってきた白っぽい砂さ塵じんがオロチを包みこむ。オロチは白けたような声をあげた。

「なんだい？　それなりに強い魔力は感じるが……土つち埃ぼこり？　目潰しのつもりかい？」

　クノハは答えず、いつもの落ち着き払った声で唱えた。

「混合魔法マツシユアツプ」

　赤く輝く左手をかかげる。

「太陽の種火ダストエクスプロージヨン」

　パチンと指を鳴らした。

　刹那、オロチを中心に半球状の爆発が起きた。激しい炎が彼の巨体をすっぽりと包む。

　砂塵はただの砂ではなかった。硝石を限界まで細かく砕いた粉だった。魔道士である父親との研究で、この石の粉が爆発を起こすことをクノハは知っていた。

　ごお、と聞こえるのは、業火が空を焦がす音か、それともオロチの断末魔か。

　爆発と炎が収まる。森に穴が空いたみたいに、焼け焦げた地面がむき出しになっていた。

　その中心に黒焦げとなったオロチが横たわっていた。八匹の蛇が消し炭のようになっている。

　一匹だけ傷の浅い蛇が目を開けた。どうやら爆発が起こった瞬間、八匹の蛇をまとわりつかせて耐え抜いたらしい。しかし焼け焦げてこそいないが最初の爆発はまともに食らったらしく、横たわったまま動くことができない。

　クノハは爆心地へ進む。そして横たわるオロチの前で立ち止まった。

　じっと見おろす。

　ひとと交わって心を病み、山に逃げこんだくせに、ひとへの未練は捨てきれない。

　オロチはまるでクノハだった。

　見るに堪えない。とどめを刺そうと、混合魔法『アクアキャリバー』を唱える。

　拳を突きだす。

　いまにも魔法を放とうとしたその瞬間、あるものが目に入った。

　伸ばした腕、その手首にあるもの。

　それはロゼからもらった白しろ銀がね色のバングルだった。

『怒りそうになったら、これを見て、そして笑って』

　彼女はそう言った。なにを甘っちょろいことを。そのときはそう思った。

　しかし、いまは。

　クノハは魔法を引っこめた。オロチはそんなクノハを怪け訝げんそうな顔で見ている。

「なにを……している……。とどめを、刺さない、のか……？」

「誓え。もう悪さはしないか」

「なんだい、急に」

「いいから誓え！」

　あたりが急に暗くなったと思ったら、ぽつりぽつりと雨が降ってきた。雨はしだいに強くなり、むき出しになった土を抉えぐる。ときおり雷鳴も聞こえてきた。

「わかった。誓おう。誓うから──」

　オロチは上に目を向けた。空には山を飲みこまんばかりの巨大な雲がとぐろを巻いていた。

「そのおっかない魔法、キャンセルしてもらっても……？」

　クノハは胸の前で拳を合わせていた。両方の拳とも風の魔法だ。しかし右はプラスの、左はマイナスの性質である。このふたつを合わせることにより、気圧と気流を操り、巨大な雷雲を呼び出した。

　混合魔法『スーパーセル』である。

「すまん、つい」

「つい、でこの規模は出ないでしょうよー……」

　クノハは拳を開いた。雨が弱まり、雲の切れ間から日差しが降りそそぐ。

　オロチから目をそむけたまま、クノハは言う。

「町にはお前のことをかばう酔狂な奴やつもいる。大人しくしていれば、誰も危害をくわえにはこないだろう」

「かばう……？　そのひとの名は──もしかしてクラーラかい？」

　クノハはうなずいた。

「そうか、クラーラが……。変わらないな……」

　オロチの顔に嬉うれしそうな笑みが浮かんだ。

「いま思えば、最後にぐっすり眠ったのはクラーラの膝枕だったな。彼女の膝枕は最高だった……。すごいんだよ、ほんと。太ももに頭を乗せるだろ？　そしたら顔に乗っかるんだよ、胸が！　僕は魔物だけど、ここが極楽かと思ったね──って、なんで魔法唱えてるの？」

　クノハは混合魔法『アクアキャリバー』を唱え終わった。

「いや、ツッコミ待ちかと思って」

「そのツッコミは殺意高すぎるよ……」

　オロチは少し笑った。

「それにしても、君はもう少し恐ろしい者かと思ったよ。まさか『誓え』とはね」

「あいつに関わったせいで甘っちょろいのが移ったんだよ」

「あいつ……というのは、君の後ろにいる彼女かい？」

「は？」

　クノハは振り向いた。

　目の前にロゼの顔があった。

「クノハ、どうしてここにいるの？」

「はああぃっ!?」

　クノハは飛び退すさった。オロチの身体にけつまずいて尻餅をつく。

「おま、おま、おま、おま……！」

　ロゼを指差し、悲鳴のような声で言った。

「お前、いつから起きてた!?」

「クラーラさんの膝枕がどうこう、のあたり、かな？」

　クノハは安あん堵どした。オロチとの戦闘は見られてはいなかったらしい。

　ロゼは削られた山を見あげた。

「ええ？　どうしてこんなことに？」

「お前、覚えてないのか？　なにも？」

　ロゼはこくりとうなずいた。酔っ払っている間のことは記憶にないらしい。クノハは胸をなでおろした。

「それよりクノハはどうしてここに？」

「それは……山が爆発したから」

　ロゼは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「山が爆発したから……だけ？」

「気になったから……」

「なにが？」

「……お、……お前が」

「わたしが……」

　ロゼは『にへー』とだらしない顔になる。

　──こいつ……最近いやに押しが強いな……。

　誰にでも優しい彼女は、クノハには少しだけ意地悪だ。しかしそれが満更でもないと感じている。

　──俺、軽いマゾなのかな……？

　オロチが抗議の声をあげた。

「僕、わりと致命傷なんだけど……。イチャつくならよそでやってもらえるかな？」

「イチャついてはいない！　──な？」

　ロゼに同意を求める。しかし彼女は顔を赤くして「イチャつくだって……！」とつぶやき、もじもじと身体を揺するだけだった。

　──こいつ……！

　クノハはぎりぎりと歯は嚙がみした。

「バカなことやってないで、とっととイルマとニノを回収して町にもどるぞ！」

「あ、待って」

　ロゼはオロチの前に進み出た。

「人間の姿にもどれる？」

「できるけど……」

　大きな口から人型のオロチが吐き出された。蛇の身体は朽ちて砂になり、さらさらと崩れていく。

　ロゼは満足げにうなずくと、地面に正座をした。そして自分の太ももをぽんぽんと叩たたく。

「はい、どうぞ」

　オロチがきょとんとする。

「ずっと眠ってないんだよね？　膝枕。これなら眠れるんでしょ？」

　ロゼがクノハを見た。

「いいよね？」

「……なぜ俺に聞く」

　オロチはクノハを見た。

「いいのかな？」

「だからなぜ俺に聞く！　好きにすればいいだろ！」

「じゃ、じゃあ……」

　オロチはおずおずとロゼににじり寄る。

　クノハはそっぽを向いた。なぜか不愉快だった。

　──くそっ、なんでだよ……。

　独占欲、だろうか。しかしロゼは誰の物でもない。彼女の優しさは、あまねく皆に与えられるべきだ。なぜなら彼女は世界を救う勇者なのだから。

「お邪魔します……」

「どうぞ」

　オロチが体勢を変える気配を感じた瞬間、クノハは振り返りざまに、

「おっと手が滑ったあ！」

　と、オロチのあごをかすめる鋭い突きを放った。

　オロチは「ぺへぇ!?」みたいな声をあげて白目になり、地面に倒れた。

　ロゼはぎょっとした。

「え、ど、どうしてオロチさんを殴ったの!?」

「殴ってない、かすっただけだ。それに、見ろ」

　クノハは倒れ伏したオロチをあごで示した。

「ぐっすり眠ってるじゃないか」

「クノハ、これは寝たんじゃなくて気絶だよ」

　──え、なにその正論。まだ酔ってる？

「クラーラさんのところに連れていって、ちゃんと寝させてあげようよ」

「で、でも、こいつ女の敵……、いや！　男の敵でもある！　町に連れてくなんて……」

「昔のことだよ、クノハ。一回くらい許してあげようよ」

「でも」

「クノハ、お願い」

　ロゼはまっすぐクノハを見すえる。べつににらんでいるわけではない。なのにクノハが思わずたじろぐほど、その視線には強い意志が感じられた。

　クノハはかろうじて反論する。

「こ、こんな奴のために……」

「クノハ」

　クノハは口をぱくぱくさせた。そしてやけくそ気味に叫ぶ。

「……わかったよ！　運べばいいんだろ！」

　ロゼは晴れやかな笑みを浮かべ「ありがとう！」と礼を言った。

「わたし荷車探してくるね！」

　ロゼはオロチの広間があった辺りに走っていく。

「まったく……ひとがいいというか楽天的というか……」

　ロゼの背中にぼやく。

　──そういえば、ミネルバの奴はどこに……？

　クノハは周囲を見回した。

　更地になった山の中腹に、一本だけしぶとく木が立っている。その幹に、短剣で紙が留とめられていた。そこにはこう書いてある。

『思いどおりにはならなかったけど　わりと楽しかったわ　また会いましょ　ミネルバ』

　そして文末にはキスマーク。

　──お断りだ……！

　クノハは炎の魔法で紙を焼き払った。




　　　　○




　奇跡的に無事だった荷車に昏こん倒とうしたイルマとニノを乗せて、オロチのほうはクノハが背負って山を降りた。

　眠眠荘のクラーラを呼び出し、オロチを目の前に下ろす。それを見たクラーラは、しわだらけの顔をまるで恋する乙女のように華やがせた。その表情を見られただけで、重いオロチを背負ってきた苦労が、そしてロゼの気持ちも報われた気がした。

　──そうか。変な名前だと思ってたけど『ひざまくら眠眠荘』って……。

　クノハは半ば呆あきれてふっと笑った。

　クラーラがロゼの手をつかみ、なにやら興奮気味に話している。クノハはそっとその場を離れ、風の魔法で跳躍した。

　──すまん。賭けの約束は守れない……。

　たたら亭の屋上まで移動し、クノハはどこへともなく呼びかける。

「ロッカ」

　クノハの真剣な声からただごとではないと嗅ぎわけたのか、ロッカはすぐに現れた。

　クノハはロッカの前にひざまずいた。そして胸の前で拳をぶつけ、魔力を込める。

「なにをしているんですか」

「前に言ったな。俺が誰かに殺されるなんてことはあり得ないと。──だから、魔力を暴走させて自爆する」

　魔力がさらに大きくなる。

「なぜ、そんなことを」

「このままではお前は主神に消されてしまう。だから……俺が死んで、この力を取りだすことができれば、ロゼに移し替えられる。すべて本来あるべき状態にもどせる」

　ロッカはクノハの拳に手を添えた。息を吹きかけられたロウソクの火みたいに、いともたやすく魔力は消え失うせた。

「そのお気持ちだけで充分です」

　クノハはロッカの顔を見た。そこには慈愛に満ちた微笑ほほえみがあった。

　──こいつ、こんな女神らしい顔をするんだな……。

「クノハさんは、とてもよく頑張ってくれました」

「でも、俺は……たいして考えもせずに飛び出して、オロチを……」

　ロッカはゆるゆるとかぶりを振る。

「ああするよりほかはありませんでした。むしろああしなければ、わたしはあなたを軽蔑していたでしょう」

「でも……でも……このままじゃ、お前が……」

「すべての原因は、わたしにあります。あなたがその責を負うことはありません」

　ロッカの身体からだが光りはじめる。

「ああ、はじまりましたね」

「はじまったって……まさか！」

　うろたえるクノハに対し、ロッカはあくまで冷静だ。覚悟はできているといった表情だった。

「時間がありませんから、手短に。──あとのことはお任せします。あのときとっさにロゼさんを助けたクノハさんになら、安心してお任せできます」

　光はどんどん強くなり、表情どころか輪郭すらわからなくなる。

「ロッカ……！」

　もう見えないのに、ロッカが笑ったような気がした。

　光が粒となってはじけた。粒は火の粉のように飛んで、すうっと消えた。

　あまりに呆あつ気けない最期だった。

「あ、ああ……」

　クノハは手をついた。屋上に薄く積もった土つち埃ぼこりにぽたりと雫しずくが落ちて染みができる。

「すまない……すまない……ロッカ……！　ロッカあ！」

　おっちょこちょいで鬱陶しくて、根はネガティブだし、およそ女神とは思えないロッカ。しかし彼女とのやりとりを、どこかで楽しんでいたのもたしかだった。ずっとひとりで過ごしてきたクノハにとって、久しぶりの、いや、もしかするとはじめての、気の置けない友人のような少女。

「くそ……！　くそお……！」

　主神とやらに憎しみの感情が湧いてくる。しかし彼女は罪を受け入れたのだ、逆恨みというものだろう。任せると言った彼女に報いるためにも、ロゼを最後まで支える。それが自分がなさねばならないことだと、クノハは強く決意した。

　肩になにかが触れた。一度だけでなく、二度、三度。

「うるさいな、いま悲しんでるんだから放っておけよ」

　鳥でもとまったのかと肩口に目をやる。

　そこには人間の手があった。手から腕へと目を移し、さらに視線を移動させて、背後にいた人物の顔を見る。

　ロッカだった。

「は、ああ……？」

　クノハはかすれたうめき声をあげた。

「なんで……、お前、消されて、ない……？」

　ロッカはこくりとうなずいた。

「消されてませんし、これからも消されません」

「どういう、こと……？」

　ロッカはいつもみたいにペロッと舌を出した。

「軽いジョーク♥」

「重すぎるわあああああ!!」

　クノハの心からの叫びがトッカの町に響き渡った。

「言ったじゃないですか。『いつか天罰を与えますからね』って」

　たしかに覚えがあった。はじめてロッカと会ったときのことだ。主神に消されたほうがいいとジョークを言ったクノハにロッカが言ったセリフだった。

「執念深すぎだろ……！」

「執念とは失礼な。有言実行と言ってください」

「ひとの人生を有言不実行でかき回したくせに」

「だからそういうことを──」

「とにかくお前が無事ならよかった」

　それはクノハの本音だった。

　ロッカは言葉を飲みこんだ。そして照れたように頰ほおをかく。

「ま、まあ、少しやりすぎたかもしれません。ロッカちゃんのかわいさに免じて許してください」

「かわいさには免じないけど許すよ」

「そういうところですよクノハさん！」

　クノハはくつくつと笑った。ロッカは「むー」とむくれた。

「それにしてもどうして消されずに済んだんだ？」

「やっぱり勘違いしてたんですね。べつにクノハさんが神の力を使って魔物を倒しても問題ありませんよ」

「ええ？　でもお前、こっそりやらないと消されるって……」

「よく思い出してください。ロッカちゃんが言ったのは『ロゼちーが立派な勇者としての責務を全うできるように支えてあげてほしい』ということ。そして『主神から預かった大切な力を違う人間に授けたと発覚したら消されてしまう』」

「つまり……？」

「ロゼちーが目的の魔物──オロチを倒したように見える結果でさえあればいいんです。今回の場合はロゼちーが山に入って、しかるのちにオロチを打倒できたのでオールオッケー。神だって暇じゃないんです。いちいち過程まで監視してませんよ」

「はあああああああああ!?」

　クノハの心からの叫びがトッカの町に再度、響き渡った。

「いままでの苦労は……いったい……」

　ロッカはにやにやといやらしい笑みを浮かべて付け足した。

「だから、べつにロゼちーたちと一緒に冒険したってかまわないんですよ？」

　クノハは顔を伏せ、しぼり出すように言う。

「でも、俺……。ちゃんと仲間をやれるのかな……」

「プリティゴッデススマッシュビンタ！」

　ロッカは前触れもなくクノハの頰を引っぱたいた。

「あ痛あ!!　お前なにすんだ！」

「言ったじゃないですか。『いつか天罰を与えますからね』って」

「それはさっきもらっただろ……！」

「そうでしたっけ？　──まあ、それはともかく」

　ロッカはこほんと咳せき払ばらいした。

「ロゼちーと行動を共にしてきて、もう気づいているはずです。人を信頼しなければ、人からの信頼は得られません。ロゼちーはクノハさんを信頼しました。クノハさんだってロゼちーを信頼しているはずでしょう？　だから助けに入った。違いますか？」

「……」

「それに、相手のことを思い、見返りは求めず、努力し、自分を投げだせる──そんな関係を、人間の世界では『仲間』と呼ぶって聞きましたけどね」

　そう言って彼女は背を向けた。

「クノハさんが過去につらい思いをしたのは知ってます。でもそんなのはロゼちーには関係ない。あとは一歩踏みだすだけでしょう」

　ロッカの身体が光る。

「これでもまだうじうじするようなら、わたしがまた『天罰』を与えてあげますから」

　ロッカは手をひらひらさせて、空気に溶けるようにかき消えた。

　クノハはゆっくりと屋上の縁ふちまで移動した。

　──痛えんだよ、ウザ女神……。

　頰をさする。しかし、気合いが入った。

　下っ腹に力を入れる。

「せーの……！」

　クノハは屋上から身を躍らせた。
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　クノハは歌劇を鑑賞していた。

　舞台上では女優が、叶かなわぬ恋に嘆く心模様を切々と歌いあげていた。観客席からはすすり泣く声が聞こえてくる。気を抜けばクノハも目頭がむずむずしてしまうほど、その歌声は胸に訴えるものがあった。

　しかし泣いている場合ではない。なぜならクノハはこのあと、その舞台に上がるからだ。

　クノハは舞台袖にいた。足元には下着姿になった男優が気絶している。彼から引ん剝むいた舞台衣装をクノハは身につけていた。そのほかの俳優や裏方にも気絶してもらっている。

　クノハに与えられた任務。それは、女優をさらうこと。無事に公演を終えた彼女を劇場から連れ出し、逃がすのだ。

　クノハはもう一度、舞台の女優に目をやった。彼女はテーブルの上の毒杯を持った。歌声の悲ひ愴そう感が色濃くなる。彼女は叶わぬ恋に絶望し、毒杯をあおって自らの人生に終止符を打つのだ。そこに恋人の男が駆けつける。しかし彼女はすでに息を引きとっており、その亡なき骸がらを胸に抱き、そして幕が下りる。典型的な悲劇である。

　いよいよクライマックスが近づいてきた。女優は杯をかかげる。たおやかな仕草、伸ばした腕から肩、胸元にかけての滑なめらかなラインと、照明で引き立つ白い肌。

　そして後ろでまとめられた、きらきらと輝く美しい銀髪。

　女優は、ロゼだった。

　なんでこんなことになっているのか、話は簡単だ。また彼女のわけのわからない天才性が発揮された結果である。ビストロ・ロゼのときと同様に、ロゼは舞台で主役を張るまでに登りつめたのだ。

　しかしそれがいけなかった。再びミネルバに目をつけられ、彼女の権謀術数でロゼたちはお尋ね者にされてしまっていた。

　せめて公演は成功させてやりたい。しかし早く逃げなければならない。そのぎりぎりの妥協案が、ロゼをさらい、逃がすことだった。

　舞台にのめり込んでしまったロゼはそんなこととはつゆ知らず、演技をつづけている。

　毒杯をあおる。赤い液体がこぼれ、首から胸元へ筋を描く。

　杯が床に落ち、砕け散った。ひゅう、と音をたてて息を吸いこんだロゼは、がくりと膝をつき、床に伏す。見えない誰かを求めるように手を伸ばし──その手が床に落ちた。

　不思議と死の悲惨さは感じなかった。そこにあったのは、ただただ狂おしいまでの美しさだった。観客たちはすすり泣くことさえ忘れ、息を詰めている。

　クノハも目を奪われていた。しかしロゼの演技に感心している場合ではない。

「セレナ！」

　クノハは舞台に飛び出した。

「おお、セレナ。いったいどうしてこんなことに……」

　管弦楽が劇場に響き渡る。

「セレナ！」

　そう叫んで、クノハはロゼの身体からだを抱き起こし、くちびるにくちびるを重ねる──ふりをした。

　ロゼが大きく目を見開いた。

『クノハ……？　なんで』

『しっ』

　ふたりの会話は音楽にかき消される。

　幕がゆっくりと降りてくる。クノハはロゼの耳元に口を寄せた。

『あとで説明する。いまは俺に全て委ねろ』

　ロゼは少し驚いたような顔をしたあと、はにかむような表情になってうなずいた。

　幕が観客席と舞台を遮断した。

　クノハはロゼを横抱きにして駆け出した。舞台袖を駆け抜け、狭い通路を疾走する。控え室や衣装室のスタッフが何事かという顔でふたりを見るが無視する。

　裏口のドアを蹴飛ばし、外へ飛びだした。

　煉れん瓦が造づくりの建物が建ち並ぶ、夜の街角。等間隔に立つ街灯がオレンジ色の光をぼんやりと放っている。トッカの町とは違い、都会的な雰囲気を漂わせていた。

　異様な幌ほろ馬車が止まっていた。どこが異様かというと、御者が御者台ではなく馬に直接またがっているのだ。

　三角帽をかぶった御者──ニノは背筋を伸ばして腕を組んでいる。

「お前……なんでそこに座ってんの？」

「人馬一体と申しますでしょう。離れた場所から手綱を引くのは、わたくしの主義に反します」

　後方の幌の隙間からイルマが顔を出した。

「目立つからやめろって言ったんだけどな。ニノがどうしても馬にまたがりたい、またがらずにはいられないって言うもんだから。またがりたい時期なんだよ」
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「ひとを発情期みたいに言うのはやめていただけますか！」

「その馬、メスだぞ？」

「関係ないでしょう！」

　イルマは頰ほおを引きつらせた。

「おま……見境なさすぎだろ……」

「ちち違いますよ！　オスだろうがメスだろうがという意味ではなく、そもそも発情期ではないから関係ないということで──」

　クノハが口をはさむ。

「とりあえず乗っていいか？」

「ああすみません！　またイルマさんの戯れ言に……」

　イルマが幌をめくって手招きする。クノハはロゼを乗せてやると自らも飛び乗った。

　馬車がゆっくりと進みはじめる。

　ようやく人心地がつき、クノハは長い息をついた。

　ロゼがのんびりとした口調で尋ねる。

「どうしてクノハが舞台に？」

「どちらかというと、それは俺がお前に聞きたいんだがな……」

「？？？」

　ロゼは首を傾かしげる。これもビストロ・ロゼのときと同じだ。本人に道をはずれたという意識がまったくない。

「お前の職業はなんだ？」

「女優」

「聖騎士です！」

　クノハの叫びはほとんど悲鳴だった。

「あ、あ～、そっちね！　──このやりとり前もやらなかった？」

「それは覚えてるのかよ！」

「気づかれたみたいだぞ」

　幌の隙間から後方を監視していたイルマが声をあげた。クノハも後ろを見やる。

　官憲の騎馬隊だった。三名の官憲が、クノハたちの馬車につかず離れずついてくる。

　その官憲たちが突然、抜刀した。

「ニノ！　全速力だ！」

　ニノがかかとで馬の胴を蹴った。馬車ががくりと揺れる。身体が後方に引っぱられる。

「ど、どういうことなの？」

　縁にしがみつきながらロゼが尋ねる。イルマは一枚の紙をロゼに手渡した。

　その紙に目を落としたロゼは眉をひそめた。

「うぉんてっど……。え？　これ……わたしたち？」

　クノハはロゼから紙を受けとった。

「こんなもんまで作りやがったのか」

　そこにはこう書いてある。

『Wanted!　情報を求む　謝礼十万エデン』

　その下には似顔絵。

　へらへらと笑う女。これは恐らくロゼだ。

　目つきの悪い少女。イルマ。

　どろりとした目つきの侍。ニノ。

　そして、眉間にしわを寄せた魔道士。

　──もう少しかっこよく描いてほしいもんだな……。

　さらにその下にも文字がある。

『勇者を騙かたる女とその仲間たち』

　クノハはその文章のなかのある二文字を見て思わず顔がゆるみそうになったが、必死に堪こらえて叫んだ。

「ふざけやがって！　ほんとふざけやがって！」

　そして紙を丁寧に折りたたみ懐に仕し舞まった。

「いやそこはビリビリに破って捨てるとこだろ！」

　イルマが鋭く指摘する。

「い、いや……記念にとっておこうかと思って……」

「なんの記念だよ!?　折に触れて『あのころはいろんな人たちに追われたな～、ふふ』って思い返すのか！」

「い、いいだろべつに」

「ねえ！」

　ロゼが大声をたてる。彼女の疑問を放置したままだった。クノハはさすがにおふざけが過ぎたと反省し、「すまん」と謝罪の言葉を口にしようとしたのだが、ロゼはにいっと笑って予想外のことを言った。

「なんだかよくわからないけど楽しくなってきた！」

「……あいかわらず順応力高いですね」

　クノハは呆あきれた。

　仮に経緯を尋ねられたところで、説明するのははばかられるような内容だった。

　つまり、ミネルバの悪癖。恋愛脳のたまものなのである。

　曰いわく、『なかなか距離を詰められない初心うぶなふたり。逃避行を繰り返すうちに恋は激しく燃えあがり、そしてついに……！　あ～、漲みなぎる～！』。

　──ろくでもない……！

　しかし説明できないのはその馬鹿さ加減のせいではない。

　──だって、なんて説明すればいいんだよ。『ミネルバの奴やつ、俺とお前をくっつけようとしてるみたいでさ。困っちゃうよな～』って。

「できるかぁ……！」

　クノハはうめくようにつぶやいた。

「なにが？」

　ロゼのいぶかしげな顔が鼻先にあった。クノハは後ずさりして距離をとろうとしたが、幌馬車のせまいスペースではそれも敵わず、ただ仰のけ反ぞることしかできなかった。

　舞台の上では演技であることや鳴り響く音楽による高揚感でなんとも思わなかったが、素で近寄られると平静を保てない。

　──これじゃあミネルバの思うつぼだろ……。

「お前、その距離感なんとかしろ！」

「どうして？」

「仲間とはいえ適切な距離を保つべきだろ、仲間とはいえ」

　ロゼは困ったような顔で小首を傾げた。

　イルマが切羽詰まった声を出す。

「官憲との距離がじわじわ詰まってる！　どうするクノハ！」

「なんだって！　仲間である俺を呼んだか！　ようしわかった、仲間である俺に任せておけ！」

「なんだよさっきから仲間仲間って」

「だって仲間だろ！」

「いや、そーだけど……。なんかにやにやしてキモいんだよお前」

「仲間とはいえその言葉はひどいぞ！」

「ひどいと言いつつにやにやすんなよ！　キモいよ！」

「へへへ」

「キんモ……！」

　イルマはぶるりと震えた。

　クノハは正式にロゼたちのパーティに加入していた。仲間となった当初は『これでロゼのサポートが楽になる』と考えたものだが、甘かった。

　神から授かった圧倒的な力を見せるわけにはいかないし、先回りして根回しするにもパーティから一旦離れる理由が必要だし、とにかく枷かせが多い。仲間となることで気苦労はむしろ増量された。

　どうしてロゼが王都で知らぬ者がいないほどの女優となったのか。そこにも、思い出すだけで胃がキリキリとなるほどの苦労があった。

　しかし、それを悠長に思い出している余裕はないようだった。

「前に官憲が！」

　ニノの声。

　御者台に身を乗り出すと、道路を封鎖する騎馬隊が見えた。

「問題ない！　そのまま走れ！」

「で、でも」

「俺を信じろ！　仲間だろ！」

「クノハさまを信用いたします！」

　速度が上がる。

　クノハは馬車のなかにもどると、床に敷いてあった布を引っぺがした。

　墨で描かれた円のなかに文字が放射線状に隙間なく書きこまれている。いわゆる魔法陣である。

「こんなこともあろうかと用意しておいた」

　イルマが顔をしかめた。

「なんだよこれ、字がみっちり……。キモ……」

「お前さっきからキモいキモい言いすぎだからな。いいかげん傷つくぞ」

　クノハは円の中心に手を置いた。

　前方の官憲がぐんぐんと近づいてくる。

　──いまだ！

　手を押しこむように力を込めた。

　魔法陣が紫色に輝く。その光は爆発的に大きくなり、一瞬で馬車全体を飲みこんだ。

「思い描け！　トッカの町だ。強く思い浮かべれば、この魔法はそこに連れていってくれる。心を合わせて、さあ！」

　古代魔法『縮地シヨートカツト』である。

　紫の光が視界を満たす。ふっと胃の迫せりあがる感覚。ずん、という衝撃。馬車が右に左に揺れる。

　光が収まっていく。あたりは真っ暗だ。虫やフクロウの鳴き声が聞こえる。

　──成功だ！

　思いがひとつとなり、古代魔法が成功したのだ。

　クノハは幌ほろを開いた。

「……ん？」

　空に月が浮かんでいる。その下には黒々とした森がざわざわと風に揺れていた。草原に一本の道が走っており、馬車はそこに停とまっていた。

　明らかにトッカの光景ではない。

　──というかここ……。

「ヴァナの街道じゃねえか!!」

　ここにきて、まさかの『振り出しにもどる』だった。

　クノハはロゼに振り返った。

「お前か！　ヴァナを思い浮かべたのか！　トッカって言っただろ！」

「そろそろ部屋を掃除しないと埃ほこりが溜たまってるんじゃないかって気になって……」

　──あの状況で思い浮かべる？　それ……。

　しかし彼女の無軌道はいまにはじまったことではないし、なにより、あまり叱り飛ばして悲しそうな顔はさせたくない。

　クノハは肩をすくめた。

「気にするな。振り出しにもどりはしたが──」

　そして微笑ほほえみかける。

「俺たちの過ごした時間がなくなってしまったわけじゃないから……」

「クノハ……」

　彼女はヴァナの村のほうを指さした。

「よくわかんないけど、せっかくだからうちに寄っていかない？」

「よくわかんないけど!?　いま俺そこそこうまいことまとめたつもりだけど！」

　クノハはかあっと熱くなった顔を手で覆った。

「これじゃあ俺が滑ったみたいじゃないか……」

「滑ってはいたけどな」

　イルマが真顔で言った。隣に立っていたニノが口を押さえて顔を伏せた。肩がひくひくと痙けい攣れんしている。ニノは味方だと思っていたクノハは、それがけっこう堪こたえた。

「そうだ！　お婆ばあちゃんのクレープを食べていってよ！　おいしいよ」

　悪びれないロゼにクノハは苦笑いをする。

　──まったく、しょうがない奴だな。

「それもいいアイデアだが、ヴァナにもどるならひとつやりたいことがある」

「なに？」

「元傭よう兵へいのおじさんに会いたい」




　クノハはこう考えている。

　この旅が終わったら、ロゼが持っていたあの観光ガイド本『じゃららん』の書き手のもとに行って『勇者の仲間になったら』という短いコラムを執筆させてもらおうと。

　内容はこうだ。




〝Ｑ・もしも旅の途中で勇者の仲間になったら？　Ａ・諦めましょう〟








あとがき






　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。藤ふじ井い論ろん理りです。

　さて、お気づきの方はお気づきかもしれませんが、今作『はぐれ賢けん者じや』の登場人物の名前は〇ゼロから九の数字がモチーフになっています。

　ロゼは〇、イルマは一、ニノは二、ロッカは六で、クノハは九と八です。

　なにか縛りを入れることで名前はぐっとつけやすくなります。前作『ラブノート』でも苗みよう字じが北海道の地名縛りでしたし、デビュー作の『クラウは食べることにした』では食べ物関係の駄だ洒落じやれでした。

　ただ、それだけでは芸がないと思い、今作『はぐれ賢者』では数字に意味を持たせてみました。

　その意味とは『関係性』です。相関、と言ってもいいと思います。

　天てん真しん爛らん漫まんで楽天的なロゼと猜さい疑ぎ心の強いクノハは、〇と九というもっとも離れた数字になっています。

　クノハと通じあうところのあるニノは、パーティのなかでもっとも九に近い二に、なんだかんだクノハと相性のいいところを見せるロッカはさらに近い六になっています。

　そして後半に登場するとあるキャラは、クノハと同じ八と九の数字がモチーフです。ラストまで読んでくださった方はその意味が分かると思います。立ち読みであとがきからお読みになっている方、気になりますよね？　買って読みましょう（笑）

　ちなみに僕の名前『論理』は『ロンリー』が元ネタです。なぜなら友達がいないからです。つらい。

　イルマに触れていなかったのでひとつ裏設定を。彼女が賢げに抱えている革表紙の本、内容は女体の神秘についてです。挿絵多め。




　最後に謝辞を。

　葉は山やまえいし先生。素敵なイラストをありがとうございます。ふとももが大好きな僕と、ふとももを描くのが大好きな葉山先生の巡り合わせは奇跡であり、必然でもあったと思います。

　担当Ｋ様。あなたの客観的で的確な指摘で『はぐれ賢者』は「面白い作品」から「最高に面白い作品」なったと思います。本当にありがとうございます。

　そしてこの本に関わった全ての方々と、お手にとってくださった皆様に感謝を。

　それではまたお会いしましょう。藤井論理でした。



















はぐれ賢けん者じやの魔ま王おう討とう伐ばつリスタート！




～勇ゆう者しやの少しよう女じよに惚ほれこまれたので現げん役えき復ふつ帰きしてみた～








藤ふじ井い論ろん理り
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